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　おもいで【ご休憩】







　こんな夢を見た。




　去年の夏──高校一年の夏の夜のことだ。地元の花火大会を見に行った帰りでの出来事だ。俺おれは毎年一いつ緒しよに花火を見に来ている幼なじみの明あきに、「送ってくよ」と言った。明は口元に手を当ててくすくすと笑った。「送ってくもなにも、家、隣となりでしょ？」と。

　可愛かわいい可愛い幼なじみ。俺が長年片思いをしている相手。想おもいを伝えても、俺の無表情フェイスのせいで、俺が冗じよう談だんを言ってるんだと思い込んでいる女の子。

　ぼんやりとした街灯が等とう間かん隔かくにある細い道に二人の影が並ぶ。明の下げ駄たの音が響ひびく。俺は普段通りラフな格好だが、明は浴衣ゆかたを着ている。毎年、この日にだけ見られる姿。そのレアな姿を堪たん能のうしたくて、俺は明の少し後ろを歩いている。

　花火大会の会場はごった返していてたくさんの人がいたのに、今はふたりきり。まるで世界にふたりだけしかいないみたいだ。その空間だとか、夏の終わりが近づいていることだとか、乃の花はな先せん輩ぱいが死んでしまってもういないことだとか、いろんなことが俺を感傷的にさせた。

「明はさあ、俺が死んだら泣いてくれる？」

　だから、ついついそんなくだらないことを聞いた。

「やだ！」

「嫌いやなのか！」

「……やだよぉ……」

　明が突とつ然ぜん振り返ったので、俺は慌あわてて足を止めた。

「……藍人あいとが死ぬの、やだ……。……なんでそんなこと言うのぉ？」

　明の目は潤うるんでいる。俺はそれを見て、一いつ瞬しゆん、なにも言えなくなる。思わず、死を克こく服ふくするにはどうしたらいいんだろう、とばかなことを真剣に考えてしまった。

「藍人、いなくなっちゃ、やだ……」

　俺はさりげなく体をひねり、明を追い越して歩き出す。Ｔシャツの腹のあたりをぎゅっと握にぎられて、つい抱だきしめそうになったのをごまかしたのだ。よく耐えたと思う。偉い業ぎよう達成と言っていい。

「ごめんって。俺はいなくならないよ。まあ……、そのさ、お前がどこにいても、呼ばれたらすぐそばに行ってやるから、いつでも呼べよ」

「藍人」

「ん？」

「藍人、藍人、藍人、藍人、藍人ぉ……」

「今かよ」

　たしかにいつでもって言ったけど。心の中で苦笑して、俺おれはＵターンして明あきのところまで戻もどる。明の目の前に立つ。明の目からは、涙なみだが溢あふれていた。

「おーい、泣くな。ぶっさいくだなー」

　俺は明の持っていた巾きん着ちやくからハートの刺し繍しゆうがしてある白いハンカチを借りる。明の顔を上に向けてそっと涙を拭ぬぐう。

「うう……、わかってるよぅ……」

「嘘うそ、嘘。可愛かわいい」

「ま、また、そうやって冗じよう談だん……」

「あれ？　もしかして今日きようちょっとメイクとかしてる？　なんか、ハンカチ、ちょっとピンクになっちった」

「き、気付いてなかったの!?　うー……、ていうか、そのハンカチ、お気に入りなのに──……」

「だから泣くなって。余計崩くずれるぞ。まあ、メイクとかしなくてもいいと思うけど」

「うわーん！　ど、どうせ無む駄だですよーだ」

「そうじゃなくて、しなくても可愛いよ」

「あ、あ、藍人あいとはっ！　冗談ばっかり……」

　俺は手を止める。俺から言わせてもらえば、お前は冗談だと思ってばっかりだな、だ。可愛いって言うたびに俺が心臓おかしくなるくらいドキドキしてることとか、全然知らないんだろうな。

「…………藍人？」

　微動だにしない俺に、明はきょとんとしている。可愛い。そう言っても、また冗談ばっかりって言われてしまうんだろうか。まったく、どうして俺の思いは伝わらないんだろう。いや、この無表情のせいだってわかってるけど。でも、いいかげんちょっとは信じてくれてもいいじゃないか。俺は嘆たん息そくした。そしてキレた。ものすごい勢いで息を吸って上を向く。

「好きだあ────────っ！」

　そのまま天に向かって、心臓を破は裂れつさせる勢いで思いのたけを叫さけんでやった。

「わ、わあっ！　な、なにふざけてっ……！　き、近所迷めい惑わくだよ！」

「おー、涙止まったな」

　俺の言葉でようやく気付いたように、明が自分の頬ほおへ手をやる。

「……ホントだ。あはは、びっくりしちゃって止まっちゃった」

「お前、やっぱ笑ってるほうが可愛いな」

「だ、だからぁ！　そういう冗談は……」

「俺、一度も冗談なんか言ってないんだけど」

　文句を言おうとしたらしい明あきの顔が強こわ張ばった。

「俺おれはずっと本気だよ。さっきのもふざけてやったわけじゃない。どうやったら信じてくれる？」

　明は唇くちびるを軽く噛かんで、俺から視線を逸そらす。しばらくして、そこらをさまよっていた視線が俺の顔に戻ってくる。明は少し不安げに俺の目を見る。

「…………ホント？」

「本当だよ」

　まじまじと俺の顔を見た後、明は黙だまりこくってしまった。

「…………う、あ、あの、藍人あいと、もしかして、今まで、か、可愛いとか、好……きとかも本気？」

「本気だ」

　俺はすっぱりと言い切る。明はびくんと体を揺ゆらす。それから、ぎゅっと自分の手を握にぎる。

「…………じゃあ、あたしって、藍人にひどいことしてたってこと？」

「してた。お前いっつも冗じよう談だんでしょって流すし。俺、男の純情を踏ふみにじられたね。傷ついたぁー」

　俺は大げさに胸を押さえた。傷ついたのは本気だが、別に明を責めるつもりはない。主原因は俺の無表情のせいだからだ。だからこれは冗談だ。なのに明の瞳ひとみは再びものすごい勢いで潤うるみだす。

「うわーんっ、ご、ごめん、ごめんねっ」

「あー、また泣く」

　明が焦あせったように両手で目をごしごしと乱暴にこすったので、俺はそれをやめさせるために、明の両方の手首を掴つかむ。明が鼻をすすりながらうつむく。

「……うー……、ごめん、すぐ泣きやむから。……こ、困らせちゃってごめんね」

「別にあんま困んないよ。……その、……明が好きだから」

「…………うん、わかった…………」

　うん、わかった？　わかったって言ったか、今？　俺が望んでいた瞬しゆん間かん。明が俺の言葉を信じる瞬間。その訪れはあまりにあっけなかった。拍ひよう子し抜ぬけしてしまったほどに。だが、俺はすぐに気を引き締しめた。

「────明」

　明が俺を見上げる。俺は急激に緊きん張ちようしてきた。心臓がうるさい。明の手首を握る手から力を抜けない。あざを作ってしまったらどうしよう？　おまけに俺ってば小刻みに震ふるえちゃってやんの。ださいったらない。でもしょうがない。だって、大切なことを言おうとしてるんだ。

「明のことが、好きです。つきあってください」

　明は薄うす明あかりの下でもはっきりとわかるほど真まっ赤かになって、しばらく俺の目を見つめて────、やがて、注意していなければわからないほどに小さく、こくん、とうなずいた。




　実は、これは夢ではない。

　去年の夏に実際あったことだ。

　俺おれの脳みそはこのときのことによっぽど感動したのか、この夢をたびたび上映してくれる。




　しかし、どうやら、世の中、俺のように幸せな夢を見ている人ばかりではないらしい────。







　はじまり【サービスタイム】







　シンデレラが自殺したがっている────という夢を、その少女は見た。

　少女からはシンデレラの顔が見えない。少女は足元に散らばる思い出の残ざん骸がい──ガラスの靴くつだ──を踏ふまないように気を付けながらシンデレラに近寄る。それでも顔は見えない。シンデレラは、部屋中にあふれ返る大量のガラスの靴に埋うもれている。少女から顔をそむけ、飛び降り現場に残すのはどの靴がいいか悩んでいる。

「大切なあの人はもう来ないわ。あの人が最初にくれた──私を愛しているときにくれたガラスの靴がもうどれかすらわからないの。ここにあるのは全部自分で買ったものばかりよ。でも、お金があっても幸せなんかじゃないの。誰も私を愛してないの。私なんかいらないの。だから私はどこにいても居い場ば所しよがないって思ってしまうのよ。ねえ、ないのよ、今のままじゃ、どこにもないの。薄はく利り多た売ばいの愛情、消しよう耗もう品ひんの幸福、粗そ悪あく品の未来。いらないわ、もう、なにもいらない。欲しいのは新品の人生よ」

　お金があったって幸せじゃない。そんなことはわかっている。

「そうしたら、きっと、今度こそうまくやれるわ。私は自分の居場所を手に入れられるわ。そうだわ。私、欲しいんだわ、居場所が。ねえ、そうしたら、そうしたら、そうしたら……」

　シンデレラの呪じゆ詛そのような言葉に、少女はこれ以上聞きたくないと耳をふさぐ。そうしなければ、自分の心がつぶされそうだった。少女は声を張り上げる。

「もう、やめてちょうだ、………………いっ!?」

　シンデレラの手による剛ごう速球ストレート。

　少女は顔面にガラスの靴をめり込ませ、すがるように片手を前に突つき出しながら、のけぞって倒れる。

　目を閉じる直前、少女の瞳ひとみにシンデレラの顔が映った。

　人生を嘆なげくシンデレラの顔は、自分と瓜うり二つだった。







　脱ぬげた靴を拾ってくれたからと言って、その人が王おう子じ様であるとは限らない。善人であるとも限らない。世の中には親切と下心とを抱だき合わせ販売してくるやつがいる。幼いころからの経験で少女はそのことをよく知っていた。

　実際に、噴ふん水すい広場で出会ったその十代の男二人組は、とても善人とは思えなかった。ひとりは茶ちや髪ぱつ。もうひとりは金髪。衣服や態度などから判断するなら、誠実や慈じ愛あいという言葉の対義語になる男たちだ。春休みだからなんていう理由がなくても、年中浮かれているようなタイプの男たち。

「なあなあ、これ、返してほしい？」

　少女の靴くつを持った手を振りながら、にやにやと茶ちや髪ぱつの男が言う。少女は小さくうなずく。

「じゃあ、どっか行こうよ」

　少女は男の言葉を無視して、背せ伸のびをして靴を取り戻そうとする。男が手を上に伸ばす。少女はそれを追って手を伸ばして飛び跳はねる。何度も何度も飛び跳ねる。男の体に接触する。

「あ、おっぱい当たってる。あ、当ててんのか。実は俺おれとヤりたかったりしちゃう？」

「なっ…………！」

　少女は怒いかりと羞しゆう恥ちで顔を赤くする。

「ぶ、ぶ、無礼にもほどがありますわっ……！」

　少女がなんとか喉のどから絞しぼりだした言葉を聞いた男たちは、一いつ瞬しゆん顔を見合わせたあと、ぎゃはは、と下品に笑い出した。

「お嬢じよう様喋しやべりとかっ！　初めて聞いたっ！」

「うぅわー、うける」

「お嬢様、おっぱい意外にでけえ感じだったんですけどぉ」

「え、フツーにＢくらいじゃね？　お嬢様、触さわってい？」

「ちょっ、なにをっ、やめ…………っ！」

　伸びてきた手に恐きよう怖ふを覚え、少女は体をすぼめてぎゅっと両目をつむる。胸の前で組んだ腕うでをつかまれ、もう、終わりだ────と絶望に包まれる。先ほどから誰もが見て見ぬふりをしている。きっと、誰も助けに来てくれはしない。そう思った。そのときだ。

「おや。きみたち。そんな小さな胸の子を相手にするくらいなら、私と遊ばないかい？」

　前方から飛び込んできた高い声に、少女はうっすらと目を開ける。

「あ？　なんだ……よ……」

　威い嚇かくするように声のしたほうへと振り向いた男たちは、そこに立っているものを見た途と端たん、一気に毒どつ気けを抜かれた。

　立っていたのは非常に美しい少女だったのだ。

　化け粧しようもしていないのに派は手でで華はなやかな顔立ち。ロングＴシャツとデニム地のショートパンツというラフな格好の八頭身。腰こしまであるきれいな黒髪かみには花をモチーフにした髪飾りをしている。

「触ってみてもいいんだよ？」

　黒髪の少女は自分の大きな胸を指差した。

　絡からまれていた少女は思った。────この人頭がおかしいのかしら？

「……マジかよ？」

「もちろんさ、おいで」

「へへ……」

　もとより下げ劣れつとか軽けい率そつとかいう言葉の同義語である男たちは、黒髪かみの少女の艶つやっぽい笑みに、すっかり思考を放ほう棄きしたらしい。なんの疑問も持たず茶ちや髪ぱつの男が黒髪の少女の胸へと手を伸のばす。

「ねえ、知ってるかい？」

「あ？」

「生せい殖しよく行為中に乳房を愛あい撫ぶする動物は、ヒトとブタだけなんだよ」

　黒髪の少女はすう、と目を眇すがめる。瞳ひとみに残ざん酷こくな光が宿る。男の手が胸に触ふれる寸前、黒髪の少女は男の手首をがしりとつかむ。

「きみたちは当然後者だね。────この下品なブタ野や郎ろうどもがっ！」

　そこからの少女の動きには迷いがなかった。

　茶髪の男の手首を引く。男は無ぶ様ざまに倒れこむ。「なにしやがるっ」と殴なぐりかかってきた金髪の男をひらりと躱かわし、背中にエルボーを叩たたき込む。金髪の男はつぶされたカエルみたいな声を出して地面にうずくまった。体を起こした茶髪の男が「ふざけやがって！」と襲おそい掛かる。男の拳こぶしを黒髪の少女は上体を低くして避よけ、みぞおちを容よう赦しやなく殴る。

「お、……女だと思って手加減してやれば、調子のりやがって、このアマァ……」

「今さら謝ったって無む駄だだからな！　アタマ地面にすりつけさせて、血ヘド吐はかせてやるぁああ！」

「ばかか、きみたちは」

　男たちはふたり一気に襲おそい掛かる。

「血も」

　黒髪の少女はひらりと避ける。

「ヘドも」

　蹴けりを繰くり出す。




「何人たりとも、私の口からなにかを吐かせることなんかできやしないよ」




　その通りだった。黒髪の少女は血も吐と瀉しや物ぶつも吐くことはなかった。もちろん、謝罪の言葉もだ。彼女には笑みさえ浮かんでいた。男たちは何度か立ち上がったものの、優勢になることは一度もなかった。

　結果、茶髪の男は尻しりもちをつき、金髪の男は四つん這ばいで、呼吸ひとつ乱していない黒髪の少女から見下ろされることになった。

「ねえ、きみたち。ブタの陰いん茎けいは尻尾しつぽと同じでくるりとしてるんだよ。……きみたちも、ブタ野や郎ろうらしくそうすべきじゃないかい？」

　黒髪の少女は見せつけるように右足を高く上げる。

「ひいっ！」

　それは、勢いよく茶ちや髪ぱつの男の股こ間かんを踏ふみつぶすぎりぎりのところへ振り下ろされた。

「さあ、そこのかたちを変えてあげようか？」

　ふたりの男たちは背筋に冷たいものを感じたようにぶるりと身み震ぶるいをした。黒髪かみの少女の言葉が冗じよう談だんなどではないとわかったからだ。だから、彼らに取れる行動はひとつしかなかった。つまり、「お、覚えてろよ！」と雑ざ魚こ丸出しの捨て台詞ぜりふを吐はきつつ、この場から逃げ去ることだ。

　黒髪の少女は「やれやれ」と男たちを見やって、両手をぱんぱんと払はらった。

「……さあて。怖こわかったね。大だい丈じよう夫ぶかい？」

　そして腰こしを折り、少女へと手を差し伸のべる。

　少女はいつの間にかその場にへたりこんでいたのだ。

「────よ、余計なことをしないでくださる？　こ、怖くなんてなかったですわ。あなた、わたくしのことを助けたと思ってるんじゃないでしょうね？　わたくし、助けてほしいなんて一言も言ってませんわよ」

「そうかい。それは出過ぎたまねをしたね。ほら」

　気分を害した様子もなく、黒髪の少女は催さい促そくするように手をひらひらとする。

　少女は、おずおずとその手に掴つかまる。

「ねえ、きみ」

「な、なにかしら？」

「手が汗あせばんでいる女性は、ベッドの上で激しいという説があるんだよ」

「はっ!?」

「きみ、淫いん乱らんなのかい？」

「なっ、そ、そんなわけ……っ！」

「わかってるよ、違うってことくらい。──怖かったんだろう？」

　黒髪の少女は、立ち上がらせた少女の頭を二、三度軽く撫なでる。

「あんまり強がるもんじゃないよ」

　そう言って、転がっていた靴くつを拾い上げ少女にそっと手渡す。こちらを見つめてくる黒髪の少女の瞳ひとみに、なにもかもを見み透すかされているような気分になり、少女の顔がさっと朱しゆに染まる。

「早くおうちにお帰り、子こ猫ねこちゃん」

　黒髪の少女はそう言ってくるりと踵きびすを返す。

　騒さわがせてすまなかったね、といつの間にかできていた人ひと垣がきに声をかけて、黒髪の少女が歩いていく。その背中はだんだん小さくなっていく。

「あ…………」

　少女はしばらく動けなかった。呆ぼう然ぜんとしながら、靴を胸に抱だいて立ち尽つくしていた────。







　そのいち【うまいコーヒーがあるんだけど】







　ドアを開けたらハイレグの美人がいた。驚おどろくには及ばない。似たようなことはよくある。仮に驚いたとしても、他人から見たら俺おれの顔は冷静沈着そのものだろう。

「遅かったじゃないか、寿ことぶきくん？」

　室内には俺より先に三人の生徒がいた。机に突つっ伏してなにかぶつぶつ言っている小こ柄がらな女子生徒、爪つめの手入れをしている男子生徒、そしてハイレグ美人の女子生徒だ。声をかけてきたのは一番最後の人だ。椅い子すをこちらに向けて脚あしをくんでいるので、かなりきわどいところまで見えている。もろもろ、お手入れは怠おこたっていないようだ。キレイな脚をしているなあと素直に思う。

　彼女の名前は、裾すそノ花はな乃の花はな。

　彼女をなにかにたとえるとするならば、これ以上はひと口も入らないくらい満腹のときに運ばれてきたごちそう、といったところだ。どんなに素す晴ばらしかろうと必要とされない、という意味だ。

　乃花さんの外見には文句のつけようがない。学校内で見るにはあまりに珍ちん妙みような衣装──シルクハット、光こう沢たくある長袖そでのジャケット、網あみタイツ、十センチはありそうなピンヒール、そして黒のハイレグレオタード──すら着こなしている。

　人並み外れて優れた容姿。しかし乃花さんはそれらすべてをきれいに帳消しにする性格の持ち主だ。

「……すみませんね。でも、日直の仕事があったんですよ。知ってるでしょうに」

　俺は自分の定位置、乃花さんから机を挟はさんで正面のパイプ椅子に座りながら言う。

「敬語はやめてくれって前々から言ってるだろう。同じ学年なんだ。しかも今はクラスメイトじゃないか。気を遣つかわなくてもいいよ」

「俺だって以前から言ってるじゃないですか。これは年長者への敬意ではなく、『あなたのような人とは親しくなりたくない』という心理的な距きよ離り感かんを表すためのものだって」

「おい、ちょっとは気を遣いたまえ、きみ」

　乃花さんは俺よりひとつ年上だ。本来なら去年二年生をやるはずの人だったのだが、訳あって進級できずに、俺と同級生になった。つまり俺と一いつ緒しよでこの四月から二年生。

　そして、乃花さんが言ったように俺と乃花さんは同じクラスでもある。二週間前、新学期のクラス発表を見たとき、俺はとんでもなく絶望した。

「まあ、きみはともかくとして、だ。ほかのクラスメイトたちはいまだに誰も話しかけてこないね。それこそ気を遣われてるのかな。私は留年してるわけだし」

「そんなことは関係ありません」

　クラスメイトたちは、腫はれ物に触さわるようにおっかなびっくり腰こしが引けているわけではない。積極的に避さけているのだ、乃の花はなさんのことを。

「なんで言い切れるんだい」

「乃花さんがあんな自己紹しよう介かいしたのが原因だからです」

　本当に、本当に本当にひどかった。

　乃花さんの席は後ろから二番目で、乃花さんが立ち上がったときに振り返って彼女の顔を見たクラスメイトは、その美び貌ぼうに息を呑のんだり口くち笛ぶえを吹いたりした。この美人はなにを言うんだろう、と教室中の誰もが期待に満ちた目をしていた。

　乃花さんはその期待を一いつ瞬しゆんで打ち砕くだいた。

『裾すそノ花はな乃花だ。ねえ、きみたち、知っているかい。霊れい長ちよう類でただヒトだけが陰いん茎けいに骨を持っていないことを。他ほかの霊長類はすべて骨を持っている。こういう話を聞くとまるで劣おとっているみたいだとか、なにか足りないみたいだ、と思うかもしれないね。しかしね、チンパンジーやイヌやクジラ、そのほかの陰茎に骨のある動物は、交尾に時間がかからないんだ。挿そう入にゆうするために硬かたくする必要がないからだね。しかしヒトは違う。ヒトは時間をかけなければならない。そう、ヒトは骨がないからこそ、愛し合うための準備が必要なんだね。そして、時間をかけてゆっくりと楽しめるんだ。足りないところがあるからこそ、そういうことができるようになった。私も至らないところは多々あると思うが、だからこそ他人と一いつ緒しよに楽しめることもあると思うんだ。そういうわけで、どうぞ、仲よくしてくれ。────よろしく頼む』

　思い出すだに最低だ。教室中の空気が目に見えて凍こおりついた。乃花さんが、きれいすぎて近寄りがたい人、から、やばすぎて近寄りたくない人、にクラスチェンジした瞬しゆん間かんだった。

「私のどこが悪かったんだろう」

「すべてです」

「新学期が始まる一週間前から自己紹介を考えていたのに」

「徒と労ろうですね」

「身だしなみにもいつもより数倍気合をいれたのに」

「俺おれなんか自己紹介のあとの休み時間に乃花さんが『やあ寿ことぶきくん』って声をかけてきたので、『あ、終わった』って思いましたよ。『終わったな、俺……』って」

「実を言うと発声練習までしたんだ」

「知り合いってばれたら俺も変な人だと思われるんだろうなって。だから一瞬、頭を壁に打ちつけようと思いました。運が良ければ脳挫ざ傷しようで逝いけるかなって」

「おい、さっきから失礼だな、きみは」

「すみません」

　拗すねられたら面めん倒どうなので俺は素直に頭を下げておく。乃花さんはシモネタを言わずにいられない人だ。だからこそここにいる。しかし実は、そんな乃花さんの知り合いでなくとも、俺だってクラスで避さけられるタイプの人間だったりする。

　今日きよう、日直の仕事をしていてそのことを痛感した。

　課題プリントを集めて職員室まで持っていく際、少しだけ提出が遅れた三つ編みの女子が俺の席まで来て、なにやらびびりながら言った。

『お、遅れてごめん。怒おこってる？　怒ってるんだよね？』

　俺おれは怒っていなかった。だから正直に言った。『怒ってないよ』と。

『う、うそ！　怒ってるよ！　ごめんってば！』

『ちょっとぉ！』

　連れらしいギャルっぽい女子が近寄って来た。

『あ、あんた、怒ってるなら怒ってるって言えばいいじゃん！』

『いや、だから、俺は怒ってないって』

『どう見ても怒ってるっしょ！』

『だよね、だよね。あたし怖こわくて』

『なんなの？　口で怒ってないとか言ってさ、逆にこっち責めてるわけ？　びびらそうとしてんの？　謝ってんじゃん！』

『もういいよ、あたしが遅れたのが悪いんだし』

『あんた、いい子すぎるぅ！　……寿ことぶきだっけ？　この子に免めんじて今日は許すけど、言いたいことあんならちゃんと言ってよ！　不ぶ気き味みなのよ！』

　怒ど鳴なりつけてくるギャル女子の脚あしは、よく見たら震ふるえている。

『ほ、ほら、早く行こっ！　なんか呪のろわれそうだしっ！』

『いっ、言い過ぎだよ！　……でも、あの人、確かに呪いとかやってそうだよね！』

『だよね～！　超こわーい！　キモーいっ！』

　あははうふふ、と、女子たちは仲良さげに行ってしまった。

　それでも、俺は怒る気にはならなかった。女子たちの言いがかりは俺にとっては常連さんと言っていいほど慣れ親しんだなじみのあるものだからだ。今さら腹を立てることでもない。ああ、またそのネタ？　何回目だよ、もう飽あきたわー的な、旬しゆんのお笑い芸人のネタを見たときのような感覚しかない。

　俺は、母親譲ゆずりの慢まん性せい無表情で、感情が顔に出せないのだ。天然バスターキートン、ストーンフェイス。俺の表情は砂さ漠ばくだ。無味乾かん燥そうだ。感情という感情が枯こ渇かつしているのだ。だから、たとえ、心の中で思っていることを素直に吐と露ろしても『嘘うそつけお前』と思われてしまうのだ。結果、なにを考えているかわからない、だの、黒くろ魔ま術じゆつでもやってそう、だの、不気味だよね、だの言われてクラスで浮く。勝手におびえられたりしていることもある。言うまでもないが、別に黒魔術もやっていないし、特別な力もない。すべてはこの感情の伝わらない顔のせいだ。

　そしてこの顔を持っているから、俺はここにいるはめになっていると言える。

「…………あたしも、自己紹しよう介かい、練習、したんだぁ…………」

　今まで机に突つっ伏して悪夢にうなされているかのようにうんうん言っていた女子が顔をあげた。その黒目がちの目は今、なにも映していない。非常にうつろだ。

「春休み中ね、ずぅっと……、してたの……。臼うす潮しお明あきでーすって……」

　誰に語りかけるでもなくひとりごとのように喋しやべりだしたが、本当にひとりごとなのかもしれない。ぼそぼそとしゃべる虚きよ脱だつ状態の明は十六年来のおさななじみの俺おれからみてもちょっと怖こわい。

　まあ怖いとか言いつつ、それでも俺にとっては十分可愛かわいいんだが。

　よーしよしよしと撫なでくりまわしたい二つわけにされたふわふわとしたショートボブが可愛い。すべてが柔やわらかそうでぷにぷにしている小さな体が可愛い。二年生になったからオトナっぽくするの！　と気合を入れて購入したカーディガンに隠かくれそうな指先も可愛い。ほかの人からは『小動物的な意味では可愛いけど、華はながないよ。どっちかって言えば地じ味み顔だよね』なんて言われがちな顔も、ばかやろう！　正気を保ってられないくらいに超絶愛らしいだろうが!?　と声を荒げて反論したくなるほどに可愛い。

「元気出せってば、うすしお味」

「あたし、あき、なんだぁ……。臼潮、あ、き……」

　いつもならもっと威い勢せいのいい返しがくる。つまり本格的に落ち込んでいるということだ。

「うふふ……。やっぱりあたしは深海魚なんだよ……」

「えーと。どういう意味だ？　明」

「浅瀬に来ちゃだめなんだぁ、水圧で内臓ぱーんってなるから……。海底がお似合いなんだぁ……。一生暗いところで過ごすんだぁ……」

　明はやさぐれている。

「自己紹介のことを気にしてるのかい、明くん」

　乃の花はなさんが言う。明はのろのろと乃花さんに視点を合わせる。

「気にしてるなんてもんじゃないんだぁ……。もう、だめだぁ……。う、うう、ううううっ！　敵は己なり！　敵は己なりぃ！　あああ、頭が痛いぃ！　割れる！　血が！　部屋中が血の海になるくらい痛いぃ！　一生この思い出がつきまとうんだぁ！　夜寝る前に布ふ団とんの上でばたばたするんだぁっ！　そして不眠症になって、朽くちていくんだぁっ！」

　明が突とつ然ぜん豹ひよう変へんして、両手をじたばたさせて叫さけびだす。

「私はよかったと思うぞ、きみの自己紹介」

　乃花さんが言う。乃花さんは明の自己紹介を見ている。

「俺もそう思うぞ」

　俺も見ている。つまり、今年は明とも同じクラスになったということだ。

「ぜったいぜったいうそだよぉっ！」

　うん、嘘うそ。

　人見知りであがり症しよう。そんな明あきの特性をあますところなく生かした自己紹しよう介かいだった。

　明に自己紹介の順番が回ってきたとき、俺おれは思わず目をこすって明をまじまじと観察してしまった。心配だからというのももちろんだが、それよりも、あれ？　この子もしかして防毒マスクつけてる？　と思ったからだ。

　それくらい荒い呼吸が教室中に響ひびき渡っていたのだ。コー……ホー……コー……ホー……と。

『あ、あのっ』

　どっから出てんだ、というくらいに、甲かん高だかい声だった。

『…………あのっ、一年っ、ちがっ、えーと、あたし、クラス……』

　単語喋しやべり、おまけに単語と単語の間には常に五秒ほどの沈ちん黙もくときた。それでもなんとか自己紹介を終え、ようやっと解放される、と思いきや、担たん任にんが笑いだし、『ちょっとちょっと、名前言うの、忘れてるよー？』という痛つう恨こんのミスをやらかしたことが判明した。

　そこにきて明はもはや混乱していた。

『あ、えと、臼うす潮しお明ですっ、……よ、よろしく、おねがいしまふっ』

　────ごん。

　噛かんだ上に、頭をさげた勢いがよすぎて、机に額を強打。『いたぁーい……っ！』と額を押さえてのけぞり、勢い余ってそのままひっくり返り尻しりもちをつき大おお股またを広げ────。

「うわ──────んっ！　もーやだっ！　思い出したくないぃっ！」

　明が頭を抱かかえて激しく左右に首を振る。

　たしかに抹まつ消しようしたい過去だろう。明がここにいるわけは、こんな自己紹介をしてしまう性格だからにほかならない。

「落ち着いて、明くん。大だい丈じよう夫ぶさ。なにも心配することないよ」

　乃の花はなさんが優しく言う。母性的で包み込むような安心感を与える声色だ。

「…………ほんとぉ？」

　明がすがるように上うわ目め遣づかいで乃花さんを見る。乃花さんはにっこりと微笑ほほえむ。

「ああ。ちゃんときれいなパンティーだったじゃないか」

「うわ────────んっ！」

「まあ、そうですね。毛玉とかついてなかったですしね」

「藍人あいとまでええええええええええっ！」

「私なんかは気合を入れるとき下着を新調したりするんだが、明くんもそうなのかな」

「なるほど。だからきれいだったんですかね」

「ちなみにあの日の私はサテン地の紫むらさき色いろに黒レースだったんだ」

「あ、興味ないです」

「またきみはそんなことを」

「本気で興味ないです」

「と言いつつも？」

「うざってぇなこのアマって言いそうになりますからやめてください。俺おれは、明あきのピンク色に白の水玉、取り囲むようなリボン付きにしか興味ないんですってば」

「たしかにあれは可愛かわいかったね」

「も──────っ、ふたりともきらいきらいきらいっ！」

　明は顔を伏せて拗すねてしまった。き、嫌きらいって言われた。嫌いって言われた！　頭が叩たたき割られて心臓が砕くだけ散った。こんなときですら無表情の俺は、他人から見たら余よ裕ゆうに見えてるんだろうが内心死にそうだ。

「……嫌われました。乃の花はなさんのせいで嫌われました」

「きみはいつも私のせいにするね」

「それは申し訳ないです。俺って性格悪いですからね。てへ」

「てへ、じゃないよ、てへ、じゃ。きみだってノってきてたじゃないか。こんなことでダメになるならさっさと別れたらいいさ」

「断固として嫌いやです」

　乃花さんという人は、自分が青春を満まん喫きつできていないもんだから、青春の象しよう徴ちようであるカップルというものが大嫌いだ。カップル相手には非常に攻こう撃げき的で、なにをやらかすかわからないくらいにだ。だが、俺と明がつきあうようになったきっかけには乃花さん自らの後押しがあった。だからお目こぼしされているというか、つきあうのを邪じや魔ましてくるようななんらかの実力行使をされたことはない。それこそ今みたいに口頭で別れろと言われるくらいのもんだ。

　でも、実際のところ、乃花さんが別れろだのなんだの言うまでもないのだ。だって、俺と明がつきあっているなんて、もはや名目上だけだからだ。俺は、明から恋愛的な意味で好きだと言われたことすらない気がする。告白した花火大会の日ですらだ。

　つきあい始めた当初こそ明は俺を意識していたが、半年以上経たった今はただの幼なじみだったときの距きよ離り感かんに戻っている。いや、戻したのだ。あまりに明がガチガチに固まって俺を警戒するので、俺が意図的にそうしたのだ。なんならただの幼なじみのときのほうが明にべたべた触さわっていたくらいだ。それに引き替え今は一切なにもしていない。俺は心の奥に潜ひそむ下心満まん載さいの鋭い爪つめを持った『は、は、ハチミツ舐なめまわしたいなあ……』とぼやく獰どう猛もうなクマの存在をひた隠かくす日々を送っている。

「……くっだらない」

　俺の斜向はすむかい、乃花さんの隣となりに座っている倫りんさんが言う。

　倫さんはため息ついでに自分の指に息を吹きかけた。ガラス製の爪磨きで、左の人差し指の爪を磨いている。右手首につけている数珠じゆずが小刻みに揺ゆれる。倫さんは寺の跡あと取とり息子むすこで、霊れい能のう力りよく的な力もあったりする人だ。

　倫りんさん、フルネームは大和やまと倫りん太た郎ろう。

　少し長めの髪かみと、左側にある泣きボクロがえらく似合う憂うれいを帯びた愛人顔と、そこまで高くない身長と、学ランに包まれた細身の体、パッと見み男装の麗れい人じんのようだが、れっきとした男子だ。

　そう、れっきとした…………、いや。

「なんだと、倫。くだらないってどういうことだい」

「アンタら、なんでそんななのよ？　自己紹しよう介かいくらいちゃんとしなさいよ」

　口く調ちようでわかるように、倫さんはオネエだ。

「ふん。どうせきみは、『大和倫太郎です。よろしくお願いします』と面おも白しろ味みのない自己紹介をしたんだろう」

「それのなにが悪いのよ」

「悪いね。きみはオネエってことを全面に押し出したほうがいいよ」

「なんで最終学年でいきなりカミングアウトしなきゃなんないのよ！」

「きみがオネエだってばれないよう振る舞うのが腹立たしいんだよ。だって、なるべくひとりで行動するだろう？　結果としてクールで寡か黙もくなイケメンみたいなポジションを獲得するじゃないか。それが実に気に食わない」

「なにそれ、嫉妬しつと!?　ほっときなさいよ、アタシの処世術は！」

　倫さんがここにいるのは、オネエとばらされたくなければ言うことを聞け、と、乃の花はなさんに引きずり込まれたせいだ。だから、実際に倫さんがカミングアウトをしたら、乃花さんは困るわけだが、乃花さんの発言なんてどうせ適当だ。そんなむちゃくちゃな乃花さんと中学生のときからの腐くされ縁えんである倫さんは、乃花さんの一番の被害者でもある。

　ともかく、ここにいる人間はみんな、各々理由は異なれど、ハズレモノばかりだ。

　ここ────。

　場所を知りたいのなら、旧校舎東側の薄うす暗ぐらい長い廊ろう下かを突つき当たりの部屋まで突き進めばいい。

　そこが人見知り部だ。乃花さんが会長を務めるうさんくさい同好会だ。人見知りという単語が使われているものの、それだけに限らず、要するにここには、『一いつ匹ぴき狼おおかみの群れ』がいるのだ。少々言葉に矛む盾じゆんがあるが、事実そうなのだからしかたがない。一匹狼たちの共通点は他人とうまくコミュニケーションが取れない社会不適合者というところだ。そして、人見知り部は社会適合者になることを目的として活動している。

　この人見知り部の部室は、もともとは旧第二用具室だ。旧第二用具室は最大限好意的に言うなら、ミニ博物館だ。ただし、ガラクタの博物館。

　この部屋は中央を屏びよう風ぶで仕切られており、後方の大きな棚たなにはあらゆるものが置いてある。あらゆるものとは廃はい部ぶになった部活や同好会の置き土産みやげのことだ。平たく言えば、ここは、ガラクタ同然の用具たちの永住の地なわけだ。

　人見知り部の活動ではその用具を利用している。たとえば、乃の花はなさんが身に着けている衣装も、『第三演劇部』がここに置いていったものだと思う。第三演劇部は今すぐイメクラを始められるほどの怪あやしげな衣装をここに大量に保管している。

「で、乃花さん」

「なんだい」

「その衣装を身に着けている意味をそろそろ教えてください」

「ああ。──これ、なんに見える？」

　乃花さんが立ち上がる。ハイレグの食い込み部分にどうしても目がいってしまうのだが、この衣装はそれを狙ねらっているのかもしれない。自分がやっていることから目を逸そらしてもらうために。仕掛けを見破られないために。つまりこの衣装は────。

「手て品じな師しでしょ？」

　倫りんさんに先を越された。

「その通りだよ」

　乃花さんはジャケットのポケットから白いスカーフを取り出す。ひらひらとそれを振る。と、ある瞬しゆん間かんにスカーフがピンポン玉へと変わる。
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「あ、すごいですね」

　俺おれは素直に感心してしまう。

「そうだろう？　『マジシャンズクラブ』というものを発見してね。種たねも仕掛けも記しるしたデータがあったんだよ。これを使わない手はないだろう？　自己紹しよう介かいで手品をすれば、『さっきのアレ、すごかったね』などと話しかけてもらえるかもしれない」

「はあ」

　その格好をしてやったらまず間違いなくドン引きされると思いますけどね。

「ふふ。間違ってもこっちが近寄って行ったら素早く避さけられるような事態にはならないだろうしね……」

「やだ、泣いてるの？　乃の花はな」

「……なんだい、倫りん。慰なぐさめの言葉はいらないよ」

「いいざまね」

「ひどいやつだな、きみは！」

「冗じよう談だんよ。はい、これで涙なみだをお拭ふきなさいな」

「ははは、なんだ。いいやつだな、きみ。ありがとう。……って、ぞうき────ん！　これは、ぞうきんだ！」

「落ち着いてください、乃花さん。あなたにはそれがお似合いです」

「きみも仲ちゆう裁さいする素振りでケンカ吹っかけてくるんじゃないよ！」

「ていうか、バカじゃないの、アンタ」

「なにがだ！」

「だってバカでしょ？　うまくいく自己紹しよう介かいなんて、ウケを狙ねらわないの一いつ択たくよ。手て品じなとかね、なんで自分の能力以上のことをやろうとするのよ。背せ伸のびするから足元すくわれるんでしょうに」

「ああ、ド正論ですね」

「アンタなんかどうせなにやったって無む駄だなんだし」

「ああ、ド正論ですね」

「なにがどうせ、だ、きみたちは！　倫、それならきみはどうせ腹が減るからなにも食べるな！」

「なんなのよ、そのナポレオン理論」

「寿ことぶきくん、きみはどうせ明あきくんとセックスするんだからデートするな！」

「なんなんですか、その最低男理論は」

「セッ、…………………………す、す、するの？」

　めそめそしていた明が、あまりにストレートな単語に顔を上げた。無む垢くな瞳ひとみで俺おれを見つめてくる。なぜか背はい徳とく的な気分になる。

「…………しないよ」

　俺の本ほん音ねは『な』を『た』に入れ替えたものだ。でも正直に言ったら確実に明がドン引く。だからこう言うしかあるまい。

「そ、そ、そっかあ……」

　安心しきれなかったのか、明あきが不自然なまでにぎくしゃくと俺おれから視線を逸そらす。

「おい、いちゃいちゃするんじゃないよ」

「してませんってば。乃の花はなさんが変なこと言うから変な空気になったんです」

「変なことなんて言ってないよ。私はね、どうせって言うなって言いたいんだ。どうせどうせなんていうのはものぐさな考えかただからね。やめるべきだ」

　乃花さんはやや厚めの唇くちびるを尖とがらせる。

「それにね、私を舐なめるんじゃないよ、倫りん、寿ことぶきくん。私にそんな口をきいたことを後悔させてやろう」

　乃花さんは手元でピンポン玉を弄もてあそぶ。それは二つになり、三つになり。

「あっ！」

　────瞬まばたき一回もしないくらいの短い間に、真っ白の鳩はとに姿を変えた。三羽の鳩は天てん井じよう付近を舞ってから、部屋の中央の屏びよう風ぶの上に止まる。

「わわ、す、すごいっ！　え、どうやったの、今!?　すごい！」

　明の反応に、乃花さんは得意げに胸を張る。倫さんは苦にが々にがしげな顔をした。

「…………アンタってどうでもいいことに有能よね」

「素直に褒ほめたらどうだい？　まだまだこんなもんじゃないよ」

　乃花さんがかぶっていたシルクハットを俺に差し出してきたので、受け取る。隠かくれていた乃花さんの花モチーフの髪かみ飾かざりがふわりと揺ゆれる。

「え、なんですか？」

「持ってておくれ。いくよ？　ワン・ツー……」

　花びらとか紙ふぶきでも出すつもりだろうか。

「スリー！」

「……………………う、わっ！」

　俺はものすごい勢いで入口のドアに向けてシルクハットをぶん投げた。それはごろごろと壁沿いに転がる。俺の顔は無表情のままだろうが、心臓はばくばくだ。

「え、なになになにっ!?　って、にゃ──っ！　なにアレ!?　本当になに!?」

「きゃあああっ、ちょっ、なに出してんのよ、アンタ！　気持ち悪いわね！」

　シルクハットの中からなにやら鳴き声が聞こえる。

「面白いだろう？」

「全然面白くないです」

「……なんなんですか、あれ」

「『裏園芸部』のものだよ。実に愉ゆ快かいな花だ」

　裏園芸部はわけのわからんものばかりを育てるが、それにしたってなんなんだ。

　シルクハットの中にはうにょうにょとうごめく食虫植物のようなものがいる。口内に歯のようなものが見えて、まるでエイリアンだ。それが五、六個、口をぱくぱくしながら『ぎゃー』『ぎゃー』と鳴いている。咲く場所は主に地じ獄ごくです、という感じだ。不思議生物すぎる。

「すごく不ふ愉ゆ快かいなんですけど」

「わ──っ！　なんか茎が伸のびてる！　伸びたり縮んだり────っ!?」

「ちょっと！　乃の花はな、どうにかしなさいよ、アレ！」

「嫌いやだよ、気持ち悪い。触さわりたくもない。放置しておけばいいじゃないか」

「じゃあ最初から出すんじゃないわよ！」

「うるさいなあ。そんなに怒おこることないだろう。それじゃあ、代わりにね、こんなのはどうだい？」

　乃花さんがポケットから赤いスカーフを引っ張る。スカーフはするするとポケットから出続け、気が付いたらシングルベッド用のシーツくらいの大きさになっていた。

「あっ、ちょ、アンタ、なにを……っ!?」

　乃花さんはそれを倫りんさんにかぶせた。倫さんの姿は外から見えなくなっている。

「ワーン！」

「ギャアアっ！　ちょっと！　やめなさいよ！　なにする気なの!?」

「ツー！」

「り、倫さん先せん輩ぱい──っ！」

「こっちこい、明あき！」

「わわっ」

　やばいものが出てきては困るので、俺おれは明のカーディガンを引っ張って、倫さんと距きよ離りを空あけさせる。

「あっ、アンタらもしかして逃げたわね!?」

「倫さん、尊い犠ぎ牲せいは無む駄だにしません！　俺たち倫さんのこと──忘れませんから！」

「ちょっとおおおおおお──────っ！」

「スリー！」

　乃花さんが、スカーフをいきおいよく引っ張った。

「いやああああっ！　………………あら？」

「倫さんせんぱーいっ！　……って、アレ？」

　今度は気持ち悪い生き物なんかはでてこなかった。が、これは……、非常にコメントに困る。

「ちょっと、なにすんのよ、アンタ！」

「なぜ機き嫌げんを直さないんだ？　可愛かわいいじゃないか」

「う、うん。倫さん先輩めちゃくちゃ可愛い……」

「うれしくないのよ！」

　倫りんさんはこの一いつ瞬しゆんで、学ランから女子の制服に着替えさせられていたのだ。セーラー服に、紺こんの靴くつ下した。スカート丈たけはやや長めのもの。自前であろう靴下はくるぶし丈で、そのアンバランスさがエロい。冗じよう談だん抜ぬきで女子にしか見えない。

「……倫さん、すね毛、うっすいですね。剃そってんですか？」

「なんでアンタはこの状況でアタシの毛事情をピックアップするの!?」

「俺おれが可愛かわいいとか言ったら倫さん俺のこと好きになるかもしれないって思って。嫌いやだなって」

「なにそのモテない男の考えかた！　こっちだって好みがあるんだからね！　なんで『アンタなんか狙ねらわないわ！』ってやつに限ってそういう心配すんのよ!?」

「ちなみに倫さんはどういうタイプを狙うんですか？」

「アンタに関係ないでしょ!?」

「いや、後こう学がくのために一応聞いておこうかと」

「実は倫には外見の好みなんてないんだよ。中身重視だ。『ありのままのアタシを受け入れてくれる人』が好みなんだとさ」

「三み十そ路じ近くのＯＬみたいですね」

「ほっときなさいよ！」

「落ち着きたまえよ。なにが気に食わないんだ、倫」

「全部よ、全部！　アタシ、女装癖へきはないのよ！　ゲイと女装好きは全然別のものよ!?　世間ではいっしょくたにするやつもいるけど無神経すぎるわよ！」

「細かいやつだな、倫。私はね、そんなことはどうでもいいんだよ。私は常々もったいないと思っていたんだ。きみ、女装が似合いそうなのにってね」

「知らないわよ！　あーもー嫌っ！」

　爪つめの手入れはするくせになにが嫌なんだろう。倫さんの中ではなんらかの明確な線引きがあるらしいがよくわからない。性って不思議。

「早く学ラン返しなさいよ！」

「さあ、最後にもうひとつ手て品じなをご覧らんにいれよう」

「聞き流してんじゃないわよ！」

　乃の花はなさんは不意に自分の両手を祈いのるように組んだ。そのまま掌てのひらをぎゅっぎゅとすり合わせている。今度はなにをするつもりだ。

「さあて、寿ことぶきくん。きみにクイズを出そう」

「なんですか、突とつ然ぜん」

「いいじゃないか、細かいことは。いくよ。『クイズ・巨きよ乳にゆう百人に聞きました』」

「低俗極まりないクイズですね」

「ちゃんとした資料をもとにしたんだよ？　『美乳研究会』のね」

「え、ええっ？　そ、そんな同好会まであったの……？」

　本当になんでもアリだな、この学校は。

「『〝わたしたち巨きよ乳にゆう女子彼氏が深い関係になったときにすることランキング〟で見事一位に輝いた項目です。賛同者は実に百人でした。言い換えれば、巨乳の彼女ができたときに、男が百パーセントすることです。さて、なーんだ？』」

「なんなんですか、その雑なクイズは」

「あと三秒以内にこたえたまえよ。ワーン！」

　俺おれの抗議をスルーして乃の花はなさんは組んだままの掌てのひらをせわしなく動かす。

「ツー！」

「……あ……れぇ……？」

　明あきが胸元を押さえてつぶやき、なぜか急にそわそわと落ち着かない様子を見せる。

「スリー！」

　乃花さんが俺に向けて両手を突つき出した。とっさに目を閉じてしまう。

「タイムアウトだよ、寿ことぶきくん」

　乃花さんが手から放ったものが、ひらり、と俺の頭の上に載のった。

「正解は、きみが今していることさ」

　俺は頭の上にあるものをつかんで顔の前に持ってくる。それは、全体的に水色で、黄色の糸でハートの刺し繍しゆうがしてあって、お椀わんを二つ並べたようなものがついてる帯おび状じようのもので、おもに女性の胸を支える役割で────。

「つまり、『ブラジャーを頭にかぶること』だね」

「……な、に、をするんですか！」

　俺は手の中のもの、つまりブラジャーを乃花さんに押し返す。

　なんとなくやましい気持ちに襲おそわれたので、明のほうを見てみた。しかし明は俺には目もくれず、顔を赤くしてぷるぷると震ふるえ、目をうるうるさせ、「ふぇ……」と今にも泣き出しそうになっているところだった。

「まあ、このブラジャーは巨乳の人のものじゃないけどね。Ａカップ。アンダーバスト六十五」

「うわあああああ───────────────んっ！」

「え、なに、明、アンタどうしたの!?」

「まさか…………」

　俺は震える指先を乃花さんのほうへ向ける。乃花さんがふざけて眼鏡めがねをかけるみたいにしているそのブラジャーに。

「…………それ、明のなんですか？」

「もちろんさ。瞬しゆん間かん移動だよ。どうだい。すごい手て品じなだろう？」

「返してえええええ───────────────っ！」

　明あきが左腕うでで胸を押さえながら、右手を伸のばして訴える。手品でブラジャーを抜き取られたんだから、明は、今、ノーブラなわけだ。

　ふう、と俺おれは嘆たん息そくする。

「────痛っ」

　乃の花はなさんが小さくつぶやく。俺が手を伸のばして乃花さんの頭をこつんと軽く打ったからだ。乃花さんは頭をさすりながら俺を睨にらむ。

「なにするんだい、寿ことぶきくん」

「おふざけがすぎますよ、乃花さん」

「そうよ！　乃花、アンタ最低よ！」

「いくら部室内とはいえ、こんなことを人前でされたら、明が傷つきます」

「藍あい、人と…………」

「俺が黙だまって見過ごすとでも思いましたか？　すみやかにそれを明に返して、心からの謝罪をしてください」

「……そうかい。たしかに私も調子に乗っていたかもしれないね。明くん、すまなかった。しかしね、寿くん」

「なんですか」

　乃花さんがすっと俺の鼻の下あたりを指差す。

「きみはまず鼻血を拭ふいてからそういうことを言いたまえ」

「え？」

　指差されたところに触ふれてみる。たしかになまあたたかいものがある。────しまった。

「……あ、藍人…………？　え、えと、それ、あ、あたしのせい……で、そんな鼻血出したの……？」

　明がびくびくしながら俺の顔を覗のぞき込む。やばい。このままでは明に軽けい蔑べつされる！　乃花さんより警けい戒かいすべきヤツだと思われる！　また俺に近寄って来なくなる！　そんなことになったら幼なじみの距きよ離り感かんまで戻してつきあい続けているこの半年の努力が台無しだ。全力で否定しなければ！

「違う！　これは今偶ぐう然ぜん出ただけだ！」

「どうだか。明くん、気を付けたまえ。寿くんはとんだむっつりドスケベだよ。油断したらすぐに食われる」

「ばか言わないでください！　俺はそういうことが嫌きらいなんです！」

「……そ、そうだったんだ、藍人。だ、だから今まであたしになにもしなかったんだぁ……」

　明が勘かん違ちがいして納得しかけている。いや、そんなわけあるかい。こちとら健全な高校生だ、お前さえよければガッつくわ。などとバカ正直に言うわけにはいかないので、俺は明の勘違いに便乗することにした。

「その通りだ、明あき。まったく、性に奔ほん放ぽうな最近の若者は狂ってる！」

「……そ、……そー……だよね」

　え。肯こう定ていされてしまった。言い過ぎだよお、くらい言ってくれるかと思っていたけど甘あまかったらしい。明は現代社会を憂うれいているのか、えらく暗い表情をしている。今時の女子高生にしては保守的すぎるだろう。しかし今いま更さら引き下がるわけにはいかない。明を徹てつ底てい的に安心させてやりたい。俺のそばが安全だとわからせたい。

「そ、そうだ！　そういうエロのことしか頭にないような人間は俺は大っ嫌きらいだ！　ついでに言うなら乃の花はなさんみたいな下品なタイプも苦手だ！」

「おい、ついでで私の悪口を言うな」

「明、俺は潔けつ癖ぺきなんだ！　清く正しい紳しん士しなんだ！」

「…………う、うん。藍人あいとはそうなんだね、わかった」

　熱弁をふるう俺の勢いに押されて、明は放心したようにうなずいた。

「よし！」

　信じてくれた！　よかった！

　しかし、俺は安あん堵どするのと同時にちょっとした脱だつ力りよく感かんを覚えている。こんな明らかな嘘うそを信じてくれるなんて、と。身勝手な話だが、明の純真さが心配だ。俺以外には騙だまされてくれるなよ、と切に願う。

　────いつか、この純真さが原因で、なにかよくないことが起こらなきゃいいけど。

「ははははは、どうやら一件落着したようだね」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってんじゃないわよ、煽あおってたくせに！　そもそもね、すべての元げん凶きようはいつだってアンタなんだから！」

　涼しい顔で言う乃花さんに倫りんさんが突つっ込む。

「アンタね、一学年あがったんだから、ちょっとは成長しなさいよ！　もーう、いっつもいっつもくだらないことばっかりやって！」

　そうなのだ。

　これは日常茶さ飯はん事じなのだ。

　床ゆかではよくわらかん食虫植物がぎゃあぎゃあ鳴いて、屏びよう風ぶの上で鳩はとがぐるっぽぐるっぽ鳴いて、乃花さんの思いつきに部員は振り回されて────。

　大体こんなようなことが、人見知り部の日常なのだ。

　ところが、だ。ところが、物事というのはいつまでも同じというわけにはいかないらしい。変わらずにはいられないものらしい。

　もちろん、このときは予想もしていなかったが。

　この日常を壊こわす闖ちん入にゆう者しやがここに押し入るまで、あと、十分──────。







　まくあい【名器メイキング】







「さあ、じゃあさっき取ったブラジャーをつけてあげるよ、明あきくん」

「じ、自分でやるっ！」

「乃の花はなさん、セクハラはやめてくださいってば」

「アンタそのうち訴えられるわよ」

「違う！　きみたちは甘あますぎる。明くん、きみは正しいつけたかたを知っているのか？」

「正しいつけかた……？」

「そうだ、正しいつけかたをしないと垂たれたりして美しいかたちを保てない！」

「そ、そうなの？」

「『美乳研究会』によるとＡカップの質量はわずか百グラム強。しかしそれでも垂れる！」

「……そうなの？」

「垂れてからじゃ遅い！　胸を支えているクーパー靭じん帯たいは伸のびたら二度ともとには戻らない！」

「…………そうなんだぁ」

「ほらこっちにおいで！　屏びよう風ぶの裏側に！　さあ上を脱ぬいで！　私が正しくつけてあげよう！」

「えっ、うそっ、にゃ────っ！　ふ、服返してぇっ！」

「ちなみにだ、明くん。胸を大きくする方法を知っているかい？」

「な、な、なんか嫌いやな予感するから聞きたくないっ！」

「性的に興奮してるとき、その女性のバストは通常時の二十五パーセントほど大きくなるんだ」

「あっ、やっ！　そんな、後ろから、あ、動かしちゃ、や、ぐりぐりしちゃ、だめぇ……っ！」

「大きくしてあげるからちょっとだけ我が慢まんしてくれ。ほーら……、ほら。ほらほらほら」

「やだ、そんな先……っ、触さわっちゃ、ぅあ、ひッ、んん、やっ、あっ、そこばっか、やだああっ！」

「乃花さん！　こっちが大人おとなしくしてれば、明になにしてるんですか！　明、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ちょっと、寿ことぶき！　アンタそっち行っちゃだめよ！　今、明、上半身裸はだかなんでしょ!?」

「…………そう、だった、みたい、ですね。…………あ、明、落ち着け…………！」

「…………………………きゃああああああああああああああああああああああっ！」

（手当たり次第いろんなものが投げつけられています。しばらくお待ちください）




「あ、藍人あいとっ、ごめんなさいぃっ！　だって、いきなりだったから……！　どっかぶつけたの!?　こんなに血がっ……、死んじゃやだよぉっ！」

「いいんだ、明……。お前に殺されるなら、俺、本ほん望もうだから……」

「藍人────────っ！」

「…………………………盛り上がってるところ悪いけど、その血、鼻血じゃないの？」







　そのに【なんだかすごく眠いから】







　それがやってくるまで、あと、一分。




「なあに、それ？　ぬいぐるみ？」

　倫りんさんが乃の花はなさんの持っているものを見ながら言う。

「違うよ。さっき明あきくんが寿ことぶきくんに向かって投げたものの中から見つけてね。『パペットクラブ』のものだ」

　クラブ名から考えるに、乃花さんの持っているものは腹ふく話わ術じゆつの人形だ。クマとウサギの人形。人形内に手を挿そう入にゆうできる構造になっていて、口をぱくぱくと動かすことができる。ちなみに同じく口をぱくぱくしている食虫植物は今は鳴きやんでいる。

「こういうものも、自己紹しよう介かいに使えば話しかけてもらえるきっかけになったかな」

　乃花さんが人形を机に置いた、その瞬しゆん間かん。

　俺おれが、「いや、それも引かれるでしょう」と返そうとしたまさにその瞬間だ。

　それは突とつ然ぜんやってきた。

　まず最初に、部室のドアが開いた。次に、レッドカーペットが伸のびてきた。そして、トランペットが高らかに鳴り響ひびいた。

　最後に、それ──、もとい、その女子生徒が現れた。

　一歩、また一歩とこちらに向かってくる足が視界に入る。俺は視線を下から上へとあげる。俺よりも一学年下、一年生カラーの上うわ履ばき、繊せん細さいなフリルのついた靴くつ下した、無む駄だな肉のない脚あし、細い腰こしに当てられた両手、明よりは大きな胸、高い位置でふたつにわけて結ばれている艶つやめく長い髪かみ。身長は、明より少し高いくらい。

　ちょっと上へと行き過ぎた視線を下ろす。女子生徒の顔を見る。その顔の中でなによりも真っ先に目がいくのは、気の強そうな釣つり目だ。どちらかというと幼げな顔つきなのに、庇ひ護ご欲よくを一切掻かき立てない。非常にとっつきにくそうな雰ふん囲い気きを持っている。首元で光る存在感のあるネックレスや、腕うでからちらりとのぞく華きや奢しやなつくりの金の腕時計など、身に着けているものがいちいち高価そうなものばかりだから余計にそう思うのかもしれない。

「……お邪じや魔まいたしますわ」

　女子生徒が誰にともなく言う。

「邪魔をするなら帰ってくれ」

　乃花さんが答える。

「そうね、失礼しましたわ」

　女子生徒がぱたりとドアを閉める。

「…………………………」

　なんなんだ。なんだったんだ。

　わけがわからず一同沈ちん黙もくしていたら、再びドアが開いた。突つき破らんばかりに勢いよく。

「って、なにをやらせますの!?」

　女子生徒の顔が怒いかりで赤く染まっている。いや、あんたが勝手にノったんだろうに。

「無礼ですわっ！」

「すまなかった。実に様式美だったね。まさかあんなお約束にそこまでキレイに乗っかってくれる人がいるとは思わなかったんだよ」

「あ、あなたばかにしてらっしゃるのっ!?」

　女子生徒がキっと乃の花はなさんを睨にらむ。直後、口元を両手で覆おおって小刻みに震ふるえる。

「……な、なんて破は廉れん恥ちな格好を……！　ひ、ひ、非常識ですわよっ！」

　学内でハイレグマジシャンの格好をしている人を見たときの一般的な反応だろうな、これが。

「きみだって名を名乗りもせずに乱入してきたじゃないか。それは非常識じゃないとでも？」

「そ、それもそうですわね……」

　意外にも女子生徒は素直に納得する。

「わたくし、一いち条じよう礼れい香かと申します。学年は一年、クラスは八組ですわ」

　喋しやべりかたも容よう姿しもお嬢じよう様っぽいが、名前までお嬢様っぽいな、と思う。

「あなたに会いに来ましたの」

　一条さんは右の掌てのひらを上にして乃花さんに向けた。

「わたくしのこと、覚えていますわよね？」

「さて。誰だったっけね」

「わっ……」

　信じられない、というように一条さんが目を見開く。

「忘れたとおっしゃるの!?　ま、まだ、あれからひと月も立ってませんのに!?」

「──乃花」

　倫りんさんが乃花さんの肩かたにぽん、と手を置く。

「しらばっくれても無む駄だよ。アンタ、この子になにかよからぬイタズラをしたのよね？」

「下げ劣れつですね。ちゃんと罪を償つぐなってきてください」

「おい、なに私を犯罪者扱いしているんだ」

「乃花さん。あたしは乃花さんを信じてるよ」

「明あきくん！」

　乃花さんが机にずざぁっ！　と体ごと乗り出し、明の両手を両手で包みこむ。

「持つべきものは明くんだな。わかってくれるんだね？」

「うん」

　明あきが優しくにっこりと微笑ほほえむ。

「乃の花はなさん、魔まがさしただけなんだよね？」

「…………きみたちは、私をなんだと思ってるんだ」

　ちょっといじけながら乃花さんがずりずりと体をもとの位置に戻す。

「冗じよう談だんよ。で、誰なのよ、この子は」

　倫りんさんが、表情を曇らせている一いち条じようさんを親指で指す。

「さあね、知らないよ」

「…………本当に忘れてらっしゃるの？」

「────いや。思い出したよ」

「ですわよねっ!?」

「私と春休みに会っているね？」

「そうですわ、そうですわっ！」

「たしか『おっぱいわっしょーい！』とか叫さけびながら全ぜん裸らで街を全力疾しつ走そうしていた子だね？」

「違いますわよおおおおぉっ！」

　一条さんが乃花さんに詰つめ寄る。

「……人は見かけによらないわね」

「うん……。びっくりしちゃったね……」

「まあ、趣味は人それぞれですけどね」

「違うと言ってますでしょ!?　ちょっと、本当に忘れたんですの!?　嘘うそに決まってますわよね!?　だってあなた、春休みに駅前でわたくしに絡からんでいた男ふたりを追い払はらったんですのよ!?　そんなこと、忘れるわけがありませんわ！」

　一息でそこまで言った一条さんがはあはあと呼吸を荒くする。

　明と倫さんは驚おどろいた顔をして乃花さんを見る。俺おれも同じ気持ちだ。

「やだ、乃花。なんで言わないのよ」

「誇ほこってもいいくらのことじゃないですか」

「………………ふん」

「乃花さんごめんなさいっ！　ごめんなさいっ！」

「いい、いい、やめたまえ」

　乃花さんは鬱うつ陶とうしそうに手を振る。照れ隠かくしだろう。この人は、真正面から讃たたえられたりするのが苦手なのだ。俺は褒ほめられたときの反応でその人のコミュニケーション能力が推測可能だと思っている。卑ひ屈くつなまでに否定するタイプや挙きよ動どう不ふ審しんになるタイプはもちろん能力値が低い不器用人間だ。ちょうど今の乃花さんがそうであるように。

「礼れい香かくん、だったね。すまなかった。きみのこと、ちゃんと覚えてるよ」

　乃花さんは一条さんへと向き直る。

「そうですわよね。あんな大立ち回りしたんですもの」

「いいや、そうじゃないよ」

「え？」

「──────私はね、可愛かわいい子は忘れないんだよ」

　乃の花はなさんが、一いち条じようさんの瑞みず々みずしいほっぺたを、弾はじくようにして人差し指でつん、とつついた。あんたはキザなホストか。

「なっ、なっ、なにを、するんですのっ」

　顔を青ざめさせ、体を強こわ張ばらせたまま、一条さんはよたよたと後ずさる。いや、そんなに嫌いやがらんでも。

「あ、危な」

　い、という俺おれの警告は必要なかった。屏びよう風ぶにぶつかりそうになったところで、一条さんの背中をとん、と支える手が伸のびてきたからだ。白手袋に包まれた手。

「危ないですよ、お嬢じよう様」

　優しげに響ひびくその声は、腰こしがくだけそうになるほどの美声だった。誰もがこの声の持ち主は色男に違いないと想像するくらいにだ。そして実際、その通りだった。百八十センチを超えているだろう長身。引き締しまった肉体。イケメンなどという軽けい薄はくな言葉で形容するのは失礼だとすら思う端たん整せいな顔立ち。そんな正統派美形の男が一条さんの隣となりにいる。

「…………波は佐さ宮みや」

　いつの間にか室内に控ひかえていた波佐宮と呼ばれたその男は一条さんの執しつ事じだ。なぜそう言い切れるのかと言うと、執事服を着ているからだ。アニメの世界から抜け出してきたかのようなザ・執事。先ほど一条さんが入室してきた際のレッドカーペットやトランペットは誰がやってたんだと思っていたが、おそらくこの人が担たん当とうしていたんだろう。

　執事がいるなんて、一条さん、本気でお嬢様だ。初めて見たわ、執事もお嬢様も。

「気を付けてくださいね、お嬢様」

　執事はメタルフレームの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねのブリッジをかなり深爪づめぎみの中指で押し上げながら、柔にゆう和わな笑みを浮かべる。理知的な雰ふん囲い気きを持ち、真顔だと少し冷たい印象を受ける執事は、微笑ほほえむと途と端たんに親しみやすい顔つきになる。これが街中なら、銃じゆう撃げき戦せんでも始まったかと思うくらいに、目があった女性が次々にばたばたと倒れていくだろう。

　そこで、俺はふとあることに気付いた。

「…………倫りんさん？」

　俺は倫さんに呼びかけた。しかし、返事がない。俺の声など耳に入っていない。なぜなら、倫さんは、恋する乙女おとめのようにうっとりとしていて、恋する乙女のように胸のところで手を組んで、恋する乙女のように目をハートにしているからだ。いや、ようにというか、女子制服を着用しているせいでそのまんま恋する乙女に見える。倫さんの熱視線の先には執事がいる。

「お嬢じよう様。後ろに目がついているつもりで生きているんですか。自分のことを知らないにもほどがありますよ。たいしたクソガキですね。私にあまり手間をかけさせないでください」

　執しつ事じがにこやかに言い放った。表情と言動があまりに不一致すぎて、一いつ瞬しゆん、耳を疑ってしまった。空そら耳みみかと思ったのだ。しかし違った。どうやらこの執事、なかなかいい性格をしているようだ。

「ああん、ステキ……」

　ほう、と倫りんさんが密度の濃こい息を吐はく。オイコラ、あんた外見はどうでもよくて中身重視つったろ。まったく逆っぽいぞ、この執事。

「波は佐さ宮みや！　お前、わたくしになんて口のききかたをしてますの!?　誰もそんなことをしろなんて頼んでませんわ！　余計なことをしないでくださる!?」

[image: ]

　わあ、可愛かわいくない。しかし執事は一いち条じようさんの理り不ふ尽じんな叱しつ責せきに不平を漏もらすこともなく、かしこまりましたお嬢様、と意外にも従順に頭を下げた。

「で？」

「で、ってなんですの？」

　乃の花はなさんの問いに一条さんはきょとんとする。

「きみ、私に会いに来たんだろう？　用件はなんだい？」

「そ、そうでしたわ」

「もしかしてお礼を言いに来たのかい？　それなら不要だよ。あれは私が勝手にやったことだ」

「いっ、いっ、言いませんわっ、そんなもの！」

「そうかい。思い上がってしまったね。じゃあ、なんだい？」

　乃の花はなさんに促うながされ、一いち条じようさんはこほん、と咳せき払ばいをする。こほん、こほん、こほん、と何度か立て続けに。言いづらいことを言い出さなければいけないときみたいに。

「わ、わたくしは、こ、この、──この、ひ、人見知り部に……」

「入りたいのかい？」

「ちっ、ちがっ、……違いますわっ！　わ、わたくしはっ！」

　びしぃっ！　と一条さんが乃花さんに人差し指を突つきつける。

「この人見知り部をつぶしに来たんですのっ！」

「な、なんだって!?」

「えええ────!?」

　乃花さんと明あきが叫さけぶ。

「……おい、きみたちも少しは動どう揺ようしたまえよ」

「話しかけないでください、今いいところなんですから」

「漫画を読むんじゃないよ！　倫りん、きみはさっさと正気になれ！」

「きゃあっ！　ちょっと、なによぉ！」

　乃花さんは、俺おれが話を振られたくないがために鞄かばんから取り出して読んでいた少年漫画を取り上げて、執しつ事じに見み惚とれていた倫さんには軽くビンタをした。ぶたれた倫さんは頬ほおに手を当てて、大げさに痛がっている。

「こ、この間のことなんて、わたくしだけでもどうにかできましたわっ。それをあなたはしゃしゃり出てきてっ！　余計なことをしたあなたが、き、き、気に入らないんですのっ。だ、だからあなたに嫌いやがらせをしてさしあげようと思ったのよ！」

「そ、そんなぁ、むちゃくちゃだよ！」

　俺も明に同意だ。お年寄りに席をゆずろうとしたら、『わしゃあまだそんなに弱っとらん！』と杖つえで滅めつ多た打うちにされたくらいの不ふ条じよう理りさを感じる。

「────私のことが気に入らない？」

　乃花さんが一条さんの言葉を繰くり返す。なにかをさぐっているときのような言いかただ。

「そ、そそそ、そうですわっ」

「私のことが気にいらない、ねえ……」

「だ、だから、そうだって言ってますわ！」

　一条さんは腕うでを組んで、乃花さんから限界まで顔を背そむける。さきほどから噛かみまくってるし、もしや、乃花さんにびびっているんだろうか。

「ふ、ふんっ。わたくしを甘あまくみるんじゃありませんわよ？　わたくしはね、あなたのことは、すべて知ってるんですから。波は佐さ宮みや！」

「はい。──裾すそノ花はな乃の花はな様。失礼ながら貴女あなたのことを詳しよう細さいに調べさせていただきました」

　執しつ事じが胸に手を当てて一歩前に進み出る。

「申し遅れました。私、礼れい香かお嬢じよう様専属執事の波佐宮と申します」

　深く一礼をしてから執事は小さく微笑ほほえむ。倫りんさんが小さく「きゃあぁんっ」と感極まったような声を出した。いやもううっさいな。

「名前が似ているからという理由だけではなく、栄養のあるものが周囲になければ生まれた子供に自分の体を食わせることがあるというハサミムシのメスの健けな気げさに自分を重ねています」

「余計なことは言わなくてもよろしいのよっ、波佐宮っ！」

　一いち条じようさんはぷりぷりと怒おこっているが、執事は反省の色を見せず、「申し訳ございません」と全然申し訳なくなさそうに言った。

「どこまで調べたんだろうね。執事さん、私の好物は？」

「鬼おに饅頭まんじゆうですね。それと、黄おう金ごん糖とう。それから、かりんとう」

「正解だ」

　甘あまいもの好きなのはいいとして、ベクトルがおばあちゃんぽいな。

「ちなみに食べられないものは牡か蠣きです。理由は食べると必ずあたるからです」

　執事はなにも見ずに、記き憶おくを探るしぐさすら見せずに、すらすらと答えている。

「その通りだよ。じゃあ、私のスリーサイズは？」

「八十六、五十七、八十九ですね。ちなみに身長は百六十センチ、体重は四十四キロです」

「ぐぅっ……！」

　喉のどを詰つまらせたような声を出して、一条さんが胸を押さえた。

「礼れい香かくん。どうしたんだい？」

「ななな、なんでもありませんわっ！　とにかくっ、わたくしはあなたのことをすべて知っていますの！　だから、あなたの一番大切なもの、そう、あなたが自分で設立して、自分で部員を集めたこの人見知り部をつぶしてやるんですわっ！」

「そんなことはさせない！　抗あらがってやるさ！　なあ、みんな！」

「えと……」

「あ……、はい……」

「温度差！　温度差がひどすぎるだろう！」

　明あきは勢いについてこれず、倫りんさんは無視をし、俺おれの返事は気がないときたもんだから、乃花さんは机をばんばんと両手で叩たたいた。

「いや、でも、一生徒に廃はい部ぶに追い込むほどの力なんてあるのかなあって思いまして」

　俺はハッタリなんじゃないのか、と思っているわけだ。

「権力を買えるくらいの金がありますから」

　執しつ事じが言った。

「お嬢じよう様には、いいえ、一いち条じよう家けには金があるんです。皆様方がお考えになる金があったらやってみたいことをすべて実現できるほどの。その気になれば地動説を全否定できるくらいの」

「ええっ、すごい！」

「きっと代々続く由ゆい緒しよ正しいお家いえ柄がらなんだろうなあ」

「そうなんだろうねえ……」

　俺おれと明あきは驚おどろきながら言い合う。

「ああ、申し訳ありません、高校生がそんなに無む垢くだとは思いませんでした。信じないでください。私、少し大げさに言いましたから」

　……そりゃあ、こっちは執事がそんな嘘うそつきとは思ってないからな。なんなんだよこの人は。

「金持ちには違いないですが、単なる成なり金きんです。代々続くなんてとんでもない」

　ぱたぱたと手を振って家柄否定したあと、不ふ遜そんにもご主人たる一条さんを指差して執事はあははと笑う。

「ほら、お嬢様もいかにも成金の娘むすめっていう感じの鼻持ちならない女でしょう。わがままですしね。私も冗じよう談だんじゃないですよ、こんなところまで振り回されて。まあ、女子高生がたくさん見られるから楽しいは楽しいですが。誰かがお嬢様に教育的指導をするべきなんでしょうが、所しよ詮せん私も給料で雇やとわれてる身ですし、そこまで親身になれないっていうか。そう考えると、お嬢様もね、可哀かわい想そうな女ひとですよ」

　この人、こんなんでなんでクビにならないんだろう。

「おだまりなさいっ！　大人おとなしくそこに立ってなさい、ばかハサミっ！」

　一条さんはムキになって叫さけぶ。ちょっと涙なみだ目めだ。

「かしこまりました、お嬢様」

　何事もなかったかのようにしれっと執事は一歩下がった。この人、なかなかやるな。きっと日常茶さ飯はん事じ的に一条さんに暴言を吐はいているんだろう。ちょっと一条さんが気の毒になってくる。

「この部をつぶす……ねえ」

　さっきまで戦隊もののレッドのように熱血していた乃の花はなさんは、急にブルーのような余よ裕ゆうを見せだした。

「まあ、きみがつぶしたいなら、どうぞ、だね」

「い、いいんですの!?」

「でもね、礼れい香かくん。ひとつだけお願いがあるよ」

　乃花さんは薄うすく笑う。

「ここをつぶす前に、活動風景を見ていってくれないかい？　もしかしたら、きみの考えが変わるかもしれない。この人見知り部は存続すべき価値のあるものだと思うかもしれないだろう？」

「……そ、そ、そうですわね。よろしいですわ。わたくしの考えは変わらないとは思いますけど、情けくらいかけてさしあげますわ」

「ありがとう。──少し作戦会議をしてもいいかい？」

　そう言って、乃の花はなさんは一いち条じようさんに背を向けると机の上に身を乗り出す。「みんな、いいかな？」と、指をちょいちょいして身を寄せるように指示してきた。

「……まったく勝ち目が見えませんけど、なんであんなこと言ったんですか」

「ふふ。勝てるよ」

　力強く断言される。もしや熱血していたときはふざけていただけで、明確な根こん拠きよがあるんだろうか。

「だって、これは……たとえばそうだな、倫りん」

　倫さんは執しつ事じを見ながらぼうっとしている。

「倫！」

「あっ、な、なによ！」

「倫、きみ、バイアグラってもともとは心臓病の薬として開発されたものだって知ってるかい？」

「知らないけどそれがなんなのよ！」

「つまり礼れい香かくんはそういうことなんだよ」

「どういうことですか。たとえが下へ手たすぎて情報が一個も入ってきてません」

「だから、世の中には、副効用というものがあるってことだよ。そんなつもりはなかったのになにかいいものを得るケースがあるってことさ」

「えーと……。……ごめんなさい、わかんない。どういうこと？　ちんぷんかんぷんだよぉ……」

「だからだね」

「もうよろしいんじゃなくって？」

　一いち条じようさんが乃花さんの説明を遮さえぎった。

「ああ、失礼」

　乃花さんが謝りながら一条さんに向き直る。

「それでは今日きようの活動内容をご覧にいれよう」

　さっきの作戦会議とやらで得たものはなにもない。だから、乃花さんが今からなにを言うのかさっぱりわからない。

「『パペットクラブ』を利用させてもらおう。腹ふく話わ術じゆつで自己紹介をしてみせるよ」

　できるか、そんなもん。技術ひとっつもないぞ。そう思っていたら、隣となりに座っている明あきが、「ねえねえ」と口元に手を添えて声を抑おさえつつ話しかけてきた。

「藍人あいと、腹話術得意でしょ？」

「え？　できないって」

「だって、ほら、あたしらが幼よう稚ち園えんのときにさ、よくやってくれたもん」

「……ああ……、いや、だって、あれとこれとは違うだろ……」

「なんなのよ、思わせぶりに」

　倫りんさんも話に加わってきた。

「えとね、あたし、昔っから人見知りで、幼稚園のときなんて毎日びーびーよく泣いてたから、男の子にすっごくからかわれてたりしてたの。幼稚園いくのが嫌いやでね、朝よくぐずってたんだぁ」

　実際はびーびーどころか、びゃーびゃーくらいの勢いで泣き叫さけんでいた。そのちっこい体の中の水分全部出してたんじゃないかってくらいだ。

「そうするとね、藍人あいとが、あたしのとこまできてね、あたしのお気に入りのキツネのぬいぐるみ持って『明あきちゃん、なかないでー。だいじょうぶー。いっしょにいこー』って言うの。そのぬいぐるみが喋しやべってるみたいに慰なぐさめてくれてたんだよ、ずっと。だから、藍人だったら、絶対うまくできると思うんだぁ」

「あーら、アンタそんなことやってたの。かーわいいじゃなーい？」

　倫さんがにやにやと俺おれを見てくる。やめてくれ、精神攻こう撃げきは。明には悪気はないんだろうが、そんな過去を暴ばく露ろされるのはキツすぎる。これだから幼なじみってやつは。

「…………もー、やめろって、明。そういうこと言うなって」

「え？　言っちゃだめだったの？」

「だめっていうか………」

「あれぇ。藍人、もしかして照れてる？」

「……照れてないよ」

「うっそだーあ！」

　うそじゃないよ、と言い返そうとしたら急に腹に重い一いち撃げきが来た。

「ぐふっ…………!?」

「よし！　じゃあ、寿ことぶきくん、やってくれ」

　反論しようにも一いつ瞬しゆん声が出せなくなった。この近距きよ離りでまったく必要ないくらい大きく振りかぶって乃の花はなさんがクマを投げつけてきたのだ。クマ、つまり机の上に置いてあった腹ふく話わ術じゆつの人形をだ。

「なんなんですか、乃花さん！　危ないでしょう！」

「すまない。手が滑すべった。甘あま酸ずっぱい空気に胸むな糞くそ悪くなって手が滑った」

「つまり、わざとってことですよね」

「ぐだぐだうるさいね。やりたまえ、早く」

　もう一ひと言こと二ふた言こと文句を言いたかったが、いくら言ったところで結局は乃花さんに従うことになるだろうから、さっさと腹を決めた。

　俺おれはクマを手に嵌はめて立ち上がる。向かいの乃の花はなさんのさらに後ろ、屏びよう風ぶの前で腕うでを組んで立っている一いち条じようさんを見る。一条さんはつんと顎あごをあげ、瞳ひとみには大いなる侮ぶ蔑べつを宿して俺を見ている。

「えー……、こんにちは、寿ことぶき藍人あいとです。『ぼくはクマです』」

　高二にもなってなにをやっているんだ、俺は。

「ね？　ね？　藍人うまいでしょ？」

「……うまいかどうかは措おいといて、クマのほうが表情豊かだから、本体がクマで、寿のほうが腹ふく話わ術じゆつの人形に見えるわ」

　明あきのは身びいきみたいなもんで、倫りんさんの言っていることのほうが正しいと思う。

「ほら、寿くん、続き続き」

「……えーと、今、おなかがすいてます。『そうだね、ぼくもさ。わかいオンナの生き血をすすりたいね』。いや、そこはハチミツにしとけよ！」

「わ、わー……。あははは……」

　明の空くう疎そな笑いで、余計にむなしくなってくる。俺はばかか。

「……………………ばかなんですの？　あなた」

　だからわかってんだよ！　言われなくてもわかってんだよ！　やめろ、その軽けい蔑べつしきった目！

「ちゃんとやってくださらない？　でないとわたくしこの部活をつぶさなければならなくなりますわよ？」

　ん？　とかすかに違和感を覚えた。一いち条じようさんの言葉に、つぶしたくない、という響ひびきを感じたせいだ。

「つまらないわ。こんなものを見せたかったんですの？」

「まさか。彼は単なる前座さ。ありがとう、寿くん。よくやってくれたね」

　場を温められない前座に対してそれは嫌いや味みか。

「さあ、じゃあ次だね」

「誰がやっても同じでなくて？」

「いいや、違うさ」

　乃花さんはウサギのほうの腹ふく話わ術じゆつの人形を持って、ゆっくりと一条さんに近付いていく。

　一条さんと向かい合った乃花さんは、ウサギを自分の手に嵌はめるのではなく、一条さんに差し出した。

「………………え？」

　一条さんがたじろいで乃花さんを見上げる。

「やってみないかい？」

「わ、わたくしが？」

「もちろんさ」

「な、なぜですの？」

　本当ですわ、なぜですの。乃の花はなさん、一体、なにがしたいんだ。

「知ってるかい？　この腹ふく話わ術じゆつの人形は『ダミー』って呼ばれてるんだ。本物ではないってことだね」

　乃花さんがウサギを揺ゆらす。

「でも、寿ことぶきくんがやってみせてくれたように、この人形はね、本ほん音ねを言うんだ。たとえば『きれいなお客さんでいっぱいだね』と人間がいえば、『そうだね、おばさんたち、二十年前はきれいだっただろうね！』と人形が言う。『こら失礼だぞ！』と人間が怒おこる。ね？　人間のほうが建たて前まえを言う。本音を言うのは人形だろう？」

　言われてみればそうだが、だからって、それがなんだと言うんだ？

「──────さあ、きみのダミー本音はなにを言ってくれるんだろうね？」

　乃花さんが、獲え物ものを追い詰つめた獰どう猛もうな肉食動物みたいに見えた。乃花さんはウサギを一いち条じようさんの顔へ近づけていく。

「や、やめてちょうだいっ」

　一条さんがウサギを勢いよく振り払はらう。ウサギが吹っ飛ぶ。その振り払った手が乃花さんの頬ほおをかすり、頬にうっすらと赤くひっかかれた後が浮かび上がった。

「………………あ」

　一条さんは、呆ぼう然ぜんとしながら壁側へ数歩後ずさる。

「──────お嬢じよう様」

「わ、わ、わ、わたくしは悪くありませんわよっ」

「お嬢様」

「なんですの、波は佐さ宮みや！　わたくし、謝りませんわっ！」

「お嬢様」

「だから、なんですのっ!?」

「お嬢様、それでよろしいんですか」

「…………わ、わかったような口をきかないでくださる!?　しつこいですわよっ！」

「本当によろしいんですね。食べられてますが」

「────────っ！」

　一条さんは悲鳴も上げられないほどの恐きよう怖ふを感じたらしい。執しつ事じの指し摘てき通り、一条さんは食べられているからだ。正確には一条さんの制服のスカートが、だ。

　一条さんの足元に、シルクハットが転がっていて、その中の食虫植物が茎くきを伸のばし、一条さんのスカートに噛かみついているのだ。『ぎゃー』『ぎゃー』と植物から正体不明の粘ねん液えきがいやらしく吐はき出され、それがスカートを溶とかしている。そういえば片づけずにほったらかしにしてたな、こいつらのこと。

「波は佐さ宮みやっ！　な、な、なにを黙だまって見ているんですの!?」

「大人おとなしく立っていろとご命令を受けておりますので」

　執しつ事じは『ちょっとお鍋なべの火、見といてね』と母親に言われて、吹きこぼれてもそのままにしておいたせいで怒おこられて『だって止めろとか言ってなかったじゃん！』と反抗する現代っ子のようなことを爽さわやかな笑顔で言った。

「もう、なんなんですの、この気持ち悪い生き物は！」

　一いち条じようさんが植物から飛び退のく。植物はスカートを追うこともなく、その場で『ぎゃー』と小さく鳴いた。

「礼れい香かくん。スカートが大変なことになっているよ」

「…………あっ、……きゃあ──っ！」

　一条さんが悲鳴をあげてその場にうずくまる。今の一条さんのスカートにありえないほどぱっくりと深い切れ込みのスリットが入っている。植物にやられたのだ。とんだ辱はずかしめだ。手で必死に隠かくしているものの、ちらちらと白い下着が視界に入ってくるので、俺おれは視線を逸そらした。そうしたら、明あきの姿が視界に入った。俺は明が小刻みに震ふるえていることに気付いた。

「う…………」

「明？」

「うううううううううっ！」

　がたーん！　と椅い子すをひっくり返して明が一条さんに駆かけ寄る。

「な、なんですのっ？」

「………………あのっ！　………………これ！」

　明が自分のカーディガンを脱ぬいで、一条さんの腰こしに巻きつける。

　本来、明は初対面の人相手にこんなアクティブには動かない。今回は、自分の過去──自己紹しよう介かいでのパンツ丸出し──がフラッシュバックして、一条さんに自分を重ね合わせたため、対たい処しよが早かったのだろう。

　一条さんは立ち上がったが、まだ、ぼんやりとしている。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「あ…………」

　伸のびてきた乃花さんの手に、一条さんがぎくりと肩かたを張る。乃花さんは一条さんの頭を撫なでた。諭さとすように、二度、三度。一条さんはなにかを思い出したように目を見開く。

「きみね、明くんに言いたいことがあるんじゃないかい？　言えないのなら、ほら」

　乃花さんが、床ゆかに転がっていたウサギを拾って、一条さんにの手にはめる。

「さあ、きみの本ほん音ねを聞かせてほしいね」

　しかし、一いち条じようさんは、手にウサギをはめたまま、うつむくばかりだ。どんなにお膳ぜん立だてされても謝ったり感謝したりすることができないのか。俺おれは少しだけいらついてきた。

　と、一条さんが急に細かく振動しはじめた。そのままゆっくりと顔を上げながら、右手を天に突つきだす。ウサギの口をかぱ！　と開けながらだ。

「だ、だ、だ、だ……だだだだだだだだだ」

　一条さんは沸ふつ騰とう直前のやかんのようだ。ピー！　とは鳴らなかったが、ぷつん、となにかが切れたような音を聞いた。

　そして。




「大好きですわあ──────────────────────────っ！」




　両方の鼻から鼻血を噴ふん射しやした。おいおいおい、大だい丈じよう夫ぶか、なんなんだよ、一体!?

「エンジェルが舞い降りましたわ──────っ！　わたくしの正義！　わたくしの存在意義！　あああああああっ、女の子ってどうしてこんなに美しいのですの!?　え!?　どうしてですの!?　知りたいかしら!?　それはわたくしに見られるためですわ！　どうしてこんなにいい匂においがしますの!?　それはわたくしに吸引されるためですわ！　どうしてこんなに柔やわらかいんですの!?　それはわたくしに触ふれられるためですわあ───────────────っ！」

　一条さんは顎あごを可動範はん囲いギリ過ぎたくらいのとこまで反そらせて、両腕うでをかかげるいわゆるプラトーンポーズをしたあと、ばね仕掛けの人形のようにぐいんと戻り、両腕に明あきと乃の花はなさんを抱かかえ込んだ。

「にゃー！　なに!?」

「あなた、明様とおっしゃるんですのよね！　カーディガン、ありがとうございます！」

「ふええ……!?」

「き、きみ、ちょっと落ち着きたまえ」

「ああっ！　乃花様！　乃花様！　申し訳ありません！　この西洋人形のようなお顔に傷をつけてしまって！　それだけじゃありませんわっ、わたくしのいままでのご無礼をお許しください！　春休みのあのとき、助けていただいてありがとうございます！　わたくし、あの日、あのときからずっとあなたのことをお慕したい申し上げておりましたの！　ああああっ、これが八十七センチのバストですのねっ、わたくしっ、あなたが欲しいんですのぐぁっふぉう！」

　一条さんはいきなりその場にずるりと倒れこんだ。執しつ事じが一条さんの尻しりを遠えん慮りよ会え釈しやくなく蹴けり上げたのだ。

「申し訳ありません。うちの発情期のお嬢じよう様がご迷めい惑わくをおかけしました」

　執事の最高級の笑顔が恐おそろしい。

「……もう少し優しくしたほうがよかったんじゃあ」

「いえ、ああでもしなければ止まりません。あのまま放っておいたら、お嬢じよう様が失禁しているところでした」

「しませんわよ！　犬じゃないんですのよ!?」

「そうですね、申し訳ありません、お嬢様。犬に失礼でした。犬のほうがだいぶ賢かしこいですね」

「波は佐さ宮みやああああっ、…………ふぐっ！」

　執しつ事じは空あいているほうの手で黒いハンカチを取り出し一条さんの口を強引にふさぐ。一条さんの体から、がくり、と力が抜け、その場にくずおれる。

「…………あの…………」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。体に害はありませんから」

　そこじゃない。躊ちゆう躇ちよなくなんらかの薬品使えるのが怖こわいわ。

「お嬢様が静かなうちに、少々、お嬢様のことをご説明させていただいてよろしいでしょうか」

「はあ……」

　とりあえず、うなずくしかない。

　俺おれと倫りんさんも席を離れ、明あきたちのいる教室後方へ行く。

「一いち条じよう家の現社長……、便べん宜ぎ上じよう奥様とお呼びしましょう。奥様は、先代社長、つまり旦だん那な様です、旦那様が御隠かくれになってから、旦那様の事業を引き継つぎ、それはもう大変なご苦労をされましてね。結果的には、奥様のほうが商才がおありだったんでしょうね、旦那様が取り仕切っていたときより一条グループはずいぶんと大きくなりました。今や押しも押されもせぬ大企業です」

　グループとか言っちゃってるし。成金とか言っていたが、もしや、思っていた以上に一条さんの家は金持ちなのかもしれない。

「しかしそのせいで……といってはなんですが、奥様は、お嬢様と一いつ緒しよにいる時間があまりありませんでした。幼いお嬢様とした約束を破られることもたびたびありました。遊園地、動物園、水族館────。すべて私が奥様の代わりに参まいりました」

　どうでもいいけどこの人いくつなんだろう。実は四十半ばとかなんだろうか。

「そのうちお嬢様は、『ごめんね、今日きよう、どうしても外せない仕事があって』と奥様がおっしゃっても、『別に最初から出かけたくなかった』と答えるようになりました。ですから、それが癖くせづいたんでしょうね」

　執しつ事じが眼鏡めがねを持ち上げる。

「お嬢様は、心と裏うら腹はらなことばかりをおっしゃるようになりました」

　それは、最初から一条さんには部をつぶす気なんかなかったってことか。言葉とは逆のことをやりにここに来たということか。つまり、──入部をしにだ。

　乃の花はなさんが副効用だなんだと言っていたのは、そのことをお見通しだったってわけか。一条さんのことを部員にするつもりで助けたわけではないのに、一条さんが部員になってくれるのだ、ということを言いたかったんだろう。回りくどいったらない。しかし、洞どう察さつ力りよくはすごい。

「やっぱり礼れい香かくんはツンデレだったんだね」

　乃の花はなさんが満足そうに首しゆ肯こうする。

「でも、なんでそんなことがわかったんですか？　すごいですよ。俺おれにはわがままなお嬢じよう様にしか思えませんでしたけど、なにを判断材料にしたんです？」

「簡単なことさ。礼香くんは私のことを気に入らないって言ってただろう？」

「そうですね、言ってました」

「だからだ。私のことを気に入らないなんていう発言は───ツンデレ発言でしかありえない！」

　乃花さんは得意げに言い放った。

「怖こわっ！　こっわあ！　なにその歪ゆがんだポジティブ！　アンタ、人になんか悪いこと言われたらそういう解釈してんの!?　今回はたまたま正解だっただけで、それ一歩間違えればストーカーの思考回路だからね!?」

「すごいとか言ったことは忘れてください。乃花さん。俺、本当に乃花さんのこと苦手ですからね。この言葉、額面通り受け取ってください」

「あ、藍人あいと！　もう、ひどいこと言っちゃだめ！　乃花さん、きっと長生きできるよ、そういう考えかたのほうが！」

「……あの、お嬢様がた、続きを話してもよろしいですか？」

「やだあっ！　ごめんなさぁいっ！　お話を途と中ちゆうで遮さえぎっちゃってぇ！」

　倫りんさんが両手を胸元でぎゅっと握にぎったぶりっ子ポーズで執しつ事じに応こたえる。お嬢様がたには本来あなたは含まれませんし、なにより豹ひよう変へんしすぎでしょう、と俺は少々しらける。

「────お嬢様は、白しろ金がね学園にご入学なさいました」

　有力企業が何社もスポンサーになって設立された学校だ。正確な金額は知らないが、授業料は一般家庭でとても用意できる金額ではなく、通っているということがイコールそのまま金持ちの証明になる学校。幼等部のみ共学で、初等部からは男女別のお坊ぼつちゃんお嬢様校。

「そこでも素直になれませんでした。初等部、そして中等部と、同性しかいない学校で、ご学友と仲よくしたいのに、口から出るのは悪あく態たいばかり。たまに話しかけられても舞い上がってなおさらひどい振る舞いをしてしまう。当然のことながらお嬢様は孤立しました。自分は誰とも仲良くできない。ただただクラスの女生徒を羨うらやましく見つめる日々。そんなことが何日も、何週間も、何年も続いて、いつしかお嬢様は、女の子に対して過か剰じような憧あこがれを抱いだくようになったのです」

　過剰っていうかもう異常の域に達してるような。正気の沙さ汰たじゃなかったぞオイ。

「でも、一いち条じようさんの家、メイドさんとかはいないんですか？」

「ええ。奥様の趣味で執事ばかりです」

「そうなんですか……」

　奥様とやらは火ほ照てる体を持て余した男好きなんだろうか。未亡人が身近にいないので、動員できる知識がインターネットとＡＶのみなだけに、どうしてもそんな解かい釈しやくしてしまう。

「お嬢じよう様は常々このままではいけないと思っていたようです。自分から女の子に近づかなければいけない。自分が変わらなければいけないと思っていた。────そんな折、あなたに出会った」

　執事が、乃の花はなさんへ掌てのひらを向ける。

「あなたは、お嬢様の新しい人生の第一章です。あなたに会わなければ、お嬢様はこれからの人生すべてをこれまでの人生の後こう悔かいに費ついやすような非生産的なことをし続けていたでしょう」

　乃花さんは頭をかいている。表情からは若じやつ干かんの困こん惑わくが見て取れた。やっぱりこういうことを言われるのは苦手らしい。

「実を言いますと、お嬢様は、あなたのためにこの学校に入学したんですよ。本当は白金の高等部に行く予定でしたが、金にものを言わせましてね。そこまでしたのにここへ来ても素直になれなかった。しかし、明あき様、あなたに優しくされて、おまけに、乃花様に頭を撫なでられて、オーバーヒートしたんでしょうね」

　そこで、気絶していた一いち条じようさんが、ぴく、と動いた。鼻の穴を思い切り広げている。

「はあああああんっ、すうううううううっ、女の子の匂においっ…………！」

「このざまですよ」

　つまり、今まで溜たまっていたものが一気に解き放たれた、ということか。

　年々ゆっくりと心に降り積もった女の子への憧どう憬けい。閉じ込めてきた思い。それはきっと心の花粉症のようなもので、一度発症してしまえば、もう、後戻りはできない。ごまかせない。くしゃみのように気持ちが飛び出し、鼻水のように息苦しいほどの情熱が胸に詰つまる。……たとえが若じやつ干かん汚きたないけど、たぶんそんな感じ。

「礼れい香かくん」

「ああっ、なんですの、乃花様！　はっ、やっぱりわたくしのことをお許しにはなれませんのっ!?　足ですの!?　足を舐なめれば許してくださいますの!?」

「そんなことはしなくていいよ。舐めたければ舐めてもいいがね」

「いいんですの!?　お優しすぎますわ！　乃花様は女神めがみですの!?　女神ですのね!?」

「…………まあ、そう思いたいならそう思ってもらってもいいがね」

　珍めずらしく乃花さんが持て余してるようだ。一いち条じようさん、強いな。

「礼香くん。きみ、ここをつぶしにきたわけではないんだね。きみは、ここに────」

「そうですのっ。あの……、は、は」

　何度か言いよどんだあと、勇気を振り絞しぼるように、一条さんは手を硬かたく握にぎりしめた。

「は……、入りたい、んですのっ」

　ゆっくりと息を吐はき出してから、一いち条じようさんが、おそるおそる目を開ける。

「…………よ、よろしいかしら？」

「ああ、もちろんさ、歓迎するよ」

　その言葉に、ぱあああ、と効果音がつきそうなほど嬉うれしそうに一条さんが笑う。

「ありがとうございますっ、乃の花はな様！　明あき様もっ、よろしくお願いしますわっ！」

「う……、うん」

　明が少し緊きん張ちようしながらうなずく。

「な、なんですのっ、そのはにかんだ笑顔！　明様、天使ですのっ!?　天使ですのねっ!?」

「えっ、わっ、わっ、なにっ!?」

「焦あせってらっしゃる姿も愛らしいですわ────っ！」

「にゃ────っ！」

　一条さんに抱だき込まれてぐりぐりと雑に撫なでまわされる明。今までが今までだからしょうがないのかもしれないが、一条さんは、手加減というものを知らないようだ。

「ちょっと、明が困ってるから放してくんないかな」

「…………ハァ？」

　俺おれを見た一条さんが、大げさにしゃくれてみせた。乃花さんや明に対する態度とえらい違いだ。嫌けん悪お感かんをあらわに、なんて言葉じゃ足りない。俺に払はらわれた敬意は、ゴキブリに払うそれよりもさらに下等なものだ。……え、なんでこんな目で見られるんだ？

「なんですの？　男風情ふぜいがえらそうに。人生に絶望しているような仏ぶつ頂ちよう面づらの薄うす気き味み悪いあなた、明様のなんなんですの？」

　なに的確な悪口挟はさんできてんだ。

「俺は明の幼なじみで、明の彼氏なんだけど？」

「な、なにを……っ!?　ほ、ホントですの明様!?」

「う、…………うん」

　肩かたをつかまれてがくがく揺ゆさぶられながら、明が肯こう定ていする。

「い、意味がわかりませんわっ！　男なんていう下げ賤せんなものと明様がおつきあい……!?　あなた、明様の弱みかなにかを握にぎってるんですのね!?　それで脅おどしてるに決まってますわ！　なんて下げ劣れつな！」

「そんなわけないだろ」

「じゃあ洗脳ですの!?　明様を洗脳してやりたい放題ですのね!?　ああっ、おぞましい！　この野や獣じゆう！　粗そ雑ざつな精神構造を持つ男のなかでもとびぬけて最低ですわね！　ああああ、明様……！　おいたわしや……！」

「失礼、ひとつ言い忘れていました」

　執しつ事じがてへ、とお茶目に片手を挙げた。

「お嬢じよう様は、男性は大だい嫌きらいなんです。男なんてクソだとおっしゃってます」

　うん、言い過ぎ。

「でも、執しつ事じさんだって男じゃないですか」

「私ども執事は単なる使用人ですので、お嬢様にとって『男』というカテゴライズではないのです」

　性別＝使用人ということか。

「そもそも旦だん那な様が御隠かくれになった直後から、妙みような下心を持って奥様に近付いてくるロクでもない男が多すぎましてね。それでまずは奥様が男嫌いになってしまったんです。もはや男というものを憎にくんでます。使用人を全員執事にしているのも、単に理り不ふ尽じんな命令をして男をいたぶりたいからです」

　男好きとは真ま逆ぎやくの理由で使用人が男ばかりだったわけか！

「旦那様が御隠れになったのはお嬢様が一いつ歳さいになる前のことでした。お嬢様は物心付くころには奥様から男についての英才教育を施されていたんですよ。『男はクズだ、クソだ』という教育を。それに、幼等部の頃、男の子にからかわれていじめられてもいますからね。だから、お嬢様は心身ともに筋金入りの男嫌ぎらいなんです」

　いや、そんな情報を得られたところで、それなら罵ば倒とうされてもしかたないね、なんて思えるわけがないだろうが。

「そうよねぇ、男なんかクズよねぇ！」

　倫りんさんがずいっと俺おれの前へと躍おどり出てきた。

「よろしく、礼れい香か。アタシは大和やまと倫って言うの！」

　オイコラ、太た郎ろうはどこに置き忘れてきた、大和倫太郎。

「こ、こ、こ、こちらこそよろしくですわっ！　倫様、あなたの数珠じゆず可愛かわいいですわね！」

「そうかしら？　礼香のネックレスも可愛いわよ！」

「きゃーっ！　ど、どうしましょうっ、感動に打ち震ふるえていますわっ！　ここここういうのあこがれてましたの！　女の子同士で持ち物を褒ほめあうの！　　ああっ、素敵ですわっ！」

「そうよね！　アタシもそう思うわ！」

　倫さんの下心は体中から溢あふれだしていて、もういっそ可視的なほどだ。

「倫さん……」

「倫さん先せん輩ぱい……」

「なによ、アンタら、なんか文句でもあんの？」

　倫さんがじろりと俺と明あきを睨にらみつけてくる。

「倫。なんなんだ、きみのその将しようを射んとすれば馬」

　本当だよ。執しつ事じに一ひと目め惚ぼれしたからって、プライドを捨てすぎだろう。

「『ありのままのアタシを受け入れてくれる人』がいいんじゃないんですか？　自分を偽いつわって自分を捻ねじ曲げまくってるじゃないですか」

「ばかね」

　倫りんさんはエア煙草たばこを吸って、世の中の酸すいも甘あまいも吸い尽つくしたすれっからしのスナックのママのように鼻から口から煙を吐はき出す。そして、声をひそめて、しかし自信満々に語り出す。

「価値観が変わるほどの相手に出会った。あるいはいままでかたくなだった心が開いた。自分を偽いつわってるわけでも捻じ曲げてるわけでもなくて、──そう、アタシは今までできなかったことをできるようになってるわけだから、自分を広げたとすら言えるわ！」

「倫、それは屁へ理り屈くつだ」

「いいから、アタシは女の子なの！　余計なこと言ったら張り飛ばすわよ！」

　限りなくミュートで怒ど鳴なられた。横暴すぎる。

「ああっ……。夢のようですわ。こんなに可愛かわいらしいかたたちと同じ空間で過ごせるなんて……」

　夢見心地で背景に花を背負いながら、一いち条じようさんは恍こう惚こつの笑みを浮かべている。

　が、ふいに顔を俯うつむけてぶつぶつとなにかを唱えだす。

「…………男さえいなければ。男さえいなければ。男さえいなければ」

　怖こわいよ！　俺おれ、もしかして刺さされるんじゃないのか。

「絶対ここからあなたを追い出しますわっ……！」

　一条さんの瞳ひとみにはめらめらと決意の炎ほのおが燃えている。

　執しつ事じが俺に恭うやうやしく頭を下げる。

「あなたには大変ご迷めい惑わくをおかけすると思いますが、できれば大目に見てやってください。お嬢じよう様は根はいい子なんですよ」

　根はいいとして、目に見える部分の葉や茎くきや花は腐くさってるんじゃないのか。

「ふふ。面白いじゃないか、寿ことぶきくん。挑ちよう戦せんしてみたまえよ」

　乃の花はなさんが俺の肩かたを叩たたいて言う。

「はい？」

「あとから部活に入ってきた後こう輩はいの生意気な少女からの嫌けん悪おの眼まな差ざしが、つきあいを深めるうちに、いつしか先せん輩ぱいを尊敬する眼差しに変わっていく──、それが部活動における青春ってもんだろう。彼女から尊敬の眼差しを受けるような先輩になってみたまえ」

　尊敬の眼差し、ねえ。そりゃあ、これが部活ものの青春ストーリーでそんなオチがつくのなら、ものすごくキレイに物語をたためるでしょうけど。

「…………絶対無理ですよ」

　睨にらみつけてくる一条さんを尻しり目めに、どんな手段を使っても不可能に決まってる、と、俺は、『後輩からの尊敬の眼差し』ミッションを早々に諦あきらめて、深い深いため息をついた。







　まくあい【発情ジョーク】







「体も心もリラックスした状態なら、力を抜いて物事に挑いどめて、諸もろ々もろうまくいくだろう」

「はあ」

「そんなわけで『リラクゼーションクイーンズ』だ。リフレクソロジーなんかの同好会だね」

「あら。本格的ね。オイルもちゃんとあるじゃない」

「じゃあ、寿ことぶきくん。椅い子すに座って。もう一個の椅子に足を伸のばして置いて。そうだ。いいね」

「……藍人あいとの足を、乃の花はなさんが触さわるのかぁ……。べったり触るのかぁ……。ふーん……」

「ん？　どうかしたか、明あき？」

「え、え、えとっ、な、なんでもないよっ!?」

「いやだわ乃花様っ！　手が腐くさりますわよっ！」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶだよ。まずは足裏だ。靴くつ下したを脱ぬがせてっと。オイルを塗ろう」

「にゅるにゅるしてますね」

「足裏反射区ってのがあるんだ。足の裏を体に見立てている」

「あんま変なとこ触さわらないでくださいよ」

「指のほうが頭に対応するね。大脳とかね。じゃあね、かかと側、ここはどうだい？」

「うわうわうわ、痛い痛い！　ちょ、無表情ですけど、俺おれ本気で痛がってますよ！」

「ここは性器に対応するね。きみ、なにか深刻な問題を抱かかえているにちがいないね」

「…………あ、藍人…………!?」

「最低ですわっ！　この遊び人！」

「あやしい診しん断だんしないでください！　あらぬ誤解を受けるじゃないですか！」

「次にすねだ。オイル追加。男性はすね毛が濃こいからね。すべりが悪いと痛いんだ」

「乃花さん、無視して淡たん々たんとすすめないでもらえますか」

「まずエフルラージュ。そして筋肉のラインを辿たどる。腓ひ骨こつ筋きん。前ぜん脛けい骨こつ筋。ヒラメ筋。腓ひ腹ふく筋」

「気持ちよさそうで大変結構です。私、執しつ事じですから、もっぱらサービスする一方で」

「ああん、そ、そうよねぇ、も、もしよかったらぁ、アタシがしましょうかぁ？」

「倫りんさん」

「なによ」

「浮かれすぎですよ、このゲイ太た郎ろう」

「寿、アンタ声でかいのよっ！　あっ、波は佐さ宮みやさん、なんでもないんですよぉ、なんでも」

「の、乃花様、つ、つ、次は、わ、わ、わたくしをうぉわぎゃううう！」

「にゃ──────っ!?　鼻血っ！　礼れい香かちゃん、鼻血だよっ!?」

「最初から思ってましたが、こんな騒さわがしい部室でリラックスできる道理、ないですよね……」







　そのさん【もう少し休んで行こうよ】







『所有欲が強いとみっともないことをやらかしやすいです。見えるところにキスマークなんてのはその最たるものですね。私、大人おとなになってからそんなくだらないことやったことないですよ。これは自分のものです！　なんて子供じみた強い所有欲を顕けん示じするような青臭くさい真ま似ね、恥はずかしくてとてもできません』

　なにかの折に執しつ事じがそんなことを言っていた。そんなことを思い出したのは、俺おれがここ最近やっていたことは、ひょっとしたら所有欲の強さに起因していたのかもしれないと思ったからだ。だって俺はみっともなかった。たとえば、一いち条じようさんにウ[image: ]コを食わせようとしたとかそういうことがだ。俺はくだらなくて、子供じみて、青臭くて、恥はずかしくて、だから、明あきに拒きよ絶ぜつされたのかもしれない。

　情けなく膝ひざを抱かかえて小さくなっていると、俺の頭の中の記き憶おくは勝手にことの発ほつ端たんまで巻き戻った。







「わたくし、実は、憧あこがれていることがありますの！」

　一条さんが言った。

　一条さんが入部してから三週間近くが過ぎた。一条さんはすっかりこの場になじんでいる。今みたいに、意気揚よう々ようと自分から話し出すくらいには。

　一条さんは俺の向かい側にいる。乃の花はなさんと倫りんさんの間に座っているのだ。執事は、入口のドアの横に控ひかえている。部外者が侵入していいんかい、という当然の疑問に対しては、執事があっけらかんと笑いながら、『世の中コレですから』と人差し指と親指で円を作ってみせた。オイこの学校のセキュリティーっていうかそれ以前に倫りん理り感かんはどうなってんだ、責任者出せ。

「なによ、礼れい香か。憧れてることって」

　倫さんが聞く。女子制服着用の倫さんが。

　ご苦労なことに、一条さん入部以来、倫さんはトイレで制服を着替えてから来る。もちろん、一条さんと執事に男であることを隠かくし続けるために。

「それは────、女の子同士でお菓か子しを食べることですわっ！」

　天高く人差し指を掲かかげる一条さん。もったいぶって言うほどのことか、それ。

「わたくし、白しろ金がねに在学していたとき、海外のお土産みやげや、手作りのお菓子を持ち寄って、ティータイムをしていたクラスメイトのことがとってもとっても羨うらやましかったんですわ。だから、ここでそれをやりたいんですの。乃花様、よろしいかしら？」

「ああ、もちろんさ。コミュニケーションのためになにかしらの小道具を使うというのはアリだね。この部の活動内容的にもばっちりだ」

「楽しそうだね！」

　乃の花はなさんは快かい諾だくし、明あきはカーディガン（きちんとクリーニングされたものが一いち条じようさんから返ってきたのだが、一条さんは明に渡すときにかなり名残なごり惜おしげにカーディガンからなかなか手を離はなさなかった）で半分隠かくれている手を胸の前で合わせた。

「ああん、よかったですわ！　実は、わたくし、本日、プリンを作って参まいりましたの！」

「じゃあ最初から了りよう承しよう取らずにとっとと出しゃいいじゃねえか」

「あなたのぶんなど用意してませんわ！　関係ないかたは引っ込んでいてくださるうぅ？」

　一条さんがゴリラみたいなぶっさいくな顔を作って俺おれをおちょくるように言う。は、腹立つ。

　俺の口く調ちようが若じやつ干かん強めになっているのも、こんな仕打ちを繰くり返されているからだ。正直なところ、一条さんが俺に対してそうであるように、俺も一条さんに敵意を抱いだいている。

「あ、藍人あいと、あたしと半分こしようか？　ね、礼れい香かちゃん、いいよね？」

「明はやっさしーなー。でも別に一条さんの作ったものなんて俺は食べたくないから」

「もう、藍人ぉ！」

「きいいいいいいいいいいいいっ！」

　のけぞってプラトーンポーズの一条さん。彼女には、感情が昂たかぶるとこうなってしまう癖くせがあるようだ。怖こわいからやめてほしい。

「明様の恋人だから友好的にしてさしあげてたのに、失礼千せん万ばんな男ですわねっ！」

「どこが友好的だったんだ、どこが」

「だいたいわたくしはね、納得できないんですのよ！　あなたみたいにぱっとしない人が明様のような可愛かわいらしい方かたとおつきあいをすると、世間一般の人々は、あなたの性格か社会的立場かとにかく顔以外のなにかがとてつもなく優れていると解釈するということが！　なぜそこで男の評価があがるんですの!?　逆に、ちょっと容よう姿しに恵まれていない女の子がちょっと見た目のいい男とおつきあいをすると、彼は外見で人を判断しないとかなんとか言って、やっぱり男が評価されるんですわ！　男めええええええええええええええ！」

　一条さんの周りに怒いかりの炎ほのおが見えるけど、知らんし。勝手に男代表にされても迷めい惑わくだし。

「れ、礼香。アタシ、プリン早く食べたいわぁ！」

　怒り狂う一条さんに恐おそれをなしてか、倫さんが話を戻そうとする。この人、一条さんに男ってばれたらどうなっちゃうんだろう。

「やだっ！　そうですわね！　お待たせして申し訳ありませんわ！　わたくしとしたことがクソ野や郎ろうごときに気を取られてしまって！　波は佐さ宮みや！」

「はい」

「プリンを持ってきてくださる？」

「かしこまりました」

　半球型の銀のふたをかぶせてある銀のトレイを、執しつ事じが一いち条じようさんの前へ運んでくる。

「さあっ、めしあがってくださいませ！」

　ふたを開けるよう促うながしたんだろう言葉に、執事は反応しなかった。執事の白い手袋に包まれた手は、動こうとしない。

「ちょっと！　なにをぐずぐずしてるんですの!?」

「皆様、心の準備はよろしいですか？」

　執事はぐるりと俺おれたちを見渡した。

「え？　どゆこと？」

「皆様、思い残すことはございませんか？」

「だから、なんなんだい？」

　まったくだ。こちらを不安にさせる確認なんかしていったいなんだというんだ。

「波は佐さ宮みや！　早くなさい！」

「かしこまりました」

　そして、執事が、ふたを開けた。

「────────────────────────────っ！」

　一同絶句。

　これはひどい。食べるのは無理だ。いじわるを言っているんじゃなくて、無理だ。『いいんだよ、飯めしなんて食えりゃ』という食の彩いろどりに無む頓とん着ちやくなタイプですら手をつけなそうだ。そもそも食べものなのかどうかすらあやしい。ほんのりと漂ただよう異い臭しゆう。日常では嗅かいだことがない匂におい。食欲を減退させる効果しかない匂におい。強いていえば、理科の実験時にこれによく似た匂いの薬品があったような気もする。

　可愛かわいらしい四つの器の中には、おどろおどろしいゲル状の物体。カラメル部分が黄色部分とぐちゃぐちゃになってまるで天然モザイク。これがプリンだというのなら、今まで俺が食べてきたものはプリンじゃない。いいや、世界中でプリンを食べている人なんてどこにもいないことになってしまう。

「礼れい香かくん、きみ……、これ、味見とかしたかい？」

「いいえ！　してませんわ！　けど、はじめてにしては上出来ですわよね！　うふふ、ちょっと見た目は失敗しちゃいましたけど！」

　ちょっと!?　ちょっとだと!?　これが舌したをペロッと出して頭コツン！　で済ませられるレベルの失敗だとでも思ってるのか!?

「執事さん！　なぜ本人に言ってやらないんですか！　こんなのは人にふるまったらだめですよって！」

「大人おとなは、たとえそれが真実であっても、そのネズミの中って人がいるんだぜ！　とか、あのドッキリってヤラセだぜ！　なんて鬼おにの首をとったように指し摘てきしないものなんですよ」

「いや、これは指し摘てきしてやれよ！　それが本当の優しさってもんでしょう!?」

「ちょっとなんなんですの？　さっきからわけのわからないことを言って！　いまさらなにを言ってもあなたのぶんはありませんわよ！」

　それで結構！　負け惜おしみでもなんでもなくて、俺おれのぶんなくてよかったよ！

「────倫りん。早く食べたいんだろう？　きみが率そつ先せんして食べたまえ」

「えっ、ちょ、アンタなに言って……!?」

「そうですわねっ。倫様、はい、どうぞ。……やだ、わたくしったら、こんなことまでしちゃいましたわ！　ダ・イ・タ・ン！」

　一いち条じようさんが一人で盛り上がって倫さんにスプーンを突つき出す。スプーンの上には、ひとすくい分の卵と牛乳の死し骸がい。こんなに羨うらやましくないあーんは初めて見た。倫さんの顔にはだらだらと滝たきのような汗あせが流れている。

「う……うう…………」

　倫さんの葛かつ藤とうが手に取るようにわかる。執しつ事じのことが好きで、一条さんに気に入られたいのだから、ここで拒きよ否ひするのはありえない。しかし、この危険物を口に入れるのもありえない。

「ほらあ、遠えん慮りよなさらずに！」

　倫さんは覚かく悟ごを決めるように、目を固く瞑つむり、口を小さく開けた。そこへ、スプーンが運ばれる。これまでの人生でそんなものを口こう腔こう内へお招まねきする機会なんてなかったろう倫さんは、右へ左へかなり長いことそのお客様を滞たい留りゆうさせてから、ようやっと嚥えん下げした。

「いかがですの？」

「お……、おいしいわ」

　倫さんはそこここに血管を浮き上がらせながら、ひきつりひきつり笑って答えてみせた。

「あ、藍人あいとぉ……！　り、倫さん先せん輩ぱい、顔、紫むらさきだよ!?」

「ここまでやるとは……。倫さんの恋心を舐なめてたな……！」

「倫さん先輩、本気なんだね……！」

　謎なぞの感動に包まれる俺と明あき。しかし、執事は、こんな時に限ってなぜか腕うで時計の時間を合わせていて倫さんをちらりとも見ておらず、倫さんはまったく報むくわれていない。乃の花はなさんはといえば、いつも通り人でなしで、倫さんの隣となりに素早く移動して、耳に手を当て倫さんからなにごとかを聞き取っている。

「え？　倫、なんだって？　もっと食べたい！　じゃあ、私たちのぶんも食べたまえ！」

「そんなこと言ってな……、ギャアアアっ、ちょっとなにすんのよ────っ！」

　乃花さんは倫さんの首をぐきっと後ろに倒して片手で固定して、もう片方の手でプリン（には似ても似つかないなにか）の器を持つ。そして、わんこそばのように小こ気き味みいいテンポで倫さんの喉のどに流し込んでいく。

「明、だめだ、見るな！」

「え？　え？　なに？」

　俺おれは明あきの前に素早く手をかざして、明の視界を覆おおった。明にはこんなものは見せたくない。明の目にはきれいなものだけを映していきたい。こんなどんどんどす黒くなっていっている倫りんさんの顔なんて見なくていい。残ざん酷こくすぎる。

「まあ。倫りん様ったらくいしんぼうですわね！　でも、乃の花はな様にも明様にも召めし上がっていただきたかったのにどうしましょう」

　貴様、突つっ伏して虫の息でぴくぴく痙けい攣れんしている倫さんが見えてないのか！

「提案がある。ここで作ろう」

　乃花さんは、一いち条じようさんの両肩かたに手を置いて、真剣な瞳ひとみで言い聞かせる。

「調理部みたいな部活や同好会もあったから、ここに道具はあるさ。料理は倫が得意だしね。倫に教わりながらみんなでやろう。いいね、礼れい香かくん。ここで、いっしょに、作るんだ」

「まあ！　楽しそうですわね！」

　一条さんは目を輝かせた。オイ、気付けよ、倫さん死にそうだぞ！




　次の日。

　なんだかんだ言いつつも有言実行のかたまりである乃花さんは、昨日きのうの苦肉の策で苦し紛まぎれに放ったであろう約束をきちんと遂すい行こうした。

　とりあえずあまり手間のかからない電子レンジだけで作れるお菓子を作るということにした。電子レンジはもちろん、部室にあったものだ。コンセントの近くに小さな机を置いて、その上に電子レンジを置いた。材料や料理器具、そして食器は、いつもの長机の中央に置かれている。

　乃花さんは執しつ事じを除く人数分のエプロンも用意していた。例によって第三演劇部の衣装だが。

「まあ、乃花様！　エプロンでしたら、わたくしに言ってくだされば、おそろいのものを準備できましたのに……」

　そういう一条さんが着ているのは、ポケットのところにリボンのついた、アイドルの衣装みたいなエプロンだ。つんつんした雰ふん囲い気きが若干緩かん和わされている。見る人が見ればキュートだね、くらい言うかもしれない。

「おそろいか。たしかにそれも捨てがたいね」

　答える乃花さんは、『七年目の浮気』でマリリン・モンローが来ていた白いドレスを想起させるラインのセクシーエプロンを着ている。もともと外見にだけは非の打ちどころのない乃花さんだ、よく似合っている。

「あれ、倫さん、なんか痩やせました？」

　倫さんにたずねる俺のエプロンは、シンプルなデニム地のもの。いたって普通だ。

「ええ……。顎あご回りがシャープになったわ。うふふ……」

　うつろに笑う倫さんは、実のところ痩せているというよりやつれていて、愛人フェイスに磨きがかかっている。そんな目の下に隈くままでこさえている倫りんさんは、オーガニックカフェの店員の制服のようなカーキの麻あさのエプロンを身に着けている。ナチュラルカジュアルだ。

　────────そして。

「……うんっ、できた！」

　背中のリボンを結ぶのに苦戦していた明あきが、嬉うれしそうに俺おれに向き直った。
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　幸福で死ぬ。各エプロンは乃の花はなさんが勝手に割り振ったわけだが、その判断に惜おしみない拍はく手しゆを送らざるをえない。姐ねえさん、ナイスチョイスです。清せい楚そかつラブリーなミルクホワイトの若奥様風フリルエプロンは、控ひかえめに言っても、明のためにつくられたとしか思えない。俺の目に映るのは、今世紀最大のプリプリプリティ。

「こんなにぴらぴらしたの、なんかちょっと不安になっちゃうなぁ……」

　エプロンのすそをいじいじする明。可愛かわいらしく恥はじらうその姿に、下心満まん載さいの俺の内なるクマが表に出てきて、意識がふっと遠くへ飛んだ。




　とんとんと包ほう丁ちようのリズミカルな音。明が俺のために朝食を作ってくれている。もちろん、エプロン姿でだ。白くて柔やわらかそうな肌はだが目にまぶしい。明の背中は丸見えだ。いや、背中どころじゃない。全部だ。小ぶりながら弾だん力りよく性のありそうなお尻しりも含めて、全部だ。男のロマンだってば裸はだかエプロン。

　俺おれは後ろからこっそり近付いてぎゅっぎゅ抱だきついてみる。

『きゃあっ！　……ちょっとぉ、危ないよぉ？』

　耳にちゅっちゅしてみる。

『んっ、もー、くすぐったいってばぁ』

　脇わき腹ばらやらヘソやらをこちょこちょし始めても、明あきはきゃっきゃと笑いこけていたが、俺の手が体を這はい回り、ある場所でクニクニと指を遊ばせはじめると、口をつぐんでぷるぷると震ふるえだし────。




「気き色しよく悪いですわ！」

　ぱちん、とシャボン玉のように意識がはじけた。一いち条じようさんがまっすぐに俺を睨にらみつけている。

「あなた、鼻血なんか出して、一体なにを考えていらっしゃるのっ!?」

　またやってしまった。どうも俺は明のことになると頭に血が上りやすい。それにたしかに今俺の考えていたことはＡＶ妄もう想そうまるだしで非難されてもしょうがない。しかし、しかしだ。

「あんたこそ、なに考えてたんだよ」

　俺は右の穴から、一条さんは左の穴から、それぞれ鼻血を出している。おそらく同じ穴のムジナ、俺が一方的に糾きゆう弾だんされるのはおかしい。

「はっ!?　こ、これは……っ、あ、あなたには関係ないことですわ！　べべべ別にわたくしはみなさまがたの着用したエプロンをあとでこっそり回収して寝るときにくんかくんかしようなんて計画し、それを想像して鼻血を出したわけじゃないんですのよっ!?　ほんとですのよっ!?」

　なんだと!?　予想外だ、そこそこマニアック！　いっそ俺おれのほうが健全な気がする。

「礼れい香かくん、落ち着きたまえよ。寿ことぶきくんもエプロンの乳首のところだけ切り裂さいておっぱいを吸う妄もう想そうなんかして鼻血を出すんじゃないよ」

「え、あ、藍人あいと、そ、そうなの……？」

「ケダモノですわっ！」

「してません！　乃の花はなさん、なぜ事態を紛ふん糾きゆうさせるようなことを言うんですか！　濡ぬれ衣ぎぬにもほどがあります」

　正確には、その妄想はしてません！　だ。全面否定はできない。

「……俺は全っ然そんなこと考えてないからな。鼻血は偶ぐう然ぜんだ。そういうの苦手だから。俺は潔けつ癖ぺき！　な？　明。な！」

　やましさから無む駄だに力を込めて明に主張しておく。明は「う、うん」となぜかちょっとがっかりしたようにうなずいた。どこにがっかりする要素があったんだ。もしや俺が嘘うそをついているのがばれて軽けい蔑べつされたんだろうか。

「……えと、そ、それはそれとしてね、藍人あいと」

「ん？　どした？」

「えと、あの、あたしの、このエプロン姿って、その、ど、どう」

「ほら、アンタたちー……。バカやってないでー……。そろそろ作り始めるわよー……」

　倫りんさんがそう言いながらぱんぱんと手を打ったので、うっかりそっちに意識を取られてしまい、明あきの言っていることを聞き逃してしまった。

「ごめん、もう一回言ってもらっていいか、明」

「あっ、い、いいの、全然っ、なんでもないからっ」

　明はあはは、と笑いながら真まっ赤かになってごまかすように両手を振った。

「……あれ、なんかお前泣いてる？」

「な、泣いてないよっ！　ほらっ、作ろ、作ろっ！」

　明はそう言うと俺に背中を向けた。……なんなんだろう？

「ああん、レンジだけでお菓子が作れるなんて、倫様ってすごいですわ！」

　今日きよう作るもののレシピ担たん当とうは倫さんなのだ。倫さんにはいつもの活気がまるでないのに、一いち条じようさんははしゃいで飛び跳はねている。いい気なもんだ。

「そう思いますわよね、波は佐さ宮みや？」

「さようでございますね」

　執しつ事じが倫さんに向けて甘あまく微笑する。瞬しゆん間かん、倫さんの頬ほおに赤みが差す。それどころか、ぷっくりつやつやとしはじめた。

「さあっ！　いっくわよーっ！」

　現金すぎる。倫さんの乾かわいた心と体にスコールが振り注いだらしく、いきなり元気を取り戻し、完全復活した。

「みんな！　今日きようはわらびもちもどきを作りましょう！」

「わーい！　……って、もどき？」

「わらび粉じゃなくて、かたくり粉を使うのよ。すっごく簡単なの」

「ほう、倫。きみに似てるね」

「なにがよ？」

「もどきっていうところがだよ」

「ちょっとおおおおお！」

　倫さんは今、見た目は女子だが、本物ではないもどきだ。倫さんは慌あわてて乃の花はなさんの頬ほおをばちん！　と両手で挟はさんだ。

「どうしたんですの？　倫様」

「な、なんでもないわ！　乃花、アンタは黙だまってなさいよ！」

　…………倫さん、本当に性別ばれたらどうするんだろう。




　わらびもちもどきの黒くろ蜜みつきなこがけ。

　もどきは、かたくり粉と水と砂糖で作り、黒蜜は黒砂糖と水で作る。鍋なべを火にかける工程はなく、加熱は電子レンジのみで対応。使う道具も耐熱ボウルにラップ、泡あわだて器にゴムベラくらいだ。最終的には、ボウルの中の冷やしたわらびもちもどきを、各人スプーンで一口大ずつちょこちょこかきとり、ガラスの器に盛ったらきなこをまぶして、黒蜜をかけるだけ。

　倫りんさんが言った通り、すっごく簡単だった。昨日きのう痛い目を見た倫さんが、失敗しようのないレシピを選せん択たくしたのだろう。作っている最中も、倫さんは一いち条じようさんから一秒たりとも目を離はなしていなかったくらいだ。そのかいあって、一条さんのものも、きちんと食べられるようにできあがっている。

「…………乃の花はな様？　いかがです？」

「うん。ぷるぷる感がいいね。本物に負けないくらいだ。おいしいよ、礼れい香かくん」

「きゃああああんっ！　嬉うれしいですわっ！」

　乃花さんにあーんをした一条さんが悶もだえている。実のところ、うまいかうまくないかなんてまるっきり茶ちや番ばんだ。みんなで作ったので、それぞれの手元にあるものは同じ味なのだ。個性が出せるとしたら、最後のきなこと黒蜜の量くらいのもんなのだ。

　まあ、でも、あーんしたいのはわかる。俺おれだって明あきにあーんしたいし、されたい。けど、下へ手たに意識されたら厄やつ介かいだから、やれないのだ。

「ほら、明様も！　わたくしの、召めし上がってみて！　はい、あーん！」

「あーん。……ん！　おいしいね、礼れい香かちゃん！」

　貴きっ様さまああああ────────────────────！

「あら、明様、ここ、ついてますわよ」

「え？　どこ？　ここ？」

「ここですわ」

　明の口の端はしについたきなこを指で拭ぬぐう一条さん。そしてその指をそのまま自分の口へと運ぶ。

「わ、わ、礼香ちゃん」

「やだ、わたくしったら！　またしても、ダ・イ・タ・ン！」

　ヘ・ン・タ・イだ、この鼻血女！

　俺は血の涙なみだを流す勢いだ。恍こう惚こつとして鼻血を垂たらしている一条さんのことを許せない。俺のできないことをやすやすとやってのけやがって。ああ、八つ当たりだ、なにが悪い。ポーカーフェイスのその下で、俺のうちに秘めたクマさんが牙きばをむく。

「明、俺のも食べてみて」

「え？　う、うん」

　あーんはできないので、俺は自分の器を明のほうへ寄せた。

「うん、おいしい、よ？　藍人あいと」

「どっちがおいしい？」

「へ？」

「一いち条じようさんと俺おれの。どっちがおいしい？」

　子どもじみた対たい抗こう心しん。どっちがおいしいもくそもないのは百も承知だ。しかし、俺は無表情のせいであまり気付かれないが、実はそこそこ嫉妬しつと深いので、張り合わずにはいられない。

「え、えーと」

「なにを言ってるんですの!?　この常時能のう面めん装着男！　男なんかにわたくしが負けるはずがありませんわ！　明あき様、わたくしのほうがおいしいですわよね!?」

「絶対俺だよな？」

「わたくしですわ！　ほら、明様、もう一口、そしてさらにもう一口、あーん！」

「んぐ、んんんっ！」

「ほーら、わたくしのは食べきってくれましたわ！」

「無理すぎるやりだろう！　明、大だい丈じよう夫ぶか？」

「んん……、うん、大丈夫……」

　明はお茶を飲んで、胸をさすっている。

「よかった。で、どっちがおいしい？」

「ええっ!?　まだ続いてるの、それ!?」

「俺だよな？」

「わたくしですわよ！」

「ええー……、ど、どうしよう。えーと、えーと」

「やめなさいよ、明が困ってるでしょう」

　倫りんさんが言う。

「今日きようのところは引き分けにして、また明日あした、勝負すればいいじゃないの」

「おや、倫。なにを勝手に決めてるんだい。部長の私に了りよう承しようを取りたまえよ。明日もなにか作るつもりなのかい？」

「当たり前じゃない！」

「ああ、そうかい」

　乃の花はなさんはつまらなそうにスプーンを突つっ込んでもぐもぐと口を動かした。

　なにがどう当たり前なのかというと、執しつ事じがおいしいですねこれ、と言ったから今日がわらびもちもどき記念日だからだ。倫さんが自分の料理の腕うで前まえのアピールチャンス到来と考えたからだ。倫さんが明日勝負しろ、と言ったのは、明を心配したわけではなく、自分のためだ。

　そういうわけで、勝負は次の日に持ち越しになった。




　翌日は、電子レンジで作るむしぱんだった。

　一次発はつ酵こうやらガス抜きやら、わらびもちもどきよりも難なん易い度どが高い。道具も材料もちょっと増えた。ドライイーストなんて俺おれ、初めて見たし。しかし、昨日きのうよりはやることは多いものの、こねる工程もないので手間いらずだし、倫りんさんの的確な指示もあるしで特に目立った問題はない。ガス抜きした生地を五等分したものを各自持ち、それぞれ好きなようにいくつかにわけ成形する。ココアパウダーなんかも用意されているので、生地の色も変えられる。餡あんも、小お倉ぐら餡から抹まつ茶ちや餡までいろいろの中から好きなものを入れる。だから、今日きようは昨日よりは多少個性が出る。

「一いち条じようさん」

「なにかしら」

「これ、昨日のおわびに。俺が作ったんだ、食べてくれないか」

　俺は一条さんにむしぱんを差し出す。

「あらぁ？　いやに素直ですわねぇ。男のほうが下等だってようやく気付いたんですの？　でもあなたごときの作ったものを口に入れるなんて……って、それ以前の問題ですわ！　な、なんですの!?　このかたちと色は！」

「クソだけど？　いつもクソ野や郎ろうとか言ってるからクソが好きなのかな？　と思って」

「あ、あ、あなた、嫌いやがらせですわね!?　幼等部の男子と同レベルですわよ!?　男って成長しないんですのね！」

「寿ことぶきくん、食べ物を粗そ末まつにするんじゃあないよ」

　乃の花はなさんが面倒くさそうに言うが、無視をする。

「もうっ、もうっ！　ねえ、明あき様、明様！　わたくしのほうがおいしいですわよね？」

「いいや、俺おれのがうまいだろ、明？　お前に作ったハート形、うまいだろ？」

　明は眉まゆをハの字にする。

「うう……、えーと、お、おなかいっぱいでよくわかんない……」

「あらあら、それなら勝負はまた明日あしたにすればいいじゃない！」




　ヴィクトリアケーキに、ごまだんごに、せんべいもどき。

　明がはっきりとした答えを出さないので、作れども作れども俺と一いち条じようさんの勝敗は決まらない。レシピは毎回変わっても、やっていることには一向に変化がみられない。そんな調子で二週間が過ぎたころ、転機は突とつ然ぜん訪れた。

「藍人あいとぉ。今日も礼れい香かちゃんと勝負するの？」

　登校中、明が俺を見上げて言う。

「そのつもりだけど」

「そっかぁ……。なんか、ふたり、楽しそうだもんね」

「ええ？　別に楽しくはないよ」

「……ふうん」

　明あきが下を向いて、口を閉じてしまう。会話が途と切ぎれる。今さら沈ちん黙もくが気まずい間あいだ柄がらでもないのだが、なにやら妙みような緊きん張ちよう感かんがある。無言で視線をさまよわせていると、ふと、明の制服のわきばらあたりに糸くずがついているのを発見した。「明、ここ」と言いながら手を伸のばし、脇わき腹ばらに触ふれたその瞬しゆん間かん。

「ひゃうっ！」

　明が変な声を出してびくんっ！　と体を大きく震ふるわせた。俺おれは慌あわてて手を引っ込める。明は焦あせったように赤い顔をしながら脇腹を押さえる。

「…………え、え、な、なに!?　藍人あいとなにしようとしたの!?」

「え？　いや、だから、そこのゴミを……」

「だ……、め！　触さわっちゃだめってば！」

　どん、と両手で胸を突つき飛ばされた。俺は少しよろける。

「わ……、悪い……」

「あ、えと、あ、あたし、こそ、……ご、ご、ごめ……ん、なさいっ！」

　明が俺を置いてぱたぱたと走り去る。俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。はっきりと拒きよ絶ぜつされたからだ。明は明確に嫌いやがっていた。

　顔面から血の気が引いていくのがわかる。ちょっと待てちょっと待て待て待て。なんだあの反応は。いつの間に触ふれられたくないほど嫌きらわれたって言うんだ？　俺おれは回らない頭を必死で回す。もういっそライフル持った人が今このタイミングで俺の心臓狙ねらいに来てくんねえかな、とか逃とう避ひしそうになりながらも、懸けん命めいに考える。

　そうして、ふと、俺は執しつ事じの言葉を思い出す。所有欲が強いとみっともないことをやらかしやすい、と。

　二週間にわたる一いち条じようさんとの勝負。冷静になって見てみれば、幼稚でくだらない勝負。明はうんざりしていたのかもしれない。もしかして、俺は、みっともないことをやらかして、明に嫌われていた────のかもしれない。




　記き憶おくテープ巻き戻し再生終了。

　そんなわけで冒ぼう頭とうに戻って俺は部室の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえているわけだ。




「さあっ、今日きようこそわたくしのほうが優れていると証明いたしますわよ、顔面心しん肺ぱい停止男！　って、なんですの!?　あなた、なんでそんなところにいらっしゃるのよ!?」

　執しつ事じを連れて部室に入ってきた一いち条じようさんが俺を見た瞬しゆん間かん後退し、執事にぶつかる。

　そりゃ部室の隅っこに体育座りしてじめじめしてるんだから驚おどろくだろう。顔が無表情だから気付かれていないのかもしれないが、俺は落ち込んでいる。これみよがしといってもいいくらいむちゃくちゃ落ち込んでいる。ドン引かれるだろうからわざわざ自分からはアピールしないが、俺おれは朝からここにいた。明あきがいる教室になかなか向かう気になれず、ここで時間をつぶしていたらいつのまにか放課後になっていたのだ。

「もしや試合放ほう棄きということですの？　わたくしの勝ちですわね！」

　俺は緩かん慢まんな動きで内ポケットの携帯を取り出す。着信がある。明からだった。未読メールもある。これも明からだった。今日きようは一日授業をさぼってるわけだから、単純に『どこ行ったの？』という旨むねのメールかもしれない。しかし、見るのが怖こわい。もし、『藍人あいとごめんね嫌いになっちゃった別れよう』みたいな内容だとしたら死ねる。

「ちょ、ちょっとぉ！　あなた、聞いてるんですの!?」

　一いち条じようさんがなにか吠ほえているが、知ったこっちゃない。

　明が部活にやってくるかもしれない。顔を合わせる勇気がない。帰ってしまえ、と俺はなげやりにふらふらと立ち上がった。それと同時に、部室のドアが開いた。

　立っていたのは、明だった。なんたるタイミングの悪さ。

「藍人……、ここにいたんだ……」

　明は気まずげに俺を見る。

「明様、近付いちゃだめですわっ！　なにかおかしいんですのよ、あの男っ」

　一いち条じようさんが告げ口のように言いながら、どさくさにまぎれて明に前から抱だき着く。手を腰こしに巻きつける。

「あ、だ、だめっ！」

　その瞬しゆん間かん、明が、一条さんを引きはがした。朝、俺おれにしたのと同じようにだ。

「あ、あ、あ、明様……？」

　一条さんは腰こしを抜かしそうになっている。そりゃそうだろう。俺だってそうだった。優しい明にこういう厳きびしい対応をされるなんて驚きよう天てん動どう地ちもいいところだからだ。

「わ、わた、わたくし、なにかご機き嫌げんを損そこねるようなことをしたんですの……!?」

「ち、違う違う、違うよ！」

「遠えん慮りよなさらずおっしゃってください！　悪いところがあればすぐに直しますわ！」

「だ、だからぁ、そうじゃなくって……」

　明は人差し指同士をちょんちょんと合わせる。しばらく口ごもっていたが、一条さんが目に涙なみだを浮かべてぐいぐいと体を近づけてきたことで、明は根負けした。

「あのね、ばかみたいって思われるかもしんないんだけど……」

　明は顔の輪りん郭かくを両手で包み込む。

「ふ、太っちゃったの……！」

　──────────は？

「だから、触さわられると、だめなの、大変なの、ぷよぷよなの……！　昨日きのう久しぶりに体重計に乗ったら、見たことない数字が並んでたの！　そのあと鏡みたら、なんかすっごく丸くなってるような気がして……！　そ、そういえばスカートもきつくなってる気もするし！　このままいったら、あたし、大変なことになっちゃうんだよ！　どんどんどんどん太っちゃって、ベッドから動けなくなっちゃって、そのまま朽くち果てていくんだぁ……！」

「なんだ、そんなことか」

　俺おれは心底ほっとした。脱だつ力りよくして膝ひざをついてしまいそうになる。

「そ、そんなことじゃないよ！」

「だって、お前、別に太ってないじゃん」

「すっごい太ったんだってばー！」

　ぶんすか両手をまわして正当性を主張されても説得力がない。本当に俺は今でちょうどいいと思うし、何キロ増加したのかは知らないが、言われなきゃわからないくらいになにも変わってないからだ。

「びっくりさせんなって。俺、朝、お前に嫌きらわれたのかと思ったよ。太ったから触さわられたくなかっただけなんだな」

　俺に触られたくなかったんじゃなくて、だ。

「まあっ、明あき様に触ったんですの!?　その汚けがらわしい手で！　このケダモノ！」

「うるさいなあ、あんたには関係ないだろ」

「なんですの!?　生意気な！」

「……藍人に触られたくなかった理由はそれだけじゃないけど……」

「は？　明、なに？」

　一いち条じようさんがうるさくてよく聞こえなかったが、ぽろりと小さくこぼされた明の言葉は、なんとなく聞き捨てならないものだったような。

「あっ、やっ、な、なんでもないっ！　なんでもないっ！　そう、そうなの、太ったから触られたくなかったの！　礼れい香かちゃんにも藍人にもそれだけだよ！　それだけ！」

「…………なんかごまかしたか、今？」

「ご、ごまかしてなんかないったら！」

「きみたち」

　あまりに怪あやしいので追及しようとした矢先、ドアのほうから声がした。

「──────話は聞かせてもらったよ」

　いつの間にか乃の花はなさんがドアにもたれかかっていた。隣となりには倫りんさんもいる（乃花さんはいつも倫さんを誘さそってから部室に来るのだ）。

「そろそろこういうことになるんじゃないかと思っていたよ」

　こんなことを見越してたのかよ、素直にすごいな。

「活動内容を変更しよう。今日きようからは『ダイエットクラブ』を利用させてもらおう」

「えー、いいじゃない。ヘルシーメニュー作るからぁ！」

「会長命令だ」

　乃の花はなさんには取りつく島もない。

「だいたいね、このままだとここはただの調理部になってしまうだろう。それは本来の人見知り部の活動目的から外れることだよ」

「でもー」

「でもじゃない！　大体ここのところ私はほったらかされていた！　倫りんは執しつ事じにお菓子をふるまうし、きみたち三人は勝負だのなんだのきゃっきゃきゃっきゃしやがって！　黙だまって見てればいつまでもいつまでも！　誰も私に構わずに！　なんで自分の作った部活で私がハンパモノにならなきゃいけないんだ！　ちょっとはこっちを相手にしたまえ！」

　乃花さんが幼い子供のようにきいきいとわめく。そう言われてみれば、ここのところやたらにおとなしかったような気がする。乃花さんってば、もしかして拗すねていたのだろうか。どうでもいい下ネタはずばずば言えるくせに、寂しいですということは言えないわけだ。とんだ不器用さん。

　乃花さんのかまってちゃん宣言を聞いて部員はどうしたのかというと、どうもできなかった。全員でただただぽかんとしてしまった。そのあとで、一いち条じようさんが、「乃花様ったら！　お姉ねえさまだと思っていたら、案外可愛かわいらしいところがありますのね！」とくすくすと笑いだした。明あきはあたたかい視線を乃花さんに送り、倫さんはやれやれ、と手のかかる子供を見るように乃花さんを見た。

　乃花さんはそんな反応に恥はずかしくなったのか息を整えてから、すっと棚たなのほうを指ゆび差さした。

「り、倫。『ダイエットクラブ』の資料を持ってきてくれないか？　棚の右端はし下側だ」

　倫さんは、ぶーぶー文句を言いながらも、たいして反抗もせずに棚のほうへと向かった。ほったらかしてたことをいくらか反省したのもあるかもしれないが、それよりも、乃花さんの意見を覆くつがえすことなどできないことを長い付き合いで誰よりもよく知っているからだろう。

「ダイエットはね、結構大事だよ。なぜならね、自分の体形に自信がない女性は、自信がある女性に比べて、コトに集中できずにエクスタシーを得られないことが多い。シていることそのものより、自分の裸はだかがどう見られているか気にしてしまうからだ。二段腹になってないかしら？　あたし重くないかしら？　ってね。まったくその通りだと思わないかい？」

「経験者みたいな口ぶりで話してんじゃないわよ、この耳年どし増ま」

　屏びよう風ぶの裏うらから倫さんが突つっ込む。

「うっ、うるさいな！　いいからきみはさっさと資料を持ってきたまえ！」

「はいはい」

「ねえ、波は佐さ宮みや、コトってなんですの？」

「お嬢じよう様、コトっていうのはこの場合、セック」

「執しつ事じさん、生き真ま面じ目めに答えなくていいです。乃の花はなさんの言うことは受け流してください」

「なんですの!?　あなた、わたくしの知識欲をないがしろにして！」

「寝た子を起こすなというような慣習は私も感心しないね。誰も寝てやしないんだ。これだけ十代の妊にん娠しんが問題になっている日に本ほんで、中学の性教育で避ひ妊にんを教えてはいけないなんて学校は正気を疑うよ。『外に出せばオッケー』なんてばかそのものなことを本気で信じている化石みたいな人物もいるからね。寿ことぶきくん、きみは、性教育についてどう考えているんだい？」

「突とつ然ぜん真面目な討論テーマを持ってこないでください。真剣なしゃべり場ですか、ここは」

「波は佐さ宮みや、外になにを出すんですの？」

「…………外に出されているのは、……まあ、人類の未来ですね」

　執しつ事じは熟じゆつ考こうして真顔で言った。一いち概がいに間違いとは言えないが、一体液に対してまた大きく出たもんだな。

「私が言いたいことは、ある程度自分に自信がなければ、人とうまくコミュニケーションは取れないってことさ」

「そうなんですか？」

「そうなんだよ。自分をゴミだと思っていると、自分の扱いが雑になる。コミュニケーションを取ろうにも、ゴミをだれかに見せるなんてとんでもない！　などと卑ひ屈くつになるわけだ。反対に、自分を宝石だと思えば、自分を丁てい寧ねいに扱うようになる。だれかを前にしても卑ひ屈くつにならずにすむわけだね」

　乃の花はなさんは明あきに近付き、人差し指で明の顎あごを上へ向ける。キスをするためのようなしぐさ。

「だから、明くんが自分に自信を持つためにダイエットをするのなら、協力をしようじゃないか」

「あう……」

「それなら、わたくしにいい考えがありますわ！」

　一いち条じようさんが元気よく手を挙げる。

「わたくしの家にプールがありますの。そこで泳げばダイエットにいいんじゃないかしら？」

　どんだけ金持ちだよ。家にプールってどういうことだよ。

「いいね。面白そうだ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　手にダイエットクラブの資料を持ちながら、倫りんさんが焦あせって駆かけつけてくる。

「あ、明は太ったんでしょ？　だったら水着なんか着たくないわよね？　ね！」

「う、うん」

　明を慮おもんぱかったかのような発言をしているが、水着を着たくないのは倫さんのほうに決まっている。

「それに、ほら！　『ダイエットクラブ』の資料にもあるわ！　水泳で体たい脂し肪ぼうを効率的に減らすには水泳選手みたいにラクラク泳げる人だけだって！　運動強度が強すぎて、体脂肪消費には向いてないって！　むしろ保温のために体が必要以上に脂肪つけようとしちゃうって！　アンタたち、そんなに水泳得意じゃないでしょう!?　だったらほかの方法のほうがいいわよ！　食事制限とか！　ウォーキングとか！」

　倫りんさんは必死で言い募つのる。しかし、繰くり返すが、倫さんは乃の花はなさんとのつきあいが長い。だから、俺おれたちなんかより知っているはずなのだ。

「わかったよ、それじゃあ」

　乃花さんが、正論なんかよりも面白そうだと思ったことを優先することを。

　つまり、乃花さんの下した判断は、当然こうだ。

「──────────プールにいこうか」







　まくあい【論理ロンリー】







「倫りんさん先せん輩ぱい今日きようはおうちの用事があるんだよね」

「そうだよ。礼れい香かくんもまだ来ないね。雑談でもして待っていようじゃないか」

「いつも雑談みたいなもんですしね」

「そういえば、『聞き上手じようずを目指す同好会』というものを発見したんだよ」

「無視ですか。でもその同好会、なんとなく似てますね、コンセプトが。人見知り部と」

「聞き上手同好会のほうはモテたい男女が集まったらしいけどね」

「ああ……。うちより俗っぽい感じなんですね」

「聞き上手ってモテるの？」

「実際には恋愛対象にだけじゃなくて、幅広い層にウケるよ。実利的なテクニックだ」

「そうなんだぁ……」

「うーん。世間ってそんなにちょろい人ばっかじゃないと思いますけどね」

「でも、身につければ社会適合できること間違いないはずだよ。ためしに部誌を読んでみよう」

「はあ、まあ、じゃあ、どうぞ」

「『何万回繰くり返されてんだって話も有史以来初めて聞いた的に新しん鮮せんな気持ちで受け入れろ』」

「結構な忍耐力が要求されますね、それ」

「『相手が意見を変えるでなし、言い負かしたところでなんになる。黙だまって話を聞いておけ』」

「なんか面めん従じゆう腹ふく背はいタイプのそこそこ嫌いやな性格のやつが集まってた同好会なんでしょうね……」

「『全肯こう定ていしていい気にさせろ。神を信じてイエスと言い続けろ』」

「後半ダジャレじゃないですか」

「『まとめ。とにかく、相手の話を否定するな』」

「ふぇ。やんなきゃいけないことは意外にシンプルだねぇ……？」

「一見簡単そうだが、やると難しいんだろう。だからこそキャバ嬢じようにお金が発生するわけだよ」

「いやそんなんは知りませんけど。でも本当に、実際これ実じつ践せんするのは難しいでしょうね」

「ああ、そうだね。難しそうだね」

「だって聞き上手になるって結構レベル高いですよ。どうしても口出ししたくなります」

「まったく、その通りだね。君の言うとおりだ」

「自分の意見を披ひ露ろうしたくなっちゃうっていうか」

「そうだね、さすがだね、寿ことぶきくん」

「それにですね、もう一言言わせてもらうと……」

「ふんふん、なるほどね、寿くんにはかなわないなあ」

「はっ！　やられてる！　聞き上手やられて気持ちよく喋しやべってる！　藍人あいと、ちょろい……！」







　そのよん【もうちょっと話したい】







「寿ことぶきくん。きみは、ミス海の苔り娘むすめなんかの地元のごく小さなミスコンで入賞し、気をよくして上京したものの、成功の糸口もつかめずいつまで経たってもスーパーのチラシモデルくらいしか仕事はなくて、自分には才能なんかないんだと諦あきらめて田舎いなかに帰ってきてみたら、あたしのこと好きなんて言ってもあんたじゃあたしに釣つり合わないのよ、なんて昔バカにしてた幼なじみの男が中小企業の社長になってて、手のひら返して結けつ婚こんを言い寄るアラサー女みたいだね」

　乃の花はなさんに言われた。

　なんですかそれ。なりふり構わな過ぎるということだよ。なるほどそれは否定できませんね。

　どういうことかというと、話は昨日きのうにさかのぼる。

「はああんっ、明日あした、うちのプールに皆様がいらっしゃるんですのね！　楽しみですわ！　水着はこちらでご用意しますわ！　お揃そろいなんてどうかしら！　え？　なんですの、倫りん様？　おそろいは嫌いやですの？　肌はだの露ろ出しゆつをしたくない？　大だい丈じよう夫ぶ、きれいな肌ですわ！　え？　なんですの、倫様？　明あき様が体形を気にしてらっしゃるので、お揃いは嫌がると思う？　体形の違いが目立つから？　それに、選ぶ楽しみもあるから自分で選びたい？　個性にあわせて別々のものを着たほうが女の子は輝く？　た、たしかに、それもそうですわね！　そういうことなら、こちらで何パターンか準備いたしますわ！　リクエストがあったらどうぞおっしゃってくださいまし！　………ハァァン？　あなたはさきほどからなにわたくしのことを見てるんですの？　あなたなんか来なくて結構ですわよ？　汚けがらわしい！　プールが変色しますわ、腐ふ食しよくしますわ！　え？　藍人あいとも呼んであげてほしいですって、明様？　や、やめてくださいませ、明様、そんな目をされたら、わたくし負けてしまいそう。…………でも、そうですわね。いいですわ！　ただし条件がありますわ。どうしても来たいって言うんだったら、土ど下げ座ざのひとつもしてもらわなければなりませんわ。ふふん。無理でしょうね。男っていうのはプライドばかり無む駄だに高い生き物ですわ。でも、わたくしがクソ野や郎ろうを家に招き入れるんですもの、それくらいの誠意を見せてもらわなければ…………って、なんの躊ちゆう躇ちよもなく土下座しましたわねっ!?　あ、あなたにはプライドってものがないんですの!?」

　こういうことだ。明の水着姿が見られる。頭を下げない理由がどこにある？

　そういうわけで、一いち条じようさんちのプールでの人見知り部の活動には、全員参加の運びとなった。




　ハリウッドスターの豪ごう邸ていを想像してもらえれば、おおむね合ってる。幼いころに絵本で見た、おとぎ話の洋風なお城を想像してもらえれば、おおむね合ってる。

　なにがって、一条さんの家がだ。

　一般人が一秒も休まず遮しや二に無む二に働いた場合の人生を担たん保ぽにしても、手に入れることはできない邸てい宅たくだ。敷地も広すぎてもういっそ趣味が悪く思える。まずは、公道から頑がん丈じようそうな門を通り抜ける。邸宅の前まで伸のびている私道はひょっとしたら世界の果てに繋つながってるかも、と思うほどの長さがある。

　プールに着くまでに通った室内で見た家具なんかもすべて意い匠しようを凝こらしたもので、床ゆかも壁も舐なめてもいいくらい磨きぬかれていて、家のくせにおよそ生活感がなく、くつろぐことができない空間だ。

　室内に作られたプールも豪ごう華かで、ホテルに併設されているような、ちょっとしたリラクゼーションリゾート施設のようだ。着替えたロッカールームも学校の更こう衣い室よりも広かった。

「お飲物でもお持ちしましょうか？」

　プールから少し離はなれたところにあるデッキチェアに腰こしかけていた俺おれ（一いち条じようさんが用意してくれるはずもないので、水着はタンスから引っ張り出してきた私物だ）に、執しつ事じが声をかけてきた。

「……いりませんけど。……あの、なんなんですか、それ」

「なにがですか？」

　執事も水着に着替えていた。いやいい。それはいい。誰かがおぼれたときに助けるためなのかもしれないから、いい。黒のブーメランパンツも百歩ゆずって、まあ、いい。だけど、なぜ。なぜその状態で黒のネクタイを締しめてしまったんだ。

「ああ、もしかして、この格好のことですか？　奥様の趣味ですよ」

　なるほど、これは奥様の辱はずかしめの一環なのか。奥様、ドＳすぎる。とはいえ執事は取り立てて不満がなさそうだ。笑顔を絶やしていない。そのせいで余計に変態っぽく見えるんだが。

「あぁん！　なにそれ、素敵ぃ……！」

　急に発情期丸出しの声が聞こえてきたと思ったら倫りんさんだった。走り寄ってきた倫さんは、執事の腹筋と、その下へと続くラインにくぎ付けになっている。

「し、執事さぁん。腹筋、さ、さわってもいいですかぁ？」

　おばちゃんか。あんた恥はじらいのないおばちゃんか。

「……倫さん、さわってもいいですか？」

　倫さんと同じことを言って、倫さんの胸を人差し指で二度つつく。

「キャアアアっ！　ア、アンタ！　なにすんのよ！」

「いや、倫さんが今やってたのってこんなんですよ」

　こんなみっともない真ま似ねしてますよ、と警告したまでだ。

　しかし、なんだろう、今の感かん触しよくは。俺おれは自分の指を見つめながら思う。ものすごく柔やわらかく、指が沈しずみ込んでいくように、ぷに、としたけど。ていうか、そもそも、おかしいだろう、倫さんに胸があるのは。あの大き目のふくらみはなんなんだ。まるで、本物。まさか、本物？　って、んなわけあるか。一体、なにを詰つめているのやら。

　倫りんさんが着ているのは、エスニック系のビキニだ。タンクトップビキニというか、下はほぼショートパンツだし、上は布面積大きいしで、彼女が着てきたら正直がっかり、というタイプのやつだ。女装するには適していて安心なんだろうけど。いや、でも、それにしたって、胸、詰つめ込みすぎだろう。

「なに見てんのよ」

「胸を」

「…………ふふん。すごいでしょう？」

　自じ慢まんげに胸を突つきだす倫さん。本当にどうやってんだ、その膨ふくらみは。

　ちなみに、倫さんは、トイレで着替えることにしたようだ。女性陣じん三人と一いつ緒しよに着替えるのは危険だからだ。女性陣がではなく、倫さんがだ。一いち条じようさんに倫さんの性別がばれることが、だ。

「いやああああああんっ、倫様っ！　似合ってますわあああっ！」

　嬌きよう声せいが響ひびき渡る。一条さんだ。倫さんも同じような登場のしかたをしたせいで、軽くデジャブを感じたが、一条さんのはしゃぎっぷりは倫さんのそれよりも数段やかましかった。

「きゃあっ！」

　ほとんどタックルの勢いで自分に飛び込んできた一条さんを、倫さんはなんとか受け止める。

「倫様、倫様！　素敵ですわー！」

「あ、も、もう、だめよぉ」

　そう言いながらも倫さんは一条さんを払はらいのけたりしない。おいおい、一条さんの頭が胸に触ふれてるぞ。胸に詰つめてるものが落ちてきたら大変なことになるだろうに。

「お嬢じよう様。少々おいたがすぎますよ」

　一条さんを止めたのは執しつ事じだった。

「ギャアアアアアっ！　波は佐さ宮みや！　お前、どこひっぱってるんですのよお!?」

　悲鳴に色気がないのはそれだけ切せつ羽ぱ詰まっているからだろう。ウエストゴム部分を執事にびよーんと引っ張られた一条さんは、尻しりを押さえるようにして、とび退すさった。

　一条さんの水着はピュアホワイトのフリルスカート付きビキニ。明あきが着たら似合うだろうなあ、くらいの感想しか抱いだけない。一条さんは、細くて、そのわりに胸はあるが、どうでもいい。そりゃ可愛いか可愛くないかで言えば前者だし、思春期男子ならおそらく興奮してしかるべきところなんだろうが、俺の一条さんに対する敵意が、鎮ちん静せい剤ざいとして働いている。

　一条さんがわなわなとしながら俺に指をつきつける。

「あ、あ、あなた！　わ、わたくしの、……み、見ましたの!?」

「あー、見た見た、超ブツブツしてたよケツが」

　本当は見えてないけど。

「なっ……！　う、嘘うそおっしゃい！　わたくし、専用のエステティシャンもおりますのよ！　ぶ、ブツブツなんて……し、してるわけ…………あ、ありませんわ！」

　一いち条じようさんはキッと俺おれを睨にらみつけてくる。一いつ瞬しゆんだけ不安そうに声が揺ゆれた。言い切れないのは、そうそう自分でチェックする場所でもないからだろう。

「やーい、ブツブツー。ブツブツー」

　そこに小学生男子のごとき残ざん酷こくさでつけこんでみた。

「きいいいいいっ！　この顔面耐たい震しん構造男がぁあああ！」

「ブツブツー」

　プラトーンポーズをする一条さんに追い打ちをかける俺。

「やかましいですわっ、この低能！　…………あっ」

　一条さんの顔が急に輝きだした。つられて一条さんの視線を追う。

　俺のアイドルがそこにいた。

　明あきがこちらに向かってゆっくりと歩いて来ている。

「……なんか…………、ふたり、楽しそうだね……」

「えー？　なにぼそぼそ言ってんだよ？」

「……なんでもないからいいよぉ」

「ていうかその格好なんだよ？」

「うう……、」

　明は水着姿ではない。いや、実際には水着は着ているのだろうけど、それが見えていない。大きな大きなバスタオルを頭からかぶっているから膝ひざから下しか見えないのだ。

「明様！　遅かったですわね！　もう！　乃の花はな様もですけど、なんでみなさまわたくしの前で着替えてくださらないんですの!?」

　そりゃあんたみたいな痴ち女じよの前で着替えるのは警けい戒かいするだろうよ。

「う……、だ、だって、は、恥はずかしいよぉ……」

　ぎゅうっとタオルを握にぎりしめる明。愛らしいてるてる坊ぼう主ず、その中身がぜひ見たい。

「だーいじょうぶですわよっ！　ほら、見せてくださいましっ！」

「あっ、やっ、やだやだっ、だめえっ！」

　俺は止めない。本当は俺がやりたかったくらいだ。やめてくださいお代だい官かん様レベルのあっけなさで明のバスタオルは一条さんによってはぎ取られた。

「あう、…………もー…………見ないでよぉ……」

　下からうらめしげな上うわ目め遣づかい。目にはうっすら涙なみだ。俺はキュン死にするかもしれない。

「うう……。おなかとかやばいんだってばぁ……」

「そんなこと気になさらなくてもよろしいですわ！　水着、似合ってますわよ！」

「ワンピースよりビキニのほうが痩やせて見えるし、大だい丈じよう夫ぶよ」

「でも、や、やっぱり……、恥ずかしいよ……」

　気にするなよ、太ってないって。それくらいがちょうどいいよ──などと発言できるほどの余よ裕ゆうはないくらい俺おれの心はエキサイト。

　内うち股またになり、両手で体を隠かくすようにしている明あきの水着は、赤地に水玉のビキニ。外国のお菓子みたいにポップだ。食べたい。普段は顔の横で結んであるふたつの髪かみの束も、今は頭のてっぺんのほうでひとつ。水着と同じような柄がらの玉がついたヘアゴムでくくられたちょんちょこりん。

　首の後ろで結ばれたリボンが長めで可愛かわいい。胸の間にもリボンがあり、さらにはパンツにもサイドを結ぶリボンがついていて、それ、ほどくとどうなるんだっていうかほどきたい。ノンストップでわくわくが止まらない。
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「明様、こ、ここ、ほどいたらどうなるんですの!?」

「やっ！　れ、礼れい香かちゃん！」

「ちょっと！　ちょっとだけでいいんですのよ！」

　またか貴きっ様さまああああ──────────────！

　俺がやりたくてもやれないことをぽんぽんとやりやがって！

「やめろ、この変態」

「な、な、なにをおっしゃってますの!?　わ、わ、わたくしの知的好こう奇き心しんに対する言い掛かりですわよ！」

「その台詞せりふは鼻血を拭ふいてから言えよ」

「あっ……。こ、これは……！　は、波は佐さ宮みや！」

　一いち条じようさんが執しつ事じの持ってきた白いタオルで鼻を押さえる。

「どうしたんだい？　怪け我がでもしたのかい？」

「乃の花はな様あああっ…………！」

「わ、わあっ！　礼れい香かちゃん！」

　なにが起こったのかといえば、最後にやってきた乃花さんの姿を見た途と端たん、一条さんの持っているタオルが一いつ瞬しゆんで赤くなったのだ。まあ、でも、それは無理もないことかもしれない。

「アンタ、遅いじゃない。なにやってたのよ」

「なにもしてないよ。ただ、主役は遅れてやってくるものだろう？」

　そう言ってターンする姿に、おいおいなに言ってんだよカッコワライ、と、突つっ込めないほどには、乃花さんには主役の風格があった。

　いつもはおろしている髪かみはポニーテールにされていて、世のうなじフェチに集合を呼びかけたいほど。メタリックな黒の三角ビキニはラインストーンがあしらわれている。一般的な女子が着たら水着に負けてしまいそうだが、乃花さんが身に着けていると、実にゴージャスだ。

「崇あがめ奉たてまつってもいいんだよ？」

「バカじゃないの？」

　頭の後ろで腕うでを組んで悩殺的なポーズを取った乃花さんを倫りんさんは一いつ蹴しゆうしたが、なんのなんの、そのまま街の観光名所に置きたいくらいだ。制作した彫刻家が恋してしまいそうな彫ちよう像ぞう。

　ひきしまった足首に、きゅっとくびれたウエストに、あと、視界に入れないように頑がん張ばってたけど、どうしてもそこには吸引力がある。率そつ直ちよくに言うと、おっぱいでっかい。

「…………と」

　Ｅカップとか聞いたことがある気がするけど、なんなんだこの迫力は。あれか、ウエスト細いから余計に大きく見えてるのか。目が離はなせない。別に俺おれ、とりたてて巨きよ乳にゆう好きなわけじゃないのに。

「…………いと？」

　服を着てるときもでかいなとは思ってたけど、やっぱり脱ぬぐと全然違うもんなんだな。こんなん口に出したら白い目で見られそうだから言わないけど、乃花さんの顔に目がいかなくなるほどだ。

「藍人あいと！」

　びくりとした。明あきが結構な大声を出したからだ。もしかして、ずっと呼ばれていたのだろうか。

「あ、ああ、ごめん。ぼうっとしてた。なんだ？」

「…………藍人ぉ。もしかして、おっきいの、好きなの？」

　明あきが複雑そうな顔をして俺おれを見る。

　もしかして嫉妬しつと？　なんて浮かれるほど俺はうかつではない。これは神の巧こう妙みような罠わな。バカだな勘かん違ちがいするなよちょっと目を奪うばわれたけど大きさなんてどうでもいいさ、俺の好きなのは大きさなんか関係なくてお前のおっぱいなんだぜ、なんて言った途と端たんにビンタが飛んできて、うわーん藍人あいと不ふ潔けつ不潔嫌きらいコースに直行だろう。ここはクールに否定だけするのが得策だ。

「……違う違う。別に好きとかじゃないよ」

「そ、そっか。じゃ、じゃあ」

　明が自分の小さな胸に手を置いた。

「…………ちっちゃいのは？　……好き？」

　無意識なんだろうが、明の手がその場でゆっくりと動いている。つまり明が自分で自分の胸を揉もんでいるように見える。

　くっ……、くそっ！　今度は神の試練か！　好きですって言ってむしゃぶりつきたい！　しかしこれもそれをやった瞬しゆん間かんに、うわーんばかばかヘンターイ！　コースまっしぐらなのはわかっている。

「……あ、あのなあ、明。俺は、胸の大きさがどうとか、そういうふしだらなの嫌いなんだって言ってるだろ」

　だから俺はすんでのところで耐えた。乳は形！　といつだったか部活中に主張したという経歴のある俺おれだが、そんなことは忘れたふりをして硬こう派はを気取ってみる。どうだ、この答えで正解だろう。

　しかし、なぜだか明はしゅんとしたように見えた。

「あ、そ、そうだったよね。ごめんね。変なこと聞いて」

「いや、別に謝ることでもないけど」

「ううん、ごめんごめん」

　明るく笑って胸の前で小さく両手を振る明。その笑顔がどうにも無理をしているような笑顔で、どうしたんだ一体、と思う。

「明？　おなかでも痛いのか？」

「ち、違うよ。なんにもないよ。いいよ、気にしないで……」

　顔を背そむけられてしまった。ちょっと気になったが、「みなさま！　提案がありますの！」という一いち条じようさんの声に思考を遮さえぎられた。

「泳ぐ前に、きちんと準備したほうがいいと思いますの！」

「あら、体操とか？　真ま面じ目めね、礼れい香か」

「いえ、おぼれたときのために、じ、じ、じ、人工呼吸の練習をしておくべきだとわたくしは思ってるんですの！」

　潔いさぎよいまでの下心だ！

「欲望丸出しすぎだろ」

「失礼ですわね、この顔面瞬しゆん間かん接着剤男！　わたくしは、みなさまの安全のために！」

「じゃあ、俺おれに人工呼吸の練習できるのかよ？」

「…………………………………………っ！」

　なぜか、一いち条じようさんに落らく雷らいした光景が見えた。一条さんの表情は、どっかで見たことある、あれだ、ムンクの叫さけびだ。おそらく俺との人工呼吸を想像してこうなったんだろうけど、失礼すぎるだろう。

「お、おそろしいですわっ…………！　波は佐さ宮みや、水、水を……！」

　青ざめてふらりと後ろに倒れそうになる一条さんを、執しつ事じが支える。

「お嬢じよう様！　しっかりしてください！　くそっ、一体誰がこんなことを……っ！」

　いや、俺だろ。そんなあてつけがましく言わんでも。執事さん、普段はもっとぞんざいに一条さんを扱ってるくせになんでいきなりドラマティックな反応してんだよ。




　人工呼吸の練習は、結局やらなかった。「ふしだらです」と主張して俺が止めた。当たり前だろう、だって明あきがいるんだ、ほかの誰か（主に一条さん）に好き勝手やらせてたまるか。

「いきましょう、皆様！」

　そしてこれも当たり前だが、一条さんの皆様には俺は含まれていない。

「わわわっ、引っ張んないでぇ、礼れい香かちゃん！」

　一条さんに手を引っ張られて明あきと乃の花はなさんが連れて行かれた。「落ち着きなさいよ」と、倫りんさんが呆あきれながらついていく。

　俺はなんとなくタイミングを逃のがして、デッキチェアに寝ころんだ。プールのほうを見て、ただただ目の保養をする。近くには執事も立っている。

　ちなみに明はプールに入るとき、律りち儀ぎに足のほうから胸のほうへと水をかけてから入っていた。教師がいるわけでもないのに真ま面じ目めだなあ、とちょっとほんわかした。

　明と一条さんは、最初のうちは競争だなんだとざっぱざっぱとクロールで泳いでいたが、しばらくすると一条さんが明に水をかけたりとちょっかいを出しはじめ、明も応戦しているうちに楽しくなってきてしまったのかダイエットという本来の目的を忘れきゃっきゃと遊びだした。

　倫さんはひとりマイペースに平泳ぎをしている。おいおいおい。普通に泳いじゃってるよ。強気すぎるだろう。男ってばれたらどうすんだ。

　乃花さんは、ちょっと離はなれたところで執事が用意したでっかい浮き輪に尻しりを突つっ込んでぷかぷかと浮かんでいる。そういえば、乃花さんは、泳いでいない。最初に水に入ったときから、浮き輪を離はなしていない。ずっと、ずっとだ。

　──────────あれ？

　俺はちょっとだけ好こう奇き心しんをかきたてられて立ち上がった。




「乃の花はなさん」

「わあっ」

　プールの中に入り、後ろから声をかけると、乃花さんはびくうっと体を揺ゆらして一いつ瞬しゆん浮き輪から落ちそうになった。わたわたと慌あわてて体勢を立て直し、はあはあと息を荒くする。

「……な、なんだい、寿ことぶきくんかい。びっくりさせないでくれ」

「すみませんでした。……あの、乃花さん、泳がないんですか？」

「こうやって浮かんでいるのが好きなんだよ」

　乃花さんは気持ちよさそうに目を瞑つむっている。その言葉に嘘うそはなさそうだ。でも、真実すべてでもない気がする。

「そうなんですか。それはぜひ俺おれもやりたいです。今すぐその浮き輪貸してもらえません？」

「嫌いやに決まってるだろうが！」

　一転、ものすごい剣けん幕まくで怒おこられた。

　しかし怒ど鳴なった直後に乃花さんは我に返ったらしく、無理やりのように唇くちびるの端はしを持ち上げて、気取ったようにポニーテールの先を片手で払はらう。

「ほ、ほかのものを執しつ事じさんに持ってきてもらいたまえよ」

「あの……」

「な、なんだい？」

「乃花さんって、もしかして……」

　もったいぶってみる。乃花さんがごくり、と喉のどを鳴らす。

「泳げないんじゃないんですか？」

「ばっ、ばかなことを！」

　俺おれを漬つけ物ものにしたいのかというくらいの量の唾だ液えきが飛んできた。いきおいのよすぎる否定。これじゃあ肯こう定ていしたも同然だ。

「う、う、浮き輪を離はなさないくらいで泳げないと考えるなんてきみは短たん絡らく的だな！　射精の終わりに出される精液って自然な殺精子剤が含まれるんだってぇ、という事実を聞いたとき『ああ、じゃあ、それで避ひ妊にんできるじゃん！』とか考えるくらいに短絡的だ！　少し頭を使えばそれは自分の精子を殺すんじゃなくて、そのあとに来るかもしれない誰か他ほかの敵を滅ぼすためってわかるだろうにね！」

　なんの話だよ。相変わらずたとえ話の選せん択たくが最悪だ。

「あ、あるいは、理想的な使用をしていてもコンドームの避妊率は百パーセントではないのに、彼女が妊にん娠しんしたら、『いや俺じゃないって！　別の男のこどもじゃないのか!?』とか言い出しちゃうくらいに短絡的だ！　一般的な使用だと失敗率は実に十五パーセントもあるんだぞ！　と、とにかくだね、きみの妄もう想そうだ、私が泳げないはずないだろうが！」

「えい」

　うるさいので問もん答どう無む用よう。

「きゃ──────っ！」

　乃の花はなさんが珍めずらしく生き娘むすめのような悲鳴を上げて、どぼんと水中に落ちる。いや、ようなっていうか、実際そうなんだけど、普段はこんな悲鳴は出さないからなあ。

「き、きみっ！　……なにっ…………を！　最低っ……だっ！」

　俺おれがなにをやったかといえば、浮き輪を引き抜くようにして奪うばい取ったのだ。

　ばちゃばちゃと派は手でにしぶきをあげて、乃花さんが水面を叩たたく。口の周りでがぼがぼと泡あわが弾はじける。そんなに深くはないから慌あわてることもないだろうに。

「やっぱり泳げないんじゃないですか」

　乃花さんの弱点を発見した。俺は勝ち誇ほこった気分に浸ひたりながら、浮き輪を返す。

　が。

　状況を甘あまくみすぎていたらしい。浮き輪なんか乃花さんの目に入ってない。余よ裕ゆうなくもがき続けている。ばちゃばちゃばちゃばちゃ死にもの狂いだ。俺はようやく事の重大さに気付く。とんでもないことをやらかしてしまった。

「の、乃花さん！」

　俺は慌てて水中にもぐり、正面から抱だきしめるように乃花さんの脇わきに手を入れる。乃花さんは無む我が夢む中ちゆうで俺に抱だき着いてくる。

「ぶはっ」

　乃花さんを引っ張り上げて水面から顔を出す。

　乃花さんは逃げるように、俺の頭のほうへとよじ登ってくる。ぎゅうぎゅうに頭にしがみつかれて、背中でかにばさみをされる。

「…………ぅうっ、ばかか、きみはぁ！」

　乃花さんが叫さけぶ。舌したったらずなひらがな喋しやべりにしゃくりあげるような声が混じっていて、どうやら半泣きだ。

「またしぬじゃないか！　ばか！　あやまりたまえ！　あやまりたまえ！」

「ふ、ふみまへん」

「……っ！　そこで、しゃべるんじゃ、ない！」

「ちょ、ちょ、落ち着いてくだはい！」

「あっ、……やめろと、言ってるだろうっ！」

　しょうがないだろ、こっちは窒ちつ息そくしそうなんだよ！　反省はあとでいくらでもするから、今、今ちょっとだけでいいから離はなれてくれ！

　俺の願いもむなしく、俺の呼吸を奪うばっているものがますます、むんにゅう、とこちらを圧迫してくる。俺は顔面を乃花さんの胸の谷間にうずめているのだ。乃花さんも落っこちないように必死になっているのはわかる。しかしこっちだってこのままだと死ぬ。

　おっぱいなんてしょせん脂し肪ぼうの塊かたまり、とかいう言葉を思い出す。その通りだよ！　Ｅカップもこうなりゃただの凶きよう器きだ！　乃の花はなさんの肩けん甲こう骨こつの下あたりを叩たたきながら、俺は首を左右に振る。息ができない。とにかく苦しい。逃げ出したくてやっていることなのに、はたから見れば、おっぱいに顔をぐりぐり突つっ込んでいる痴ち漢かん野や郎ろうだ。

「うぁっ、やっ、……そ、そんなとこで顔を動かすんじゃない、ばかっ！」

[image: ]

　いやもう不ふ可か抗こう力りよくですって！　下心なんてないんですって！　生コンに埋うまっても俺おれは今と同じことしますって！　だめだ、もう死ぬ！　息ができなくて死ぬ！

「ちょっと────っ！　なにをやってるんですのぉ!?」

「あ、藍人あいとぉ……!?」

　遠くから、一いち条じようさんのわめき声と、明あきの戸と惑まどったような声が聞こえる。

「離はなれなさあ────────いっ！」

　なにが起こったのかわからなかった。

　後から考えれば、猛もうスピードで泳いできたらしい一いち条じようさんが、俺おれと乃花さんを離すために、乃花さんの背中側から体当たりをかましたんだろうとわかる。でも、視界がふさがれているところにいきなり衝しよう撃げきが襲おそってきたせいで、このときはそんなことを考える余よ裕ゆうがなかったのだ。

「ちょっとアンタら大だい丈じよう夫ぶぅ!?」

「し、執しつ事じさあああんっ！」

　倫りんさんの驚おどろいたような声と、明あきの執事に助けを求める声が鼓こ膜まくを叩たたき、そして、水中に投げ出され沈しずんだ俺おれはそのまま呼吸をしようとして、水を飲みこんでしまい────意識を失った。




「まさか、本当に人工呼吸が必要な事態になるとは思わなかったわ……」

　倫さんの声が聞こえる。

　どうやら俺はプール脇わきに横たえられているようだ。助けてくれたのは、執事だろうか。

「でも、乃の花はな様がご無事なら問題ありませんわ」

　あるだろ！

　一いち条じようさんに反論したいが、すぐには声が出せない。口が動かない。指先も動かせない。せめてまぶたを持ち上げようとしてみるが、どうにも重い。そんな状態だから、意識が戻ったことに気付かれていないらしい。

「申し訳ありませんでしたわ、乃花様」

　いや、俺にも謝れよ！　　…………まあ、元げん凶きようは俺だけどさ。

「私は大だい丈じよう夫ぶだよ」

「アンタ泳げないのになんでプールで部活しようとしたのよ？」

「う、うるさいな。いいだろう、別に」

　きっとそれは単純な話だ。プールに来たくなくて焦あせる倫さんの姿が面白かったからだろう。乃花さんは基本的に目先のことしか考えない。おそらく自分が泳げないことなど頭からすっ飛んでいたに違いない。

「それより寿ことぶきくんをどうしようね」

　乃花さんはすでに起き上がっているようだ。さっきの焦りっぷりが嘘うそかと思うくらいにすっかり落ち着きを取り戻していた。だとすると、俺は結構な時間気を失っていたのかも。

「それこそ人工呼吸したほうがいいのなら、しなきゃいけないね。ね、明くん」

「うぇっ!?」

「きみだろう、どう考えても」

　ナイス指名！　正直、もうそろそろ体の自由がきくようになっているのだが、これ幸いとばかりに俺はじっとしておいた。

「妥だ当とうよね、彼女なんだし」

「で、でも…………」

「アンタら、つきあって半年以上よね？　アタシらに秘密にしてるだけで、実はキスくらいしてたりするんじゃないのぉ？」

　オイ、なにこっちほったらかしてガールズトーク始めてんだ。下げ世せ話わな詮せん索さくしてくんな！

「し、し、してないよ……。藍人あいと、あたしに、そういうこと、しないもん……」

　からかわれて恥はずかしくなったんだろう、明あきが涙なみだまじりの消え入りそうな声で言う。

「長い期間の片思いや、つきあって半年なにもしない、なんて学生の特権ですから大変よろしいかと思います。まあ、この歳としになると出会ってからフルセットこなすまで一晩、なんてこともままありますよ」

　執しつ事じ、なに乱入してきてんだ！　あんたの軽けい佻ちよう浮ふ薄はくなラブロマンスはどうでもいいよ！

「きみたち、早くしないと、寿ことぶきくんが死んでしまうよ。ほら、明くん」

　ナイス乃の花はなさん！　ウェルカム人工呼吸！

「う、…………うん…………！」

「明様、だめですわ！　明様はそんなことしなくてもよろしいですわ！」

　黙だまれ、一いち条じよう！

「そうですね、お嬢じよう様に賛成です。素人しろうとがやると危ないです。あらゆる訓練を受けている私がしたほうがいいでしょうね」

　ここにきて執事がカットインだと!?

「ああん、寿、うらやましい……！」

　地じ獄ごくだよ！　こっちは地獄だよ！

「では、いきますね」

　躊ちゆう躇ちよしろよ！　執事が思いのほか素早く近付いてきやがったので、俺はすんでのところで普段なら出し得ないスピードでごろごろと転がって避さける。

「……あっ！　さてはあなた、起きてましたのね!?　最低ですわ！　最低ですわ！」

「もしかして明くんに人工呼吸されたくて気を失ったふりをしていたのかい？」

「そ、そうなの藍人あいと……？」

　俺おれを覗のぞき込む明の唇くちびるに目がいく。小さい唇。しっとりと濡ぬれた半開きの唇。なにあれ超キスしたい。唇の内側にそっと歯を当てたい。

「違う！　今ちょうど目が覚めただけだ！」

　俺はのうのうと嘘うそをつきながら立ち上がる。

「そ、そっか……。うん、そうだよね。そうだと思ってた……」

　明は乾かわいた笑いを漏もらした。なんでそこで笑うんだ？　もしかして嘘をついたのがばればれなのか？

「なんにせよ無事でよかったよ」

「…………すみません、ご迷めい惑わくをおかけして」

　とりあえず乃花さんには謝っておかねばなるまい。

「気にしなくてもいいよ。でもまあ、こんなことになってしまったし、今日きようはもうお開きにしよう。さあ、着替えて着替えて」

　ぱんぱんと乃花さんが手を打つ。

　一いち条じようさんはしばし俺おれを睨にらみつけていたが、「行きましょう、明あき様ぁ」と、俺に見せつけるように明に腕うでをからませて行ってしまった。返せ、俺のだぞ。

　文句を言おうとしたそのとき、立ちくらみがした。

「あっ、ちょっ、寿ことぶき!?」

　俺は、振り返った倫りんさんに抱だき着くように倒れた。胸元に顔をうずめる。

「な、なにすんのよ！」

　倫さんからぴしゃりと平手を食らってしりもちをつく。痛いとかそんなことよりも、だ。

「ん？　どうしたんだい、倫は？」

　乃の花はなさんが走り去った倫さんを見ながら首をかしげる。

　俺は答えない。それどころではない。俺の頭のなかは新たな疑問で埋うめ尽つくされている。

　だって、今の。

　俺は乃花さんの胸の感かん触しよくを思い出す。乃花さんの胸に顔をうずめた今ならわかる。倫さんの胸、大きさは乃花さんのとはちょっと違うけど、それでも同じだ。同じものだ。そんなバカな、だって、倫さんは男だ。出会ってから今まで胸は平らだった、実はトイレで隣となり同士になったこともある。巨根伝説大和やまと倫りん太た郎ろうだ。

　でも、今の倫さんの胸、あの膨ふくらみは────。




　あとから思えば、俺はこのとき、こんなことに疑問を持っている場合ではなかった。

　俺は明が乾かわいた笑いを漏もらしたことこそを疑問に思うべきだったのに、それに気付いたのはすべてが手遅れになってからだった。

　大ばか野や郎ろうのこのときの俺の頭は、倫さんの胸のことでいっぱいだった。

　つまり、倫さんの胸、あれは、本物ではないのか？　という疑問でいっぱいだったのだ。







　まくあい【女王オーダーメイド】







「学生たるもの！　王様ゲームくらいできなければ！　社会適合できないと思うんだ！」

「懐なつかしいですね、王様ゲーム。私も昔やりました。今の学生もやるんですね」

「その下品な遊びをしているのは高校生の中のごく一部だと俺おれは思いますが」

「『王様ゲーマー』という同好会を見つけたからやってみたくなったんだよ」

「平たく言うといつものアンタの気まぐれってわけね」

「べつにいいじゃないか。執しつ事じさんもいれたら男女比もちょうどいいしね、三・三で」

「ちょっとおおおおおおお！　アンタばかじゃないのぉ!?」

「うふふ、乃の花はな様ったら、おっちょこちょい！　波は佐さ宮みやをいれたら、二・四ですわよ？」

「そうよね、はい、始めましょ！　さっさと始めちゃいましょ！　ほらみんなクジひいて！」

『王様だーれだ！　………………………………………………………………………………』

「……返事がないね。誰なんだい？」

「……あ、あたし……です……」

「明あきくんだったのかい」

「うう……。絶対当たりたくなかったのに……」

「あら、どうしてですの？」

「……こういうの苦手だから……。ビンゴ！　とかも、緊きん張ちようする、よね……？」

「注目されるの嫌いやで、ライン揃そろっても言えずに賞品もらい損そこねたりしてたもんな、昔から」

「徐じよ々じよに慣れていけばいいさ。さあ、いこう。明様のいうことはー？」

『ぜったーい！』

「ほら、明くん、命令したまえ」

「うう……、じゃ、じゃあ、えーと、一番が、三番の……頭をなでる、とか……？」

「明くん、わかってないね。もっときわどくいこう。たとえば、ポッキーをだね……」

「ああ、めちゃめちゃ定番のやつですね」

「ア[image: ]ルに入れるとか」

「てててて、定番なの、それ!?　ぽ、ポッキーを両りよう端たんから食べるとかじゃなくて!?」

「ちなみに三番俺なんですけどね。ア[image: ]ルとか勘かん弁べんしてほしいですよ」

「一番はわたくしですわ！　嫌！　あなたのア[image: ]ルなんて！　……で、ア[image: ]ルってなんですの？」

「ア[image: ]ルというのはですね、お嬢じよう様」

「執事さん、説明しなくていいです。ア[image: ]ルなんて言葉知らなくても生きていけます」

「ていうか、ア[image: ]ルア[image: ]ルうるさいわね！　大体なんで乃花の命令が採用になってるのよ!?」

「乃花さん、横暴な女王ですし。女王がいると王様ゲームって成立しないんですね……」







　そのご【終電乗り過ごしちゃって】







「倫りん様のいれてくださるお茶って、いつもおいしいですわよね！」

　一いち条じようさんがお茶を一口飲んで言う。湯ゆ呑のみからは湯気が漂ただよっている。

「別に普通の緑茶よ」

　小さく苦笑しながら倫さんが答える。

　乃の花はなさんや明あき、そして俺おれの前にも湯呑みがあり、執しつ事じも一条さんの後ろで茶を飲んでいる。倫さんは気が向くとたまに全員分のお茶を入れてくれる。乃花さんの友人を長年続けていられるだけあって、倫さんは基本的に面倒見がいい。よく一条さんの世話をやいているのも倫さんだ。一条さんがお茶をこぼして袖そでを汚よごしたときは、しみ抜きをしてやっていたくらいだ。

　特筆することなんてなにもない、いつもの部室でいつもの部活。しかし、ここ数日、俺の気持ちはいつも通りではなかった。つまり、一条さんの家のプールに行った日からずっと、俺の気持ちは乱れまくっている。

　もちろん、倫さんの一件があるからだ。

　俺は、倫さんの性別に興味津しん々しんだ。いや、男なのははっきりとわかっている。ここ最近急に胸が成長した女子でした的なオチなどあるわけない。しかし、あのとき、確かに倫さんには胸があった。というよりも、今も胸に膨ふくらみがあるように見える。ここ数日、倫さんはなぜか極きよく端たんに猫ねこ背ぜになっているので水着のときよりも目立たないが、どうにも胸のあたりがふっくらしているように見える。ついでに言うなら、膨らんでいる胸とは逆に、倫さんの気持ちはしぼんでいるように見える。お茶を入れる瞬しゆん間かんに手を止めてふと遠くを見つめていたり、なにかを憂うれえているような表情をしていたりする。なにか落ち込んでいる。一体どういうことなんだろう。

「これで、表情ニートの男がいなかったら、さらにおいしく飲めますのに！」

　今の俺は一条さんに言い返すために嫌いや味みを考えるようなことに一部でも脳みそを使いたくない。

　だから、なにか言われたら俺は自分の代わりに、一条さんの前に食虫植物をさっと置くことにしている。乃花さんが手品で出して以来、ずっとこの部室で世話しているのだ。

「きゃあっ！　ちょっと！　な、な、なんとか言ったらどうなんですの!?　いいかげんこれを持ってくるのはやめてくださらない!?」

　俺は無視。食虫植物が『ぎゃー』『ぎゃー』と応対してくれている。

「い、いやっ……！　もうっ！　き、き、き、キ・モ・チ・ワ・ル・イんですのよ！　こんなに気持ち悪い生き物をいかしておいてどうしますの!?　波は佐さ宮みや！　ちょん切っておしまい！」

「そんな残ざん酷こくなことはできませんよ。よく見ると愛あい嬌きようがあって可愛かわいいですし。お嬢じよう様にも見習ってほしいくらいです」

「きいいいいいいいっ！」

「あっ、礼れい香かちゃん、だめっ！」

　明あきが叫さけぶ。一いち条じようさんが憤ふん慨がいしてプラトーンポーズを取ろうとしたのだ。自分が湯ゆ呑のみを持っていることを忘れて。

「キャアっ！」

　中身が倫りんさんに向かってぶちまけられる。倫さんのセーラー服の肩かたから脇わき腹ばら部分がびしょびしょになる。

「や、やだ、倫様、申し訳ありません！　や、火傷やけどなさったんじゃないですの!?」

「倫さん、着替えたほうがいいんじゃないですか？」

　心配半分、探究心半分で俺おれは言う。覗のぞく気満々だ。

「そうですわ！　すぐお脱ぬぎになって！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。そんなに熱くなかったし」

　多少は冷めてたけど、湯ゆ気げがまだ出てたから、熱いんだろうな、本当は。

「だめですわ！　風か邪ぜをひいてしまいますわ！」

「あ、あ、えと、えと」

　明が頭を抱かかえている。濡ぬれた衣服など脱がせたほうがいい。だけど、それをしたら倫さんが男だということが露ろ見けんしてしまう、どうしようどうしよう、と考えているに違いない。

「そうだね。いいかげん往おう生じよう際ぎわが悪いね。私も着替えたほうがいいと思う。倫、さあ、服を脱ぎたまえ、倫！」

　乃の花はなさんは脱がせるほうに加か担たんした。

「嫌いやよ！」

「倫様、代わりの服でしたら、この部屋にいっぱいありますわ！」

　第三演劇部のコスプレ衣装だから、まともなものはひとつもないけどな。

「だから、ほら、お脱ぎになるべきです！」

　もはや男である俺の存在を忘れてしまったのか、屏びよう風ぶの裏に行くでもなくこの場で倫さんの服を脱がせにかかる一条さん。ちょっと目がイっちゃってる。

「ほらあっ、倫様ぁ！」

　一条さんが素早く倫さんの制服のリボンを外す。

「え、な、なにっ、ちょっと、アンタ！」

　倫さんと一条さんの制服大おお岡おか越えち前ぜん名めい裁さばき。ただ、どちらも本物の母親などではないので、どちらも制服から手を離はなす気配がない。

「やっ、いやいやいやっ、ちょっと、礼れい香か、やめっ！　……あ……！」

　びり。

[image: ]

　執しつ事じと明が間に入ろうとしたものの、時すでに遅く、倫さんの制服が破れた。胸元のＶ字の切れ込みがえらく深くなった。そうだ、ちょうど、胸が見えるくらいに。

「り、り、り、り、倫りん様────っ！」

　一いち条じようさんが両方の鼻から盛大に鼻血を吹きだしてぶっ倒れた。ここで殺人があったのかと思うほどだ。今まで見てきた鼻血の量の中で一番ひどい。

「…………どうやら、下着姿は刺し激げきが強すぎたようですね。申し訳ございません」

　さすがに執しつ事じもまずいと思ったのか、笑みを消し、倫さんに謝ったあと、一条さんを軽々とお姫ひめ様抱だっこして、教室の外へと運び出していった。

　残された俺おれたちは誰も口を開かなかった。いや、開けなかった。たとえば、教師のずれたカツラ。たとえば、エスカレーターで前に乗った人の服についてる取り忘れの値札。そういうのを見かけてしまったときの心境と似ている。え、これ、指し摘てきしちゃっていいの？　だ。

「…………倫」

　口火を切ったのは乃の花はなさんだった。

「『美乳研究会』で学んだことをきちんと覚えていたんだね？　ブラジャーは正しいつけかたをしないと胸を美しいかたちに保てないって」

　乃花さんは、倫さんの胸のあたりを指差す。

　倫さんは、ブラジャーを身に着けている。一条さんが倒れるのも納得のセクシーすぎるブラジャー。勝負下着だとしても勝負かけすぎだろというほどエロいブラジャー。その中には包み込むべき脂し肪ぼうもある。男子にはないはずの脂肪のかたまり。

「で？」

　乃の花はなさんが倫りんさんの顔を下から覗のぞき込むように見る。

「なんだいこれは。詰つめ物じゃなくて、本物だろう？」

「やんっ……！」

　倫さんがあえぐ。乃花さんが思い切り胸を掴つかんだからだ。

「倫。きみって実は双ふた子ごだったりするのかい？」

「えっ!?　実はこの人、倫さん先せん輩ぱいじゃなかったりするの……!?」

「双子の妹だかと入れ替わってるってことですか。そういえば、倫さんのほくろの位置って、左でしたっけ。右目の下じゃなかったでしたっけ。実はあなた別人なんですか？」

「違うわよ！　今までずっと左目の下にあったわよ！　アタシのチャームポイントなんだから覚えときなさいよ！」

「そうだね。じゃあ、倫」

　乃花さんが真顔になる。

「きみって実は女の子だったのかい？」

「ち、違うわよ！」

「で、でも、倫さん先輩、む、胸……」

「…………か、関係ないでしょっ！」

「関係ないわけないだろうがっ！」

　いつの間に用意したのか、乃の花はなさんが手にしていた部室備品の捕ほ獲かく用ようロープを両手でビン、と張る。

「あっ、ちょっ、な、なにするんのよ──────っ！」




　あっさりと捕つかまった倫りんさんは、机と屏びよう風ぶの間、教室中央に置かれたパイプ椅い子すに後ろ手を縛しばられて座らされている。破れた制服はそのままなので、ブラジャーが──胸が見えている。一応俺おれはそこを見ないようにして倫さんの顔を見る。倫さんは居い心地ごこち悪そうに下唇くちびるを噛かんでいる。

　倫さんの正面に椅子を三つ並べ、俺たちはそこへ座った。と思ったら、乃花さんはいきなり立ち上がって、倫さんのあごをつかみ、持ち上げる。

「さあて、これはいったいどういうことなんだ、倫。説明してもらおうか」

　まるで悪の親玉だ。

「きみ、今まで私を騙だましてきたのかい？　寺の跡あと取とりとして育てたいから男として育てられてるけど実は女だとでも言うつもりかい？」

「そんなわけないでしょ！　アンタだってわかってるくせに！　アタシは男よ！」

「じゃあ、これはなんなんだい？」

　乃の花はなさんが、倫りんさんの胸を揉もむ。倫さんの顔が屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。

「んっ……！　ば、ばか！　や、やめなさいよっ！」

「ふん。ずいぶんと可愛かわいい声を出すじゃないか？」

「うるっさいわね、この恥はじ知らずっ！」

「へえ。そんな口をきいていいのかい？　自分の立場がわかってないようだね」

　細く長い指を妖あやしく蠢うごめかす乃花さん。

「状況を説明したまえよ。それが嫌いやなら今度は寿ことぶきくんに揉もんでもらうよ？」

「絶対イヤっ！」

　別にこっちにも揉む気はビタイチないが、そっちから拒きよ絶ぜつされるとなんか腹立つな。

「じゃあ、説明したまえ」

「もう……！　せっかく巻き込まないようにしてやってんのに……！」

「巻き込まない？　なんの話だい？」

　しばらくだんまりを決め込んでいた倫さんは、やがて観念したように、床ゆかを見つめたまま喋しやべり始めた。

「…………アタシ、今、呪のろわれてるのよ」

「は？」

　俺おれは間の抜けた声を出す。

　唐とう突とつすぎるだろう。なんだよ呪いって。ていうか、日常会話みたいにへろっと言ったが、もしかしたら結構ホラーな話なんじゃないだろうか。

　そういえば、普段はついつい忘れているが、倫さんは寺の跡あと取とり息子むすこで霊れい能力をたっぷり含んだ天然オカルト成分配合な人だ。倫さんの周辺にいるとたまにこういう通常ならありえない事態に出くわす。それは去年すでに経験済みだ。

「なんだい？　もしかして、その呪いとやらに私たちを巻き込まないように黙だまってようとしてたのかい？」

　乃花さんが呆あきれたように言う。

「そうよ。多分、呪いの性質上、被害を受けるのはアタシだけだと思うけど、こういうのってなにがあるかわからないのよ。暴走してアンタらが怪け我がするかもしれないじゃないの」

「ばかだな。そんなこと気にするな。なにかあったらすぐに言え。相談しろ。頼りにしろ。私はそんなに信頼するに足らないか？」

「乃花……」

　倫さんが顔を上げる。その表情が、感動から怒いかりへと一気に変化する。

「アンタ面白がってるでしょう!?」

　俺もそう思った。乃花さんの顔はおもちゃを見つけた子どもみたいだったからだ。

「ははは、当たり前だろう。私がきみを心配するとでも？」

「なんなのよ、アンタはっ！　もうっ、あんたらにも被害が及んでも知らないからね!?」

　倫りんさんが目を三角にして怒おこっている。つくづく、この人、よく乃の花はなさんとずっとつきあってきてるよなあ。

　倫さんは、大きくため息をついた後、話し始める。

「……あのね。これ、ね。……呪のろいのブラジャーなのよ……」

「……呪いのブラジャ─……？」

　乃花さん、明あき、俺おれは、三人で声を揃そろえて復唱しつつ首を傾かしげる。わけがわからない。

「そうよ。うちの寺で保管してたものなんだけど、呪いのアイテムなの……」

　倫さんが自分の胸元に視線を落とす。

「大きい胸に憧あこがれてたトリプルＡカップの……つまり胸がすごく小さい女の子の持ち物でね。これが似合う胸になって、いつかめくるめく体験をしたい！　って夢見ていたのに、ずっと貧ひん乳にゆうのまま。自分に自信がなくて誰にも体が晒さらせずに、一度もそういう体験をしないまま死んでいった若い女の子の呪いでね……」

　倫さんはカッ！　と目を見開いた。

「これをつけると、胸の大きな女の子になっちゃうの！」

「…………そ、そうなんですか」

　なんだそのファンキーな呪いは。

「しかも、重ね着したりしてごかまそうとしたりとかね、さらし巻いたりとかね、胸をつぶしにかかる行動をしようとすると抵抗してくんのよ、このブラ！」

　ああ、だから今もつぶしてないわけか。

「そして、なにより恐おそろしいところはね、つけた本人が死ぬまで外れないところ……！」

　すごい怨おん念ねんだ。しかし、顔から外れなくなる肉付きの面めんなら聞いたことあるが、ブラジャーて。

「なんでそんなものつけたんだい。そもそも、別にきみ、女の子になりたいわけじゃないだろう。きみは性嗜し好こうも性自認も男じゃないか」

「アンタがプールに行くなんて言ったからでしょ!?　礼れい香かに男だってバレたら大変だと思って焦あせって判断力が鈍ったの！　だからプールに行った日につけちゃったのよ！」

　ということは、一いち条じようさん家ちのプールにいたときは、やっぱり倫さんは女の子だったわけだ。だからこそ一条さんに胸を触さわられても平気そうだったり、俺に胸を見せびらかして来たり、泳いだりしていたわけだ。

「それに、あのときは、帰ったらすぐうちでお祓はらいしようと思ってたの！　祖そ父ふも父もアタシも、誰も祓えないなんて思わなかったのよ！」

「え、じゃ、じゃあ、どうするの……？　倫さん先せん輩ぱい、ずっとこのまんまなの……？」

「わからないの。どうしたらいいのかわからないのよ……！　女の体で生きてくのなんて絶対嫌いやなのに……！」

　倫りんさんに限らず世の中のオネエ系ゲイ全般に思うが、女の人を毛け嫌ぎらいしてるわりに女言葉を使うのはなんでなんだろうな？　性って不思議。

「私はね、人間にとって、カタさっていうのが大事だと思ってるんだ」

　突とつ然ぜん乃の花はなさんが言う。

「なんの話ですか」

　脈みやく絡らくがなさすぎるだろう。しかし乃花さんは続ける。

「カタい信念とかね。カタい団結力とかね。ほかには口がカタいとかね。義理ガタいってのも大事だしね」

「あ、結構まともな話をしようとしてます？　一いつ瞬しゆん変な話をされるのかと思いました」

「なんだい、寿ことぶきくん。まさか私がチン[image: ]のカタさの話をするでも思ったのかい？　男性が女性の中に押し入るために必要なチン[image: ]の硬度は、一キロ弱の圧力にも屈くつせず、具体的に言うならスイング式のドアをオープンできる程度なんだよっていう話をするとでも？」

「し、し、し、しちゃってる！　乃花さん、変な話しちゃってる！」

「おっと。まあ、カタいってことは大事だねってことなんだが。でもね、倫、明あきくん。きみたち頭のカタさはいただけないなあ」

「ふええ……？」

「なによそれ！」

「簡単なことじゃないか。未み練れんがなくなればいいんだ。そのブラジャーの所持者の女の子の願いがかなえば、そんな呪のろいのアイテム、すぐに消えるよ」

　去年、乃花さん自身がそうだったように、か。経験者は語る、というやつだ。

「というわけで、倫。準備はいいかい？」

　この場合の未練は『胸の大きな女の子になって、めくるめく体験をしたい』だ。幸か不幸か、相手が男性とかイケメンとか条件指定をされていない。となれば、乃花さんがなにをやるつもりか、おのずと答えは出てくるだろう。

「じゅ、準備ってなんの────、ア、アンタ、なに考えてっ、ちょっ、来ないでよ、どこ触さわって……っ、いっ、いやあああああああああああああああ！」

　答えは、いわゆる、お子様にはお見せできません、というやつだ。

　明が「はわわわ」と言いながら目を閉じて耳を両手で覆おおっていた。俺おれも一応両手を顔に当ててみたものの指の隙すき間まから覗のぞき見てしまった。倫さんのなまめかしい声もばっちり聞いてしまった。途と中ちゆうから倫さんはロープを外されたけど、もはや抵抗できないようだ。乃花さんのあのテクニックはなんなんだろう。経験者ではないはずなのだが。

　なんにせよ刺し激げき的ではあるが、別に興奮はしない。乃花さんと倫さんだしな。




　そして、二十分後。

「いやあ、いい仕事をしたね！」と、一ひと汗あせ流してきらきら輝く乃の花はなさんとは対照的に、「もぅ………いや…………」と精せい根こん尽つき果てその場にへたりこむ廃はい人じんになった倫りんさんがそこにいた。

　乃花さんはやっぱり変態だが、言っていたことは正しかった。

　倫さんの胸からは、ブラジャーが消えている。いや、ブラジャーだけではない。胸もない。倫さんは男に戻っている。

　なにはともあれ、これで一件落着────────ではなかった。

「みなさま！」

　一いち条じようさんがドアを開けて飛び込んできたのだ。後ろからは当たり前のように執しつ事じも続いてきた。

「よかった！　まだいらしたんですのね！」

「礼れい香かくん。体は大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「もちろんですわ！」

　回復力早いなオイ。バケモノか。

「あのですね、わたくし、倫様のために戻もどって参まいりましたの！」

　そう言って一条さんは倫さんに飛びつく。

「ア、アタシのため？」

「そうですわ、新しい制服を────」

　一条さんは持っていた紙袋をばさりと落とす。一条さんの視線の先には、破れた制服の隙すき間まから覗のぞく、倫りんさんの胸。平らな胸。男の胸。

「え……？」

　そして、信じられない、というように手を伸のばして、胸を触さわる。触る、触る。

　ああ、ついに。

　やってしまったわけだ。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　断だん末まつ魔まの叫さけびを上げたのは触られた倫さんではなく、触った一条さんのほうだ。

「…………これは、どういうこと、ですの？」

　一条さんが立ち上がり、ふらふらと後ずさる。

「倫様は…………、男だったんですの？」







　そのろく【雨宿りをしなきゃ】







　たとえば、それは大だい嫌きらいな野菜。嫌いすぎて、なんで嫌いなのか考えるのも嫌いやになるくらい嫌いで、嫌いになった理由なんか思い出せないくらい嫌いで、もしかしたら食わず嫌いなのかもしれないけどとにかく嫌いで、見るのも触さわるのも御ご免めんこうむるくらいとにかく嫌いなものだ。

　それに対して、こんなことを言われたらどうだろう。

　あなたが苦手で不快で憎ぞう悪おの対象で嘔おう吐とを催もよおすくらいに思っている嫌いなその野菜、実は今食べたものに入ってたの、うふふ。よかったわねえ、食べられたじゃない。

　それは子どもに嫌いな野菜を食べさせる古典的な方法。細かく刻んだピーマン入りハンバーグ。すりおろしたニンジン入りのカレーライス。

　さて、そんなとき、人はどんな反応をするだろう。『わあ、ありがとう！　食べられるようになったよ！』などと喜ぶだろうか。もしその反応ができるのならば、その素直さは大変な長所だから自信を持っていい。

　たいていの場合はその逆だ。気分が悪くなる。だって、卑ひ怯きようで、卑ひ劣れつで、悪質で、陰いん険けんなことをされたからだ。作り手の厚こう意いなんか知ったこっちゃない。誰がそんなことを頼んだっていうんだ？　おいしい、おいしいと食べていた料理に嫌けん悪お感かんを抱いだく。大好きな料理が一転、大嫌いな料理へとなり下がる。

　だから、きっと、そんなときの第一声は、男嫌いの人が、女だと思ってた相手が実は男だったと知ったときと同じだと思う。そう、つまり────。




「わたくしを騙だましてたんですのね!?」

　すべての説明を聞いた一いち条じようさんはそう叫さけんだ。

　倫りんさんが男であること。波は佐さ宮みやさん目当てで女の振りをしていたこと。

　呪のろいのブラジャ─なんて一笑に付されるかと思ったが、実際に倫さんの体が女から男へ変化していたので、信じざるを得なかったようだ。

　ちなみに執しつ事じはといえば、これを聞いても倫さんを怒おこるでもなく、かといって受け入れるでもなく特になにも言わず、完全スルーした。それは優しさのつもりなのかもしれない。無反応という倫さんにとって一番残ざん酷こくな選択肢しを取ったとも言えるが。

「さ、最低ですわ…………！」

「そうよね。ごめんなさい」

「謝ってすむ問題じゃないですわ！　わたくし、今まで、男に抱だき着いたり、男の匂においを嗅かいだりしていたんですの……!?　う、ぐ、お、……おええええええ！」

　一条さんが口元を押さえる。

「……で、でも、り、倫りんさん先せん輩ぱい、礼れい香かちゃんにヨコシマな気持ちはなかったんだよ！」

「そうだよ。倫さん、男が好きなんだし」

「そこが！　より！　一層！　最悪ですのよ！」

　一いつ節せつ一節区切って、一節一節ごとにプラトーンポーズ。

「なんですの!?　波は佐さ宮みやのことが好きって!?　あなた男なんでしょう！　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪いんですのよおおおおおおおおおおおおおお───────────っ！」

　俺おれからは倫さんの顔が見えない。

　ただ、一いち条じようさんが叫さけんだあとに倫さんを見て、一いつ瞬しゆん、『しまった』という顔をした。だから倫さんがとんでもなく傷ついた表情を浮かべたんだろうということは容易に理解できた。そりゃあこれだけ力こめて気持ち悪いって言われればな。

　一条さんはなにかを振り払はらうように頭を左右に振る。

「……なんですの！　ねえ、これは一体、なんなんですの!?」

「れ、礼香ちゃん……」

　明あきが心配そうな声を出す。一条さんがおかしくなったみたいに笑いながら喋しやべっているからだ。

「あなたがた、全員でわたくしを騙だましていたってことですわよね!?　わたくしは、まんまと騙されてたってわけですわ！　ばかみたいって思ってらした!?　ここになじんでるつもりでしたのに、わたくし、とんだ道どう化けですわ！　あなたがた、どうせわたくしのこと陰かげで笑ってらっしゃったんでしょう!?」

「礼香くん、それはないよ。きみの被害妄もう想そうだ」

「うるさいですわっ！」

　一条さんは、乃の花はなさんをきつくきつく睨にらみ付ける。

「……もうっ、こんなところ、二度と来ませんわ！」

　一条さんは、バタン！　と聞こえよがしに大きな音を立ててドアを閉めて出て行った。

「……ごめんね、アタシのせいで」

　気持ち悪いなんて言われて自分が一番ダメージを受けているはずの倫さんがこちらに気を回す。倫さん、大だい丈じよう夫ぶですよ、と安心させる意味で、俺は倫さんに近付き、笑いかける。

「な、なんのつもりなのよ、アンタ!?」

　ドン引きされた。

「藍人あいと、怖こわいよ、やめてよう……！」

「寿ことぶきくん、ふざけてるのかい、きみは」

「…………はい、すみませんでした…………」

　悪気はなかったというより、むしろ場を和なごませたかったのだが、俺の笑顔は殺傷性の高い武器でしかないようだ。自覚はないのだが無表情の俺が無理やりに笑顔を作るとかなり凶きよう悪あくな顔になるらしい。

「でも、まあ、ばれてよかったよ。こういうのはあとになればなるほど厄やつ介かいだからね」

　乃の花はなさんが言う。

「大体ね、部員同士で隠かくし事なんて不誠実だよ」

「去年思い切り隠し事してた乃花さんに言われても……」

　しかも、性別どころの話じゃなかったし。生死を隠されてたし。

「うるさいな。明あきくんはどうだい？　隠し事なんてするべきじゃないと思うだろう？」

「え、えと…………。でも、親しい相手にも、隠したいこととか、あると思う……」

　乃花さんの整った眉まゆ毛げがぴくりと跳はね上がった。怒おこったわけではなく、珍めずらしいと思ったのだろう。明が流されずに、自分の意見を言うことが。

「明くん。つまり、きみ自身、なにか隠し事があるということかい？」

「えっ!?　な、ないよ？　隠し事なんて、全然ないっ！　い、一般論！」

　わたわたしながらそんなことを言う明にはまったく説得力がない。もしや、俺おれ、明からなにか隠し事をされているのだろうか。

「ふん。まあいいよ。問題は、礼れい香かくんだ」

　乃花さんは俺たちにぐるりと視線をめぐらす。

「どうしようね。ずいぶん怒らせてしまったようだ」

「当然ですよね。ずっと騙だましてたわけですし」

「そうだね。正当だね、彼女の怒いかりは」

「……礼香ちゃん、仲間はずれにされてる気分になっちゃったのかもしんないね」

　明がしゅんとしながら言った。たしかに、自分以外の全員が知ってることを自分が知らない、という疎そ外がい感かんは心を傷つけるには十分すぎる。

「……もう関係を修復するのは絶望的かもしれないわね」

　倫さんが言う。こちらのやったことが悪質すぎて、許してもらえるとは到底思えない。それに、あれだけの啖たん呵かを切ったのだ、万一許してくれたとしても、引っ込みがつかないだろう。特に、一いち条じようさんみたいなプライドの高いタイプならなおさらだ。

「うん……」

　明も寂さびしそうに言う。

　俺は別に一条さんのことなど惜おしくもなんともないのだが、一条さんがいないことで、この部室がとても静かに感じることは事実として認めなければならない。不本意ではあるが、一条さんはここにいて当然のようになっていて、いないと物足りなさを感じるくらいに馴な染じんでいたということは、認めなければならない。

「…………倫りん。ここをどこだと思ってるんだい？」

　ふいに、乃花さんがよく通る声で言った。

「なによいきなり」

「どこだい？」

「……人見知り部よ」

「明あきくん。ここはどこだい？」

「ひ、人見知り部……？」

「寿ことぶきくん」

「人見知り部ですよ」

「そうだ。人見知り部。ハズレモノの集まりだ。我々の目的は社会適合だ」

「はあ」

「そうやって、簡単にこれは無理あれは無理って諦あきらめてたら、社会適合なんてできるわけないだろう」

「でも、アンタ、そうは言ってもね……」

「でもじゃない。諦め上手じようずになるのなんて私は嫌いやだね。そんなこと言ってるとすぐ死ぬ」

　ぴしゃりと言われて倫りんさんは、ぐっと押し黙だまった。乃の花はなさんが死ぬの死なないのというカードを切るのは本当にずるいと思う。

「なんにもしてないうちに諦めてどうする。私はごめんだ。無理だからとかなんとか自分が頑がん張ばらないことへの言い訳を探して、なんにも挑ちよう戦せんしないのは嫌だ。そりゃあ、なんにも挑戦しなければなんでも批ひ判はんできるさ。なにかをくだらないものだと決めつけて、冷笑をあびせかけて、そうやって非建設的なことに精を出して、その代わりに自分は傷つかないだろうね。でも、そんな防衛本能は捨てるべきだよ」

　なんか人生論みたいな話になって来たな。

「それに、実は、私には考えがあるんだよ」

「どんな秘策があるんですか？」

「ふふ」

　乃花さんは不敵に笑い、女王然として長い髪かみをかきあげる。

「……とにかく、礼れい香かくんに会ってだね、なんか、こうね、一いつ生しよう懸けん命めい誠意を伝えようじゃないか！」

「お、……おー！」

　勢いにつられたのは明だけだった。

「テキトーすぎるでしょうが！」

「なんら具体性のない泥どろ臭くさい精神論ですね」

「いいんだよ、単純なのが一番だ！　とにかく礼香くんを追いかけるんだ！　行こう！」

「お、……おー！」

「明、アンタ、素直すぎるのよ！」

「そもそも、追いかけるって言っても、今どこにいるかもわからないのにどうするつもりですか。家で待ち伏せするってことですか？」

「それでしたら私にお任せを」

「わぁっ!?」

「……いたんですか、執しつ事じさん」

　執事が壁際からこちらに向かって歩いてくる。気配を消しすぎだろう。

「すみません。お嬢じよう様を追いかけるタイミングを失ってしまって」

　執事は頭を下げる。

「お嬢様はまだ家には帰っていないようですよ。車で待っていればいいのに、がむしゃらに校内から駆かけ出したみたいですね」

「なんでそんなことがわかるんですか？」

　執事は、にこりと笑って、なにやら懐ふところから取り出した。

「お嬢様には秘密ですけど、お嬢様の制服にはとても精度の高い発信機がつけてありますから」

　わあ、過保護。




　発信機のおかげで一いち条じようさんをすぐに見つけることができた。

「な、なんですの!?　あなたたち、なに見てるんですのよ！」

　いや、見るだろう、そりゃ。

　通学路からはちょっと外れているが、学校からほど近くの狭い道路の側そつ溝こう。一条さんはそこにはまっていたのだ。がむしゃらに走っているうちに落ちたのだろう。右足のふくらはぎのやや下あたりからが、泥どろの中に消えている。

「お嬢様、お嬢様の目は前を向くためについているんですよ。きちんと前を見て歩いてくださいね」

　嫌いや味みっぽく言って、執事が一条さんの手をつかんで引っ張り上げようとする。

「う、うるさいですわねっ！」

　執事の手を振り払はらった一条さんが、自力で泥から右足を抜こうとする。左足を道路に置いて重心をかけて、大根を抜くときのように、右足をふんぬぬぬ、と引っ張っている。

　何度かそれを繰くり返して、ある瞬しゆん間かん、あっけなくすぽっと右足が抜ける。ただし、靴くつは側溝の中に残ったままだ。しかも、勢い余って一条さんは、顔面からすっころんだ。

「なにやってるんですか。まったく世話ばかりかけるんですから」

「…………そうですわよ」

　むくり、と顔を上げた一条さんは、ひどい有様だ。鼻の頭はすりむけて、一筋鼻血も流れて、額には血がにじんでいて、顔が全体的にすすけている。しかし、なによりやばいのは目だ。一条さんの目は、うつろで、こちらの背筋が少々寒くなってくる。

「どうせわたくしなんて、ひとりじゃなにもできないんですわ！」

　一いち条じようさんは上半身を起こして、狂ったように地面にバンバンと両手をたたきつける。一回、二回、三回。

「わたくし、ばかみたいですわっ！　ばかっ！　乃の花はな様を追いかけて、人見知り部に入って、これでなにかが変わるかもなんて期待したわたくしがばかだったんですわ！」

　四回、五回、六回、────止まらない。

「あなたたちに騙だまされてたんですものね！　いつも、いつもそうですわっ！　みんなそうやってわたくしに嘘うそをつくんですわ！　調子のいいことばっかり言うんですわっ！　お母様がそうだったみたいに！　わたくしなんて邪じや魔まなんですわっ！　いらないんですわっ！　もう、いいっ！　もう、いいんですのっ！　みんな、みんな、みーんな知ったこっちゃありませんわあああああああああああああああぅぐぁはっ、げっへえ！」

「お嬢じよう様、落ち着いてください。咳せき込み方がおじさんです」

　どうやら、人見知り部に対する怒いかりが、母親に対する過去の怒りもずるずると引きずりだしてきてしまったらしい。ありったけの感情の爆ばく発はつのせいで喉のどを詰つまらせた一条さんは、げほげほと咳き込んでいる。その背中を執しつ事じが上から下へと撫なでさする。

「もう、もうもう、みんな、大っ嫌きらい…………っ！」

　一条さんは両手で顔を覆おおう。肩かたを震ふるわせる。どうしていいかわからずに、俺おれはただ突つっ立っていた。

「礼れい香か」

　一条さんに駆かけ寄って声をかけたのは倫りんさんだった。倫さんに呼ばれて、一条さんは、ず、と鼻をすすりあげる。

「…………なんですの？　わたくしに言い訳でもあるんですの」

「ないわ」

　倫さんはしれっとそう言った。

「えっ!?　な、ないの!?」

　明あきが驚おどろきの声を上げる。俺もびっくりした。

「最低よね、アタシのしてたこと。騙したことは悪かったわ。でも、よくよく考えたら、許してもらったところで、アタシの罪悪感が減るだけで、アンタにとっちゃ別にいいことないわけだし許してもらわなくてもいいの。騙してたことはともかく、アタシがオネエなことはアタシの勝手だからそれについては謝るつもりもないし」

「そ、そんなことを言いにわたくしのもとへ来たんですの……!?」

　一条さんが怒いかりで震ふるえている。そりゃあ、喧けん嘩かを売られているようなもんだもんな。

「い、い、言われなくてもあなたがたを許すつもりなんかなくってよ！」

「そうよね。許さなくていいのよ。でも」

　倫さんは、穏おだやかな顔を一条さんに向けた。




「アンタが部室に来なくなったら、寂さびしいじゃない」




　その言葉は、一いち条じようさんのすべての動きをぴたりと止める効果をもたらした。

「許してほしいとかじゃなくて、そういう単純な話なのよ。単純なのが一番……よね？」

　倫りんさんは乃の花はなさんに目め配くばせをする。乃花さんは「そういうことだよ」と深くうなずいた。

「なっ、なっ、なにを……わ、わたくしは楽しいことなど一度もありませんでしたわっ！　今さらそんなこと言われても、信じるわけ……！」

「礼れい香かくん」

　乃花さんが一条さんの言葉を遮さえぎる。

「こんな実験があるそうだよ」

　またこの人はこの人で突とつ拍ぴよう子しがないにもほどがある。

「自分の子供とそれ以外の子どものいくつかのオムツの匂においを母親に嗅かいでもらったら、どの母親も自分の子どものものが一番臭くさくないと答えた。しかし、実際は被験者に渡されたオムツの中には自分のこどものものはなかったんだ」

　母親って偉大だね、と思ったものの、だからなんなんだ。

「実際の味覚や嗅きゆう覚かくは問題じゃないんだ。わかるかい？　人は自分が知覚したものよりも、ラベルを信頼する。おいしいかどうかを決めているのは舌したではなくラベルだ。臭くないかどうかを決めているのもラベルだ。そう──、脳みそは嘘うそをつく。現実を否定する」

「そ、それがなんだというんですの!?」

「倫に男だっていうラベルや、人見知り部がきみを騙だましてたってラベルを貼はった途と端たん、全部が全部なかったことになってしまうのかい？　ラベルを取り除いて純粋にものごとを見たまえよ。人見知り部にいて、きみは楽しくなかったかい？　楽しかったことがひとつもなかったのかい？　もしあるのなら、それを全部嘘にしてしまうのかい？」

　乃花さんの言いたいことは、一時の感情で真実を見誤るなということらしい。ずいぶんと手前勝手な主張だ。けれどそれを臆おく面めんもなく言うくらいだ。実は乃花さんも必死なんだろう。必死で──一条さんを呼び戻そうとしているんだろう。

「そ、そうだよっ、礼香ちゃん！　あたしも礼香ちゃんが来なくなったら寂しいよ！」

「俺おれもっ……」

　懸けん命めいに訴える明あきにうっかり続きそうになったが、我に返り思いとどまる。

「いや、別に俺はどっちでもいいや」

「歩調をあわせたまえよ、きみ」

「でも、冷静に考えたら、一条さんが来る前のほうが俺にとってものすごく平和でしたよ」

「もう、藍人あいと！　お口チャックだよ！」

「……了りよう解かい」

　明あきが自分の口にチャックを閉めたので、俺おれも鏡合わせで自分の口にそうしてみせた。

「アンタって絶対尻しりに敷かれるタイプよね」

「甘あまいな、倫りん。こう見えて寿ことぶきくんみたいなタイプは夜が激しいね。しかもエロ動画を見過ぎて、なにを勘かん違ちがいしたのか、食べ物を持ちこんだりするタイプだ」

「具体的なこと言わないでください、本当にそうみたいじゃないですか」

「……えと、なんの話？」

「ほっときなさい、明」

「なっ、寿くん……!?　まさかキュウリをそんなところに……！　最低だな、きみは！」

「やってませんて」

「いいや、きみみたいなやつは、バレンタインにもらったせっかくのチョコを溶とかして塗り付けて、彼女に向かって一いつ緒しよに食べよう？　とか言いながら、チ[image: ]コバナナを差し出すに決まってる！」

「よりによってなんでその部分をぼんやりと発言するんですか。チョコじゃなくて違うこと言ってるみたいになってるじゃないですか。俺はそんなもったいないことしたことないです」

「ちょっと！　なにわたくしを置き去りにして盛り上がってますの!?」

「いいね、礼れい香かくん。きみのその怒ど鳴なり声をなくすのは惜おしいよ」

「なっ……」

　直前まで与よ太たを飛ばしていた乃の花はなさんが急に真ま面じ目めな顔になる。ふいうちを食らった一いち条じようさんは言葉を失う。

「私はきみが戻ってきてくれたら嬉うれしいと思う。ほかの部員もそう思っているよ」

　乃花さんは、側そつ溝こうに埋うまっていた一条さんの靴くつを拾う。どろどろと汚よごれているにもかかわらず、そんなことは気にせず手に取ったのだ。

　それを一条さんに渡しながら、乃花さんは言う。

「きみの、脳みそじゃなくて、心で考えてみておくれよ」

　乃花さんはそれはそれはきれいに一条さんに笑ってみせた。

「まあ、無理強いはしないけどね。ほら、行こうか」

「そうね」

「えっ、い、いいの？」

「いいから、行こう」

　乃花さんが両腕うでを大きく広げて、俺と明と倫さんに来た道を戻るよう促うながす。たしかに、無理やり連れ戻しても、本人がそこにいたくなければ意味がない。こっちで居い場ば所しよを用意しても、そこに戻ってくるかどうかを決めるのは一条さんに他ほかならないのだ。

「ところで、倫さん」




「なによ」

「女子制服で表おもてに出てもよかったんですか？」

「あっ……！　なんでアンタさっさと言わないのよ！　ヤダもう！　誰にも見られてないでしょうね!?」

　倫りんさんに怒おこられながら、俺おれはそっと後ろを振り返る。一いち条じようさんは、小さく震ふるえている。きっと、迷っている。悩んでいる。一条さんはうつむいて唇くちびるをかみしめ、関節が白くなるくらい、両手でぎゅっと制服のスカートを握にぎりしめている。執しつ事じはその肩かたに優しく手を添えていた。




「礼れい香かちゃん、戻ってこないね……」

「そうねえ」

　明あきの言葉に倫りんさんが応じる。倫さんは学ランを着ている。本来の姿に戻っただけなのだが、結構長い間女子の制服を着ていただけに、妙みように違和感がある。

　一条さんが最後にこの部室に来てから、すでに一週間が経過していた。

　乃の花はなさんが頬ほお杖づえを突つきながら拗すねたように唇くちびるを突き出す。

「うーん。やっぱり、無理強いしたほうがよかったかもしれないね」

「首根っこつかんで連れてくるとかですか？」

「私がそんな野や蛮ばんなマネするわけないじゃないか」

「そうだよ、藍人あいと。乃花さんに失礼だよ」

　明にたしなめられる。そのうえ、日が当たる窓際の小さな机の上に置いてある食虫植物も、まるで乃花さんに味方しているように『ぎゃー』とタイミングよく鳴いた。乃花さんに懐なついているのだろうか。腑ふに落ちない。

「本当だよ。私がやるとしたら、恥はずかしい写真を撮とってこれをばらまかれたくなければ、とか言ってみるくらいだよ」

「野蛮すぎるわよ！」

「……ほら、明、乃花さんはこういう人なんだよ」

「ためしに明くんで撮ってみようか。恥ずかしい写真」

「えっ、や、やだ！」

「そんなに嫌いやがらなくてもいいじゃないか。きれいに撮ってあげるよ」

「口開けて寝てる写真とか撮られちゃうんでしょ!?　やだよ！」

　恥ずかしい写真で真っ先に連想するのはそっちなんだな、明。恥ずかしい写真ってそういうのじゃなくてさ、と説明しようとしたら、またしても俺の内なるクマが解き放たれ、想像力が乗っ取られてしまった。




　写真のモデルになってくれ、と言って、俺おれは明あきに衣装を用意する。それは白い半袖そでの体操服とブルマーだ。

『……えと、この椅い子すに座るだけでいいんだよね？』

　着替えた明が、もじもじと体操服でブルマーを隠かくしながら、肘ひじかけ付きのシンプルな椅子を目で指し示す。

『もちろん。ほら、早く座って。写真撮とるからさ。……ああ、違う、そうじゃなくて』

『え？』

『肘かけに足開いてのせて。両足、ガッて開いてさぁ』

『え、え、なんで、座るだけって言った、そんな座りかたするなんて、聞いてない……っ！』

『そりゃ、今言ったからな。ほら、こうやってさぁ』

『あ、だめ、だめぇ……！　やっ、恥はずかしい、から……、うう……、も、やぁ……』

『なにがやなわけ？　ここ？　ここがやだ？』

『あっ……、うー……、……そ、そんなとこ、さ、触さわっちゃだめぇ……！　な、なにするの、藍人あいと、やだ、ひ、広げちゃ、や……！　と、撮っちゃ、やだぁ……！』




「礼れい香かちゃん！」

　明の叫さけび声でクマが射殺された。撃げき退たいされた。現実に引き戻された。なんだよ、これからだったのに────、って『礼香ちゃん』？

　顔をあげると、ドアの前に一いち条じようさんが仏ぶつ頂ちよう面づらで立っていた。後ろには執しつ事じが控ひかえている。

　一条さんの手には小さなジョウロ。ぞうさん型のピンクのジョウロだ。

　一条さんは誰にも目もくれずに、まっすぐに食虫植物のもとへと行く。手を精いっぱい伸のばし、のけぞるようにしながら、食虫植物に水をやっている。なんだその意味不明の行動は。

「れ、礼香ちゃん？　ど、どうしたの？　それ、気持ち悪いって言ってたのに……」

「…………ええ」

　一条さんは振り返ってこちらを見た。正確には、倫りんさんを見た。

「気持ち悪いですわ。嫌いですわ」

　鼻息を荒くして、一条さんは言い切る。

「……でも、一緒の空間にいられないほどではないですわ」

　────どうやら、その言葉は食虫植物だけに向けられているわけではない、らしい。

「あら、そうなの」

　一条さんの言葉を鵜う呑のみにしたようにさらっと答えながらも、倫さんは唇くちびるの端はしを持ち上げていた。ちゃんとわかってんだろうな。

「ははは。まったくね、素直じゃないんですよ、このアマは」

　執事が言う。本当になんでこの人はクビにならないんだ。

「うるさいですわよっ、波は佐さ宮みや！　なんて口のきき方をしてますの!?」

「申し訳ありません。でも、お嬢じよう様。ここに来るまでぶるぶる震ふるえてたじゃないですか。意地っ張りったらないですね、このこの」

「きいいいいっ！　波佐宮ああっ！」

　腕うででつつかれ、プラトーンポーズを取る一いち条じようさん。のけぞっている一条さんからは見えていないだろうが、執しつ事じは幸せそうに満面の笑みを浮かべている。……ああ、なんだ。この人、思い切り喜んでるじゃないか。とんでもない執事だと思ってたけど、ご主人様に対してちゃんと愛情はあるってわけだ。

「礼れい香かくん」

　乃の花はなさんが、静かに名前を呼ぶ。一条さんは、こわごわとしながら乃花さんのほうを見る。

「な、なんですの？」

　乃花さんはにっこりと笑った。

「ありがとう、戻ってきてくれて。やっぱり、ここには、きみが必要だよ。だって、ここはもう、きみの、居い場ば所しよなんだから」

「………………っ」

　一条さんが驚おどろいたように息を呑のみ、そして、一いつ瞬しゆんだけ泣きそうな顔になった。

「礼香ちゃん、こっち来て座りなよ！」

　一条さんは、無言でこくりとうなずき、右手を右足を一いつ緒しよに出すという緊きん張ちよう丸出しの歩きかたをして、自分の席に座る。

　にこにこと笑っている明あきにつられたように、一条さんもぎこちなく笑う。それを見て、乃花さんも倫りんさんも笑っている。

　まあ、俺おれは戻ってきてほしいとは一ミリも思ってなかったが、今のこの状態を微笑ほほえましいと思わないほど人でなしでもない。笑顔をむけてやることくらいは、やぶさかではない。

　そう思っていると、一条さんと目が合い────その顔がみるみるうちに恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「あ、あ、あなた、なんのつもりですの!?」

「なにがだよ」

「な、なんで鼻血を流しているうえにそんなに禍まが々まがしい顔をしてらっしゃるの!?」

　こんなときくらい自然な笑顔を作れていると思ったのだが、どうやらいつもの犯罪者顔になっていたようだ。そのうえ、さっきの内なるクマの妄もう想そうのせいで鼻血を垂たれ流していたらしい。

「わ、わた、わたくしを脅おどしてるんですの!?」

　一条さんは、俺に嫌けん悪おの眼まな差ざしを向けてくる。

　一条さんが入部したとき、乃花さんが俺に、一条さんから尊敬の眼差しを受けるような先せん輩ぱいになれ、と言っていたが、それはもはや不可能だろう。どれだけの時間をかけようとも無理だ。だって、俺に対する評価はここに来ても地の底の底の底だ。

　どうやってこの状態から這はい上がればいいんだよ？　そもそも、這い上がってみせるぜ！　っていう気き概がいも俺おれにはないわけだし。

　それに、これがなにかの物語だったらきっともう終しゆう盤ばんも終盤なはずだ。どんな大逆転ホームランを打てば一いち条じようさんから尊敬の眼まな差ざしを得てキレイに物語が落とせるのか見当もつかない。よっぽどせこい技を使うしかないだろう。

「お嬢じよう様、さがってください！　あれは、悪あく魔まに取り憑つかれたものの顔です……！」

「寿ことぶきくん、なんのつもりだい」

「怖こわいのよ！　アンタ、怖いのよ！」

「あ、藍人あいと、やめようよぉ……」

　いや、俺おれもさ、良かれと思ってさ。

　そんな言い訳を言う間も与えられず、俺は全員から責め立てられることになったのだった。

　やれやれ、なんて思いながら、能天気なことにこのときの俺は、一条さんの問題が片付いたことで平和になったと思っていた。もう俺が関わるような厄やつ介かいごとはなにもないと思っていたのだ。

　そういえば明あきの様子がおかしいときがちょくちょくあったなあ、ということを、そして、明が俺に隠かくし事をしてるっぽかったことを、すっかり忘れて、だ。




　本当に、本当に本当に、俺はばかだとしか言いようがない。







　まくあい【白黒クローン】







「ボードゲームのひとつもできないでなにが社会適合だ！」

「…………社会一般でそんなにやる機会もないと思うんですけど」

「本当よ、オーバーなんだから。要はアンタが遊びたいだけでしょ？」

「きみはこのゲームの奥深さを知らないね」

「なにがよ」

「このゲームは白黒がいかようにでも変わるもの」

「ええ」

「ルールは簡単に理解できるのに、絶対勝つように極めるのは難しいもの」

「そうね」

「どちらかというと良い手で勝利するのではなく悪い手で敗北するところ」

「まあ、そうかしら」

「そう────、オセロは人生と似ている！」

「おおげさすぎるでしょ!?」

「……でも、悔くやしいことに微び妙みように説得力があります」

「う、うん。あたし、今、なるほどーって思っちゃった」

「思うツボすぎるわよ！」

「『オセロ同好会』の部誌のタイトルでもあるんだよ。オセロは人生って」

「どうでもいいわよ！」

「さあ、始めよう。チーム分けしようか」

「そうですね。俺おれ、一いち条じようさんは黒がいいと思うよ」

「は？　やぶからぼうに名指ししてなんですの？」

「腹黒だから」

「きいいいいいっ！」

「それでは私もお嬢じよう様と同じですので、黒じゃないといけないですね」

「波は佐さ宮みやっ！　わたくしが腹黒だということをまず訂てい正せいなさいっ！」

「それなら、寿ことぶきくんも黒じゃないかい？　キンタマ真っ黒だし」

「の、乃の花はなさん……、あ、藍人あいとの、…………み、見た…………の…………？」

「見られてない！　ちょっと、やめてください！　明あきに誤解されてるじゃないですか！」

「そんなことよりそこの顔面石せき像ぞう男、わたくしへの暴言を訂正しなさいよ！」

「にゃあああっ！　礼れい香かちゃん、危ないよ、暴れたらっ！」

「……ボードゲームひとつまともに始められないって確かに社会不適合者な気がしてきたわ」







　そのなな【うちのペット、見に来ない？】







「夜よ這ばいですか」

「違います」

　ドアをノックしたら返ってきた言葉を即そく否定。午後七時なんて夜這いには早すぎるし、そもそも妹にそんなことはしない。

　入るぞ、と断ってから手に持っているものを落とさないよう注意しつつドアを開ける。妹の部屋は小学四年生女子とは思えないほど物が少なく、下へ手たすりゃ俺おれの部屋より無機質だ。

　入口の壁にある電気をつける。

　妹がベッドの上でもぞもぞと上半身を起こした。

　寝起きだからという理由ではなく、俺と同じで母親譲ゆずりの無表情。ただし、俺と違って容姿には大変恵まれている。

　人形よりもそこらの子役よりも可愛かわいい。たとえ今みたいにペンギンの着ぐるみパジャマを着ていようが、ひたいに熱冷ましの冷れい却きやくシートを貼はっていようが、平へい和わは可愛い。

　一いち条じようさん騒そう動どうから数日後、俺の家でもちょっとした騒動が起こった。

　平和が風か邪ぜでぶっ倒れたのだ。母親の言げんによると、帰ってきていきなり玄関で、ばたーん！　と文字通りぶっ倒れたそうだ。

「兄。妹に夜這いもできないなど兄の風かざ上かみにも置けぬ」

「妹に夜這いすることが兄貴の条件なら、俺はいますぐお前の兄貴をやめるよ」

　この天使のような少女は、寿ことぶき平和という。まるで似ていないけど俺の妹なのだ。俺が藍人あいとで妹が平和。あいとへいわ。ラブアンドピース。偶ぐう然ぜんではない。たぶん、ふたり目をなかなか授からなかった両親が念願かなったときに、狂きよう喜き乱らん舞ぶしてハイになったせいで、意図的にこういう痛い名前のつけかたをしたんだと思う。

　俺は持ってきたものをベッドの脇わきに置いて、平和の背中にクッションを当ててやる。

「熱どうだ？」

「さっきはかったとき七度七分」

「ちょっとさがったな」

「ちなみに直ちよく腸ちようではかってみた」

「なぜわざわざそこで」

「病人ジョーク」

「余計な体力使うな」

　平和はどこか浮うき世よ離ばなれしているところがあり、俺のような常人には計り知れない思考回路をしている。だから、平和は、たまにわけのわからん切り替えしをしてくる。俺と平和は無表情同士お互たがいそこそこ感情が読みあえるのだが、それでもわけがわからないところが多い。

　そもそも風か邪ぜをひいた理由もわけがわからん。

　風ふ呂ろで鼻歌を歌っていて、風呂からあがったところでその歌が最高潮に盛り上がり、脱だつ衣い所じよで裸はだかのまま熱唱エンドレス。そして湯冷め、そして風邪。

　集中力があるのは大変結構だが、ひょっとしたらただのアホの子なのかもしれない。今、鼻水がつーっと垂たれてるのもアホの子っぽい。チンしなさい、チン、とティッシュを平へい和わの顔に押し付ける。平和は俺おれからティッシュを受け取らずに、そのまま洟はなをかんできた。面倒臭くさがりすぎだろうと説教をしてやりたいところだが、病人なのでクシャクシャポイして見み逃のがすことにする。

「兄」

「なに」

「かつ丼どんが食べたいです」

「消化に悪いです。……ていうかそんなん食べても味わかんないだろ？」

　食欲があるのはいいことだけど、いや、それとも今のも、いやいやいや食えるわけねーだろ！　とか突つっ込むべき病人ジョークだったんだろうか。まあいいや。

　俺は脇わきに置いておいたトレイの上から平和の茶ちや碗わんとれんげを取る。

「病人は、おかゆな？」

「兄」

「なに」

「それは、もしや兄が？」

「え？　いや、母かあさんが」

「よかった」

「なにが」

「兄の手作りなら、また、変なものを混ぜられているかもしれないと思ったゆえ」

「またってなんだ！　やったことないわ！」

「大声禁止。頭に響ひびくゆえ」

　お前のせいだろうが、お前の。

　平和は無表情のまま、体を小さくゆすり、可愛かわいらしく小首を傾かしけた。

「兄」

「なに」

「食べさせて」

「…………はいはい」

　なんだかんだと今の平和は病人だ。しんどいし心も弱ってるんだろう。もともと末っ子らしくナチュラルに甘あまえる技術を習得している平和だが、普段はさすがにここまでじゃない。

「ふーふーして」

「はいはいはい」

　執しつ事じってこんな気分なんだろうか、と思いながら、俺おれはご命令通り、ふーふーとおかゆを冷まし、平へい和わの口元まで運ぶ。

「兄、きもちわる」

　平和は俺の手から茶ちや碗わんとれんげをひったくって、自分で食べはじめる。

　………………え────────と。

「平和」

「なにか」

「……今の仕打ちなに？」

「ツンデレというのが好かれるという情報を得たゆえ」

　どこから得た情報だ、それは。しかも順序が逆だ。デレてからツンになられるとダメージでかいわ。平和はクラスで浮きがちらしいけど、まさかこんなことをしてクラスメイトと馴な染じもうとしてるわけじゃあるまいな。普通に嫌きらわれるぞ。

「気分悪くなるからやめてくんない？」

「たしかに兄はこういうわがままを受け入れる余よ裕ゆうがある人ではない、ね」

「なぜケンカを売ってくる」

「第二次性せい徴ちよう期き到来」

「反抗期か」

「兄は妹の成長を喜ぶべき」

　……ツンデレっていうか、デフォルトで結構減へらず口ひどいけどね、お前。しかし相手は妹、しかも病人、俺は言い返すことなく心を広く大きく持つことにする。

　平和はしばらくもくもくと静かに食べていたが、飽あきたのか、俺に向かってれんげを差し出してきた。

「あーん」

「いらないよ」

「あーん」

　しつこい。しかたなく俺は「あーん」と口を開ける。しかし食べようとしたぎりぎりのところで平和が自分の口へとれんげを持っていってぱくりと食べてしまう。この『あーん、ぱく』は、恋人にやられるんなら嬉うれし恥はずかしツンデレイタズラだろうが、妹にやられるとただ単にむかっ腹が立つだけだ。

「…………平和。ツンデレごっこやめないか？」

「違う。今のはわたしの優しさ。直前の回避に成功」

「どういうことだ？」

「兄に風か邪ぜがうつると、そのように途と中ちゆうで思い至ったゆえ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ばかだから」

「なるほど。それもそう」

「……平へい和わ、冗じよう談だんだから。そこは『そんなことないよ』がよかったな……」

「ではあらためて。はい、あーん」

「平和、聞いてるか」

「あーん」

「……あーん」
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「おいちいでちゅか」

「……うまいよ。うまいけどさ、平和、お前ちょっとお兄にいちゃんのことばかにしてるだろ」

　肯こう定ていという意味なのかはわからないが平和は俺おれになにも答えず、れんげを口に運ぶ。しばらくして、おかゆを完食した平和は、ごちそうさまでした、と頭を下げる。

「ときに兄」

「なに」

「最近明あきちゃんが家に遊びに来ないですが」

　明と平和は明ちゃん平へいちゃんと呼び合う仲だ。明は平和を自分の妹のように可愛かわいがってくれている。

「あー……。そういやそうだな」

　実は、平和に指し摘てきされるまでもなく気付いている。幼なじみではなく恋人と言う名目になってから、明あきが俺おれの部屋に来る頻ひん度どが減った。警けい戒かいされているのかもしれない。特に、今年の四月、一いち条じようさんが入部したあたりからは頑かたくななまでに俺の部屋に来なくなった。なんでだろう。俺はいい子にしてるのに。自分は性的なことに興味がありません、なんて嘘うそまでついてるのに。

「もしやふられた？　女心がわからないゆえに」

「振られてないよ」

「では、なかよくおつきあいしていると？」

「まあ、うん」

「兄。明ちゃんとわたし、どっちが大事？」

「なぜ唐とう突とつに昼ドラごっこ」

「どっち？」

「彼女と妹ってくらべるもんじゃなくないか？」

「…………やはり、妹などもうどうでもいいと」

「あー、もう、わかった、わかった。平へい和わだよ。平和のほうが大事」

「兄。妹と彼女を比べるとはなにごとか」

　おいこの野や郎ろう。

「平和。俺がお前の奔ほん放ぽうさに若じやつ干かんむかついちゃってることに気づいてくれ」

「やはり、兄、余よ裕ゆうがない」

「やかましい」

「余裕がないとかっこわるいゆえ、明ちゃんにふられちゃう可能性大」

「不ふ吉きつなこと言うな」

　平和の予言は地味にあたったりするので、俺は間かん髪はついれずに真剣にクレームをつける。

「もう寝ろよ」

「じゃあ、兄。いつもの」

「いつもの？　なに？」

「おやすみのちゅー」

「したことないわ！　なんだその日本離ばなれした習慣！」

「じゃあ、せめて兄はわたしの頭をぽんぽんするべき。人ひと肌はだ恋しい夜ゆえに」

「誤解を生む言い方をすんな。風か邪ぜで心細いって言え」

　俺は平和の頭をぐりぐりと撫なでてやる。平和は無感情の瞳ひとみで俺をじぃっと見つめてくる。

「なんだよ」

「…………まさか四年生にもなった妹に本当にやるとは。引くわー、兄、引くわー」

「お────い！　今すぐやめろツンデレごっこをさぁ！」

「二度目の警告。大声禁止。頭に響ひびくゆえ」

「…………治ったら覚えてろ。本っ当にもう寝ろって」

　冷れい却きやくシートを取り換えてやり、平へい和わの肩かたを押して横にしてやる。ふとんをきっちりかぶせてぽんぽんと叩たたいてやる。

「わかった。もう休む」

「そうしろ」

「二年くらい」

「長いわ。なんだそのひきこもり宣言は」

「兄」

「なに」

「わたし、熱、あがってる」

「喋しやべりすぎなんだよ。早く寝ろ」

「遺ゆい言ごんを残す。もしものときのために」

「いや、寝ろって」

「兄。わたし、ここに生まれてきてよかった。兄がわたしの兄で、よかった……」

　急に重いわ！　そこは『ひきだしの三段目だけは絶対に開けないで』『おいおいおーい、なにが入ってるんだよそこにー』とかじゃないのかよ。もしやまだ続いているのか、ツンデレごっこが。デレてるターンか、今。

「兄はかっこいい」

「へいへい」

「兄は優しい」

「そりゃどうも」

「それに、さっき兄はばかと言ったが、訂てい正せいする。兄はばかじゃない、たぶん」

「なんでそこだけ多分だよ」

「だから、素敵な優しいわたしの兄」

「なに」

「かつ丼どん買ってきて」

「…………はーい、電気消すぞー」







　そのはち【なんにもしないから】







　平へい和わは二日ほど学校を休んだ。夜中に隣となりの部屋から俺おれを呼びつけてはわがまま放題甘あまえ放題だったが、俺は文句ひとつ言わずちゃんと面倒を見てやった（再三のかつ丼どんリクエストは無視をしてやったが）。なんたる善よきお兄にいちゃん、と自じ画が自じ賛さん。そのかいあってか全快した平和は今日きようから学校へ復帰した。朝、「兄、ずっと、ありがたかった。迷めい惑わくかけて本当にすまないと思ってる」と渋しぶくデレてみせたあと「しかしわたしのような可愛かわいい妹の世話ができるとは兄冥みよう利りに尽きる」と余計なひと言をくっつけて元気に登校していった。可愛くないよオイ。いいけどさぁ別に。

　そんなわけで、気が付けば一いち条じようさんが人見知り部に戻ってきてから一週間が経過していた。

　そして、この一週間の間で、明確な変化があった。乃の花はなさんが浮かれているのだ。一条さんが戻ってきたのが嬉うれしかったらしい。いや、それよりもむしろ一回出て行った仲間を呼び戻す、という青春イベントをこなした自分を誇ほこらしく思っているらしかった。乃花さんは増長している。自信過か剰じようになっている。クラスではいつにも増して下ネタを連発していた。部室では「この部にいることで、コミュニケーション能力はかなり向上したんじゃないかい？　私の時代が来たね」とまで言っていた。ちょっと鼻についたが、あまりに嬉き々きとしていたので、俺はなにも突つっ込まなかった。突っ込んでおいてあげればよかった。




　なぜなら俺は今、ものすごく嫌いやな現場に居合わせているからだ。




「超むかつかなーい？」

「うん、うん、わかるー」

　下げ駄た箱ばこの前で、四月早々に俺の顔にいちゃもんをつけてきた二人組が乃花さんの悪口を言っているからだ。三つ編みの女子とギャルっぽい女子の二人組。俺の存在には気付いていない。

　部活が終わって、明あきと二人お先に失礼しまーす→あっ、あたしトイレ行ってくる→そんなわけで今下駄箱の陰かげにいて結果的に盗ぬすみ聞きしちゃってるのは俺一人というわけだ。

「なんなんだろね、下ネタ言い過ぎだし。あれってぇ、アタシ変わってますアピール？」

「男に慣れてますアピールかもよ？　ヤりたいんじゃない？」

「うわっ、痛っ」

「頭おかしいよね。でも、男子もばかだからさー、黙だまってたら美人だよな、とか言ってるし」

「ほんっと、ばかだよね！　こんなんうちらよりババアじゃん。一年留年してたのだって、中絶とかしてたんじゃないの？」

「わー、それっぽい！　正解でちゃった！　って感じ！」

「だよね。っていうか、コイツ本当むかつくー。マジ意味わかんないもん。ゴミ箱どこだっけ？　捨てちゃえ、捨てちゃえ」

　ギャルっぽい女が下げ駄た箱ばこからローファーを取り出した。乃の花はなさんの靴くつだ。気が付くと、俺おれは音も立てずに近寄って、ギャルっぽい女の手首をつかんでいた。

「な……っ！」

　びくっとして女子二人が俺を見上げる。

「…………それ、捨てるのか？」

　思ったよりも低い声が出た。

「な、なによぉ。な、な、なんか文句あるわけ？」

「ないよ、べつに」

　俺の言葉にほっとしたようにギャルっぽい女は眉まゆを下げる。

「たしかにあの人、意味わかんないし、頭おかしいもんな。でもさ」

　俺は手に力を込める。

「こんなことしていいわけないだろ」

「な、なによ、あんたもしかして怒おこってんの？」

　大正解だ。べつに、乃花さんのために怒っているわけじゃない。こんなのを見過ごしたら寝覚めが悪いからだ。だから俺は俺の精神衛生のために怒っているだけだ。しかし、こいつら、無表情からよく読み取ったな、俺の怒いかりを。いや、彼女らには俺がいつも怒ってるように見えてるんだったか。怒ってるくせに無表情で不ぶ気き味みで怖こわいって。

「おい」

「な、なによっ！」

　俺の顔が不気味だというのなら、それを最大限利用させていただく。

　俺は、笑って、言った。

「──────────お前らを、呪のろう」

　女子二人組の顔がみるみる青ざめていく。

　笑顔を作ると凶きよう悪あく殺人犯のようになると定評のある俺の顔。恐おそれおののくには十分すぎるだろう。いや、俺、これ、結構なコンプレックスなんだけど、たまには役に立つもんだな。

「イヤ──っ！　マジキモイっ！　やめてえええっ！」

「ごめんなさいっ！　ごめんなさいっ！　離はなしてよ、離してよぉっ！」

「いっ……！」

　痛えなオイ！　ギャルっぽい女の磨みがき上げられた爪つめががりっと俺の右手の甲こうをひっかく。俺が思わず手を離した途と端たんに女子二人は素早く走り去っていく。まあ、いい。脅おどしておいたから、明日あしたからはこんなせこいことしないだろうし。

　そういえば、乃花さんは以前、自分を嫌きらう人は実は自分のことが好きなんだとツンデレ解釈をして倫りんさんに気味悪がられていたが、その考えかたが身についたのは、もしかして、こういうことが以前にもあったからなんだろうか。だとしたら、ちょっとばかり切せつないなあ。

　俺おれはほったらかされた乃の花はなさんのローファーを拾って、下げ駄た箱ばこに戻す。ふと横を見る。ぎくりとした。下駄箱の陰かげからひょこひょこっと覗のぞき込んでいるトーテムポールと目が合ったからだ。

　トーテムポールは上から乃花さん、倫りんさん、明あき、一いち条じようさん、執しつ事じ。全員だった。いつの間に。

「アンタ、結構熱いんだ？」

「あの方たち……、乃花様にあんなことをするなんて、女の子の風かざ上かみにもおけませんわ！　なぜもっととっちめてやりませんの!?」

　どうやらさっきのが見られていたらしい。倫さんがニヤニヤ、一条さんがイライラしている。

「いいよ、礼れい香かくん。彼女らには誤解されてしまった一因は私にもあるようだし。私のコミュニケーション能力はまだまだ未熟だったみたいだね。精しよう進じんしよう」

「でもぉ！」

「過ぎたことだよ」

　乃花さんは一条さんを手で制してから、俺の前まで来た。

「ところで、寿ことぶきくん。きみ、四月ごろ、私と知り合いだってばれて『終わった』って思ったんじゃなかったっけね？　私と知り合いだと思われたくないんじゃないのかい。よかったのかい？　私のことをかばって」

　からかうように乃花さんが言う。

「べつに、乃花さんのためにやったわけじゃありませんから」

　言ってから、なんだこのツンデレっぽい台詞せりふは、と後悔した。本心なのに。乃花さんと倫さんが大笑いした。

「あー、面白いもん見た」

　笑いすぎて出た目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐいながら、倫さんが俺の二の腕うでをゲンコツで軽く叩たたいて外へ出て行く。一条さんはいい気になるなよ、と言わんばかりに俺を睨にらみ付けながら俺の横を通り過ぎ、執事は俺に軽く一礼してその後についていく。

　乃花さんは、ふ、と柔やわらかい笑みを俺に向けた。

「……ありがとう。なんだか悪かったね」

　いや、本当にあなたのためじゃないんですって。俺自分のためにしか動きませんからね。俺のことちょっといい人みたいな扱いするのやめてくださいマジで。基本性格悪いんで俺。

「でも、これをきっかけに私がきみに惚ほれるみたいなフラグは立たないからね」

「わかってますよ。こんなことくらいでそんなフラグ立てられても困ります」

「いやあ、一応言っておかないと、もしかしたら明くんが誤解するかもって思ってね。それで部活がむちゃくちゃになるのは嫌いやだしね」

　下げ駄た箱ばこの陰かげからぼんやりとこっちを見ていた明あきが自分の名前に反応して「えっ？」と小さく驚おどろく。

「女房妬やくほど亭てい主しゆモテもせずだよ。それに、寿ことぶきくんって明くん以外にはめちゃくちゃだからね。いい性格だ」

「自覚してますが人から言われると腹が立ちます」

「そ、そんなことないよ、藍人あいとっ」

「お前だけだよ、そうやって言ってくれるの」

「おい、いちゃいちゃするんじゃないよ。……まあ、今日きようくらいは見み逃のがしてあげるけどね」

　乃の花はなさんはそう言って肩かたをすくめて、後ろ手に手を振って出て行った。

　みんな帰ってしまった。残されたのは、俺おれと明だけだ。

　なぜかずっと黙だまっていた明は、神しん妙みような顔をしながら俺の隣となりまで歩いて来た。

「どうかしたのか？」

「…………んーとね。あたしだったら、きっと見てるだけしかできなかったと思って。なんか、藍人、……か、かっこいいなーって思って……ぼーっとしちゃって」

「いや、だから、べつに、そういうんじゃないんだってば」

「もー！　褒ほめてんのにー！　藍人って昔っからそうだよね、褒められるとふざけたり悪ぶったりする！」

　そんなばかな、乃花さんじゃあるまいし。

「ぶってないよ。俺、悪いやつなんだよ。がおー」

　両手を上げてクマのマネをして襲おそいかかろうとする。

「きゃあっ！　食べられるー！」

　きゃっきゃと笑いながら明が身をすくめる。こういうくだらんことにつきあってくれるところが本当に可愛かわいいと思う。

「がおー」

「やだー！　食べちゃやだー！　おいしくないですようー！」

「がおー、うまそうだー」

「わ、わあっ！　ちょっと！　だめぇっ！　こんなとこでだめっ！」

　うっかり調子に乗ってスカートをちょっとめくってしまった。ここ数か月、俺はこういういたずらをせずにいたのに。明は慌あわてて両手でスカートを押さえた。頬ほおを染めて涙なみだ目めになっている。

「藍人！」

「はいっ」

　やばい、怒おこられる。俺を見上げる明は、怒いかりでぷるぷるしている。

「なんですぐ言わないの！」

「…………へ？」

　明あきは俺おれの右手首を掴つかんで強引に引っ張る。

「これぇ！　痛いでしょ？」

「…………痛くない」

　強がってみたが、実は痛い。というか指し摘てきされたせいで、思い出したかのようにじんじんとしてきた。ギャルに引っかかれたところから血が滲にじんできているのだ。どうやら明はスカートめくりではなく、怪け我がを黙だまっていたことのほうに怒おこっているらしい。

「嘘うそだよ！　藍人あいと、痛いときとか辛つらいときとか我が慢まんする癖くせあるもん」

「そんなことないよ」

「そんなことあるの。ほら、見せて。……うう、痛そう」

　明は自分が怪我をしたかのような顔をする。

「痛い？　痛い？」

　明はハンカチで俺の血を拭ぬぐう。よりによって白地のハンカチだ。なぜかよーく見覚えのあるハートの刺し繍しゆうのハンカチ。あれ、これ、どこで見たんだったっけな。って、そんなことよりだ。

「あーあ……。汚よごれるぞ、ハンカチ」

「そんなの気にしなくていいの！　ハンカチなんて汚してなんぼなの！　こういう傷だってほったらかしたら大変なことになるんだからね！　藍人は病気とか怪我を過小評価しすぎ！　昔風か邪ぜほっといたらこじらせて肺はい炎えんになったくせに！」

　まったく幼なじみにはかないません。ぐうの音ねも出ない。

　ぷりぷりしながら、明は小さなポーチから絆ばん創そう膏こうを取り出して貼はってくれる。備えていても憂うれえているくらい良くも悪くも心配性な明は、いろんなものを持ち歩いている。

「ありがとな」

「うん…………」

　明は心ここにあらずといったふうに、絆創膏を貼った手の甲こう……ではなく、俺の指先を眺ながめている。

「どうした、明？　手、つないで帰るか？」

「え、……えっ!?」

　俺は冗じよう談だんで言ってみただけだが、明は心しん底そこ驚おどろいたように目をぱちぱちとした。

「……えーと……、……うん……」

　明きが小さくうなずいた。まさか受け入れられるとは思ってなかった俺は、顔には出てないだろうが、内心ひどく狼ろう狽ばいした。

「い、いいのか？」

「あ、だ、だめなの？」

「いや、ちょっとびっくりして」

「あ、あの、なんか、変な意味じゃなくって、そ、そう、幼よう稚ち園えんのときとか！　手、つないで帰ってたし！　そ、そういうふうに帰りたいってだけで、べつに、ヨコシマな心で言ってるわけじゃなくて、ほら、だって藍人あいと、そういうの嫌きらいでしょ？　あ、あたしもだから！」

　幼稚園って。そっからお前の俺おれに対する認識は進歩してないんかい。しかも俺にはヨコシマな心しかないんだけども。

「そうだな。俺も性のことにはうるさいからな。これはいやらしいことじゃなくて、子供のように無む邪じや気きな手つなぎだ」

　我ながらむちゃくちゃなことを言っているとは思うが、明あきがヨコシマなのが嫌いやだと言うのなら、こう言うしかあるまい。

「じゃあ、……はい」

　学ランでひたすら手の汗あせをぬぐってから俺は明に手を差し出す。

「…………うん」

　きゅ、と明が優しく俺の手を握にぎった。指を絡からませることもなく、そっと重ねるだけの手のつなぎかた。ちょっとしめってあたたかい明の小さな手。

「え、……えへへ？」

　明が照れたように俺を見上げて手をぶんぶんと振った。

　伏せろ！　と俺は体の一部分に真剣に命令をくだしつつ、明の手を引いて帰った。若じやつ干かん前かがみで。鞄かばんを不自然に体の前に持ってきながら。




　あまりの幸福感に胸が詰つまり、言葉もロクに交わさずに家の前まで来た。

　名残なごり惜おしいが、手を離はなす。

　明はさっきまで俺とつないでいた手をじっと見ている。しばらくして、明が泣きそうになっていたことに気付いた。

「え、ちょ、どうした？」

　なにかやらかしてしまったのだろうか。人差し指で手のひらをこちょこちょするとか、さりげなくラブつなぎに変えてみるとか、やりたいことはいくらでもあったけど、ひとつもやらなかったっていうのに。

「…………藍人ぉ」

　明はか細い声で俺の名前を呼ぶ。

「……あたし、やっぱり、もう、だめかもしれない……」

「なにが？」

「あ、……の、…………う、ううんっ、なんでもない！」

　明は笑いながら自分の家に走って入っていった。

　なんでもないわけないだろう。なにがだめだって言うんだ。

　待てよ。そういえば、以前、明あきは親しい相手にも、隠かくしたいことはあるとかなんとか言っていた。もしかして、今、俺おれになにか隠し事をしているのだろうか。

　一体、なにを隠しているというんだ。




　しかし、悩むまでもなく、明の隠し事がなにかはすぐにわかった。




　翌日のことだ。通学路でも教室でも、昨日きのう、明の様子がおかしかったことにはお互たがい一いつ切さい触ふれずにいた。いつも通りだった。

　放課後になって、部室に入ろうとしたときにふと隣となりにいる明を見たら、右のほっぺたに抜けたまつ毛がついているのに気付いた。

「明、ここ、ついてる。まつ毛」

　俺は自分の顔を使って説明する。指し示したところを明がごしごしとこする。

「取れた？」

「取れてない」

「えー……。どこ？　わかんない……」

「ここ」

　俺はちょっとかがんで明のほっぺたに親指を添えた。反射的に「やっ……」とどこか色っぽい声をあげて明が目をつむる。明の体は小さく震ふるえている。

　はたから見れば、キスしようとしてるみたいに見えるだろう。事実、そのように見えていたようだ。ちょうどこの現場に居合わせた一いち条じようさんが執しつ事じを置き去りにしてこちらに突とつ進しんしてきたことからも、それがわかる。

「ちょっと──────っ！　そんなところで、なに不ふ埒らちなことしてるんですの、顔面氷ひよう点てん下か男っ！」

　一条さんがはブレーキがうまく利かなかったのか、明ごと俺にタックルしてきた。俺は明を抱だきとめ、なんとかその場に踏ふみとどまった。一条さんは跳はね返って、そのまま勢いでころんと一回後ろでんぐり返しをした。白いパンツが見えた。でも興味ない。自じ業ごう自じ得とくだ。俺は「危ないな！」と強めに文句を言った。俺の大事な明になにしてくれてんだよ、という思いを込め、どさくさに紛まぎれて、俺は明の背中をぎゅっと抱きしめた。

「なんですの!?　だってあなたが明様に……」

「…………だめっ、離はなしてよ！」

　執事に手を借りて立ち上がりつつ言い返してきた一条さんが、途と中ちゆうで言葉を止めた。なにが起こったのかわからなかったのだろう。俺も愕がく然ぜんとしている。

　突とつ然ぜん、俺は明に突つき飛ばされたのだ。尻しり餅もちをついた俺は、明を見上げる。今にも泣きだしそうな顔だ。明の両手は俺を突き飛ばしたままのかたちに押し出されている。

「あ、明あき様？　大だい丈じよう夫ぶですわよ？　全然太ってらっしゃいませんわよ？」

　一いち条じようさんがおろおろしながら言う。

　そうだ。なんかデジャブってると思ったら、以前明が太ったと言っていたときも、脇わき腹ばらを触さわって突つき飛ばされたことがあったんだった。きっと今回もそうだ。俺おれが嫌きらわれて突き飛ばされたわけじゃない。ああ、よかった。俺はほっと安あん堵どのため息をつく。

　しかし次の瞬しゆん間かん、俺は奈な落らくの底に突き落とされた。

「そうじゃなくて、だめなの！　藍人あいとに触られるの、……あたし、もう、嫌いやなの！」

　明があまりにも興こう奮ふんしているので、一条さんも執しつ事じもどうしていいのかわからないらしい。俺に至っては自分が息をしているのかどうかすらわかっていない。そんなどうにもならない空気を和やわらげたのは「おや」という場違いに気の抜けた声だった。

「なんだい、騒さわがしいね」

「やあねえ、痴ち話わ喧げん嘩かァ？」

　乃の花はなさんと倫りんさんがこちらに向かって歩いてきたのだ。

「あ…………」

　明は我に返ったようだったが、俺と目が合うと、ひくりと喉のどを詰つまらせた。

「う、あ、あの、ご、ごめんなさいっ、でも、でも、もう、どうしても、だめなの！　藍人あいとっ、ご、ごめんなさいっ！　わ、わ、別れてくださいっ！」

　明はそう叫さけぶと、乃花さんと倫さんの間を割って走り去ってしまった。

　俺はといえば、死んだ。

　真っ白に燃え尽つきた灰となり、風もないのにさらさらと舞って、その場から消えた。







　─────────そうか、これだったんだ。

　明が俺に隠かくしていたことは、これだったんだ。

　平へい和わの予言はぴたりと的中してしまったのだ。

　俺と別れたい。それが明の隠し事だったのだ。


【人見知り部は健全です・ＴＨＥ　ＥＮＤ】









「…………きくん」

　誰かが話しかけてくる。

「寿ことぶきくん」

　天使だろうか。

「寿くん！　いいかげんにしたまえよ！」

　真正面から伸のびてきた手が俺おれの頬ほおをぶった。脳みそが揺ゆれるくらいの衝しよう撃げきだったが、おかげで正気を取り戻した。いつのまにやら俺は部室の中の自分の席に座っていたようだ。

「アンタ、目を開けたまま気を失ってたわよ？」

「うふふ。ようやく明あき様の洗脳が解けたんですわ。もともと、あなたみたいな顔面停てい電でん男おとことつきあってること自体がおかしいんですもの！　男なんてクソですわぁ！」

　一いち条じようさんは上じよう機き嫌げんに言い放つ。でも、俺には言い返す気力もない。

「もしかして、傷ついてらっしゃるんですか？」

　一条さんの後ろに立っている執しつ事じが尋たずねてくるが、当たり前だ。そりゃあ、この無表情じゃ伝わってないんだろうが。

「それにしても、いきなり振られたわねぇ、アンタ……」

「本当だよ。この間私が気を回すまでもなかった。まさか勝手に自滅するとはね」

　確かに突とつ然ぜんすぎるとは俺も思う。でも、本当に突然なのだろうか。もしかしたら、明はずっとずっと我が慢まんしていたのかもしれない。

　幼なじみとしては俺のことを好きだったのかもしれないが、男としては好きではなかったのかもしれない。考えてみれば、明が恋愛的な意味で俺に好きだと言ってくれたことなんて一度もなかったじゃないか。幼なじみとして積み上げてきたものを崩くずしたくなかっただけで、好きでもない俺としぶしぶつきあってくれていたのかもしれない。

　つきあいはじめたとき、明が俺を遠ざけるようにしていたのは、意識して照れているからだと思っていたが、それは俺の勘かん違ちがいで、明は幼なじみの俺ではなく男の俺に触さわられるのが嫌いやだったのかもしれない。昨日きのう、俺と手をつないだときもそうだ。保育園のときのように幼なじみとしての俺ならいいが、彼氏としての俺に手をつながれるのは嫌だと思ったに違いない。それなのに、ここのところ俺が調子に乗って触ったりしたので、爆ばく発はつしたってわけだ。

　俺はとんだ痴ち漢かん野や郎ろうで勘かん違ちがい野郎だ。明に我慢させて、明が嫌がっていることに気付かず、明に嫌きらわれてどうする。

「振られたからって落ち込むことはあるまい。いいこともあるよ、寿くん。三十まで童どう貞ていだったら魔ま法ほう使つかいになれるらしいから、これできみは魔法使いへ一歩近づいたんだ！」

「くだらないこと言ってんじゃないわよ、アンタ！」

「あの、私思うんですけど、高校生くらいの男の子が魔法使いになってやりたいことなんて、風を起こして女の子のスカートめくりとか、女の子の服を透とう視しとか、時間を停止して女の子に触さわりまくるとかでしょう？　そう考えると、非ひ童どう貞ていのほうがよっぽど魔ま法ほう使つかいですよね」

「波は佐さ宮みや！　はしたないことを言わないでくださる!?」

　俺おれは騒さわがしい会話に混じることなく、ただぼうっとしている。

「寿ことぶきくん。明あきくんと再び付き合いたいのなら『女殺しクラブ』でも参考にするかい？　恋愛について研究していた同好会だよ」

　乃の花はなさんの手には『女殺し二十世紀～最強の攻こう略りやく～』と書かれた部誌があった。

「アンタねえ、寿の失恋を部活のネタにするんじゃないわよ」

「まあ、いいじゃないか。ほら『女は頭ポンポンに弱い！　これで勝率百パーセント』」

「なにソイツ！　気持ち悪っ。気ん持ち悪ぅっ！」

　乃花さんをたしなめていたはずの倫りんさんは一気にガールズトークモードに切り替わった。俺の気持ち無視ですか、そうですか。

「まあ、そう目くじらを立てるんじゃないよ。二十世紀だし、ちょっと古いのかもね。次はこれだ。お、『聞き上手じようずを目指す同好会』とコラボできそうだね。『女の話はすべてハイハイ聞いとけばいい』」

「自分の意見のない男なんてサイテーですわっ！」

「『とにかく褒ほめろ！』」

「見る目がないやつからの褒め言葉なんて恥はじですわ！　きいいいい！」

「なんなのその部誌のクオリティの低さ！」

「そうだね。実際、この同好会も結局メンバーの誰一人彼女をゲットできないまま卒業しているね。でも、部誌のクオリティは関係ないよ」

　乃花さんが、挑ちよう発はつするように言う。

「彼らに彼女ができないのは、『女の子』はこう考える、これを喜ぶ、なんてのを真まに受けて、下へ手たな先入観で恥はじ知らずにも平然と『女の子』の定義を決めつけているからだよ。だから金属アレルギーだと知らずに指輪を贈る。なぜなら女の子は指輪を贈られれば喜ぶものだから。甘あまいもの嫌きらいだと知らずにケーキをお土産みやげにする。なぜなら女の子は甘いものが好きだから。そんな奴やつが恋愛できてたまるか」

「ああ、まあ、そうね。経験もないくせに正論ねえ、耳みみ年どし増ま」

「うっ、うるさいぞ、倫！」

　じゃあなんでそんななんの役にも立たない部誌を引っ張り出してきたんだよって話だけど。

「とにかくね、考えるべきは常に目の前にいる『相手』のことだ。百科事典にだって載のってないんだ。『相手』とちゃんと向き合わなきゃだめだ。恋愛はひとりじゃできないんだ。──聞いてるかい、寿くん？」

　いきなり話を振られて、俺はゆっくりと乃花さんと目を合わせる。そういうことか。俺に、それが言いたかったのか。

「こんなところでひとりでぐだぐだしてるんじゃないよ。どうせひとりじゃロクなことを考えないんだ。ちゃんと明あきくんと向き合ってきたまえよ。カップルは嫌きらいだけど、それ以上に今のきみは鬱うつ陶とうしい」

　なんて言いぐさだ。

「そうよ。いつまでも落ち込んでるんじゃないわよ。振られるっていうのさえアタシは羨うらやましいくらいなのに。一回でいいからちゃんと振られてみたいわ」

　倫りんさんが苦笑いしながら言う。倫さんは告白すらできないことが多いんだろう。そういえば、執しつ事じへの気持ちがばれたのに、スルーされてうやむやになった。そして、きっとそれが倫さんのデフォルト。向き合うことすらできない。それに比べれば確かに俺は幸せかもしれない。

「あ、そういえば私、お嬢じよう様のことでごたごたしていたので、あなたの気持ちを知ったのに、なにも答えてませんでしたね」

　執事が今気付いたとばかりに言う。嘘うそだろ、意図的なスルーじゃなくて、まさかの天然？

「あ、……い、いいんですよぅ、別に」

「なんでだい、倫、チャンスだろ。振られてみればいいじゃないか」

「私には振るという選択肢ししかないんですか？」

「え、……ええ!?」

「ちょっと、波は佐さ宮みやぁ!?」

　倫さんが執事を二度見して、一いち条じようさんが執事の胸むな倉ぐらをつかむ。

「だって、陰いん茎けいのついてる美少女とか、おっぱいのついてる美少年とかは私、好きですから。美しいものなら好きになる可能性はありますよ。それこそ性別種しゆ族ぞく問わず。今まではあなたのことをそういうふうに意識していませんでしたが、未来はわかりません。ここで早急に決断を下すことはできませんよ」

「お前はなに変態じみたことを堂々と言ってるんですのぉ!?」

「え、なにこれ、あ、アタシ、諦あきらめなくていいの!?　がんばっていいってこと!?」

　執事のカミングアウト、一条さんの怒いかり、倫さんの戸と惑まどいで部室の中は一気にぐちゃぐちゃになった。

　えー……。なんだよ、倫さんの裏切りもの……。いいよな、ハッピーエンドが用意されてるかもしれない急展開。同じ急展開でもこっちはバッドエンドコースだっていうのに。そんなふうに騒そう乱らんの中で俺がいじけていると、どさくさに紛まぎれて、乃の花はなさんに尻しりを蹴けり上げられた。

「……なにするんですか……」

「いいから、ちゃんと向き合っておいで。倫みたいに逆転があるかもしれないじゃないか」

　乃花さんは俺の襟えり首くびをつかんで教室から放り投げる。片目をぱちりと瞑つむる。

「さあ、行きたまえ。うだうだしてないで、イッパツかましてすっきりしてきたまえよ！」

　そんな部下を風俗へ送り込む変に面倒見のいい上じよう司しみたいなことを言われても。

　締しめ出された俺おれは、どうしていいのかわからずに、情けないことに結局そのまま家に帰った。




　その日はなかなか寝付くことができなかった。

　向き合っていない。たしかに、俺は明あきと向き合っていないのかもしれなかった。つきあえたというその事実で明と絆きずなが繋つながったと思って、つきあう前よりぞんざいなコミュニケーションしか取れていなかったのかもしれない。繋いだということだけで安心してしまった絆はいつの間にか腐くさり落ちていたってわけだ。

　考えすぎているせいか、頭が痛くなってくる。おまけに、ひゅーひゅーと喉のどが鳴って息がし辛づらくなってくる。精神状態が体調にモロに影響を及ぼしてきた。




　次の日も俺は体が重かった。朝飯を食べる気にもならず、早めに家を出た。明と登校時間をずらしたのだ。一本早い電車に乗った。しかし、明も同じことをしたらしかった。下げ駄た箱ばこの前で一いつ緒しよになってしまったのだ。気まずすぎる。明が俺に気付く。明と俺の視線が交じわる。

　途と端たんに明は険けわしい顔になった。

「…………帰って！」

　明が大きな声を出した。

「帰って！　藍人あいと、今すぐ帰って！」

　衆しゆう人じん環かん視しの中、俺に向かって明が叫さけぶ。注目を集めるのが苦手な明が、なりふり構わず叫んだのだ。周りにいる生徒が野や次じ馬うま的興味を示して見てくるが、そんなことはどうでもいい。だって、俺は今、明に顔も見たくないと言われたも同然だ。大パニックだ。頭が鈍どん器きでぶん殴なぐられように痛む。背せ筋すじになにかぞくぞくと駆かけ巡めぐる。──────俺の意識はそこで途と絶だえた。




　目を開けたら、そこは真っ白だった。白地に白だ。白い部屋、白い天てん井じよう、白いカーテン、白い布団。これが天国？

「…………大だい丈じよう夫ぶ？」

　明そっくりの天使が俺の顔を覗のぞき込んできた。俺は二、三度まばたきして応こたえる。

「もうー……、藍人。痛いとか辛つらいとか我が慢まんしないでよ。風か邪ぜひいてるなら、休みなよ。甘あまくみちゃだめって言ったでしょ」

　風邪？

　俺は体を起こそうとして、どうも節ふし々ぶしが痛いことに気付いた。それと同時に、ここが保健室であることに気付いた。そしてもちろん、ベッド脇わきの椅い子すに座っている天使が本物の明であることにも気付いた。

　俺はゆっくりと上半身を起こす。体がぎしぎしする。間違いない。風邪だ、これ。平へい和わからもらってしまったのだろうか。昨日きのうから続く体の不調は、精神の影響ではなくて、単純に具合が悪かったからということだったようだ。明あきが帰れと言ったのも俺おれが風か邪ぜをひいていることに気付いたからだろう。純粋に心配してくれたのだ。顔すら見たくないと言われたわけではなかったらしい。さすがにそこまで嫌きらわれてるわけじゃないのか、と俺は少しほっとした。

「……あ、あのね、保健の先生ね、今ちょっと出ちゃってるけど、戻ってくるって言ってたからね」

　明は俺から顔を逸そらして視線をさまよわせる。

「あの、じゃ、じゃあ、あたし戻るね」

　明は立ち上がって保健室を出て行こうとする。体はすでに半分廊ろう下かだ。明と向き合わなければ。しかし、俺はまだ自分の心さえ整せい頓とんできていない。でも、せめて、なにか、言わなきゃ。伝えなきゃ。俺は回らない頭で必死に考える。

「明」

　俺は明を呼び止める。明の体がびくりと跳はねた。

「…………あの、これからは、幼なじみとしてなら仲良くしてくれるか？」

　これが、せめて、今の精一杯だ。俺は仲良くしたいんだ。それを伝えたいんだ。

「……やだ」

　無情にも、がらがらぴしゃん、とドアの閉まる音がした。それはそのまま明の心が閉まる音だったのかもしれない。俺はうつむいて頭をかきむしる。俺の心が重く沈しずんでいく。さっきほっとしたのは間違いだったようだ。俺は拒きよ絶ぜつされたのだ。

「やだ……」

　小さなつぶやきが聞こえて、俺は顔を上げる。

　ドアのところに明が立っていた。ドアを閉めただけで、出て行ったわけではなかったらしい。

「やだぁ……！　幼なじみに戻るのやだよ、やっぱり彼女でいたいよぉ……！」

　明が泣きながら走ってくる。俺は混乱する。戻ってきてくれたのは嬉うれしいのだが、明がなにを言っているのかさっぱりわからない。

「…………お前が別れてくださいって言ったんだよ？」

「い、言ったけど、そ、それは、だって、藍人あいとに嫌われたくないからだもん……」

「え？　俺に触さわられるの嫌いやなくらい、俺のこと嫌いなんじゃないの？」

「違うよっ、そんなわけないじゃん！　嫌いだから触られたくないんじゃなくて、嫌われたくないから触られたくないのっ！」

「……いや、どういうことだよ？」

「やだぁ！　理由言ったら、藍人、あたしのこと嫌いになるもん！」

　明は両手で顔を覆おおって声を上げて泣き出す。いやもうなにがなんだか。

「……おーい。明ちゃーん。泣かないでー。だいじょぶだからー」

　脳内クエスチョンマークだらけでとち狂くるった俺は、明を泣き止ませるために昔そうしていたように、指でキツネを作って腹ふく話わ術じゆつをしてみせる。

「う、うう…………、ばかー……」

　明あきは泣き笑いの顔になる。

「明、ちゃんと理由を説明してくれ」

「…………嫌きらいにならない？」

「なるわけないだろ。嫌われたくないから触さわられたくないってどういうことだ？」

「うー……、だって……」

　明は口ごもった。

「…………あたし、ふけんぜんなんだもん」

「へ？」

　発音が舌した足たらずで一いつ瞬しゆんなにを言っているのかわからなかった。不健全、か。

「不健全って、どういうことだよ？」

「だ、だから……」

　明は声を絞しぼり出すように、言った。




「……あたし、藍人あいとに触られると、……え、えっちなこと、したくなるんだもん……」




　間ま。

　間。

　そして、間。

「………………は？」

　長い沈ちん黙もくの後、ようやく俺おれはそれだけ言った。しばらくの間、耳を疑っていたのだ。幻げん聴ちようかと思ったのだ。明はおそるおそるというふうに俺の顔を覗のぞき込む。

「……嫌いになった？」

　俺は首を振る。嫌いになるとかならないとかいう以前に意味がわからない。

「……あ、藍人にはわかんないかもしんないけど。……あ、あたし、自分でも、変かなって思ってるよ。小っちゃい頃から一いつ緒しよなのに、こういうの思うのおかしいのかもって……。それに、あたし、そういうの、すっごいすっごい苦手だし、ハレンチなことなんか禁止だと思ってたし……。でも、つ、つきあい始めてから、藍人って全然あたしに触って来なくなったでしょ。あたしって、その、魅み力りよくないのかなーなんて思って、……自分がどんなふうに藍人の目に映ってるんだろう、とか、すっごく気になって……」

　言っている明も恥はずかしそうだが、聞いている俺も恥ずかしい。

　ていうか、触らないようにしたのは明のためだっていうのに、そのせいで悩んでいたなんて。

「ずーっとそんなこと考えたてたら、気が付いたきには、なんで藍人触ってくれないんだろうって……、藍人あいとに触さわってほしいって思うようになってて……。し、しかも、あたしは、藍人に触られると、変な気分になっちゃうの。手とか、つないだら、次は、ぎゅってしてほしいとか、き……キス！　したいなとか！　……そ、そういう、卑ひ猥わいなこと、思っちゃうから……、だから、藍人に触られるの、だめなの」

　そのレベルで卑猥とか言われたら、世のお父とうさんお母かあさんはもれなくとんでもない変態ということになりそうだ。

「…………あ、あのね」

　俺おれが言葉を失っているせいか、明は間まを埋うめるようにひとりで喋しやべり続ける。

「昨日きのう、偶ぐう然ぜん藍人に抱だきしめられたみたいになったときもね」

　ごめん、あれ、偶然じゃなくて、下心満まん載さいだったんだよ。

「き、気持ちいいなって……。ご、ごめん、あたし、は、はしたない！　でも、そういうの思うのやめられなくって。だ、だから、嫌きらわれる前に、別れようと思ったの。……けど、やっぱやだよー……。藍人、あたしのこと、嫌いにならないでぇ……。……気持ちよくなって、ごめんなさい。は、はしたなくってごめんなさいぃー……」

　えぐえぐ泣きながらなにを謝ってるんだこの子は。

「なんでそんなことで俺に嫌われるって思ってるんだよ？」

　むしろ俺喜んじゃってるって話だよ。

　明はすん、と鼻を鳴らす。

「……だって、藍人、ケッペキって言ったもん。えっちなの、嫌いって言ってたもん……」

　一いつ瞬しゆん、俺の脳みそがストップした。

　……………………ああ！　ああ！　あ────────────────────あっ！

　言った。言いました。俺、確かに言いました、何度も何度も明に言いました！　性的なことは嫌いだってね！

　でも、あれは俺の下心や、やましさを隠かくすために適当に場を取り繕つくろうための言い訳で、まさか本気でそんなこと信じるやつがいるなんて…………いる、なんて…………いた、わけだけど。いやしかし俺は、明の純真さを危き惧ぐしてたんだった。まさかまんまと自分自身がハマるとは。

　ということは、明の本当の隠し事は、『ヨコシマなことをしたいと思っている』なわけだ。

　落ち込んでた自分がバカバカしいくらいの真相。だ、大事！　乃の花はなさんみたいに部活まで作るのって正直どうなんだって思ってたけど、今ならそれくらいやるのも正しいかもと思うよ、コミュニケーションってやっぱり大事。思い込みっておそろしい。お互たがいがお互いにちゃんと向き合わなければ、同じこと思ってんのに、ばかみたいなことするはめになる。

「明」

　明が充血した目で俺を見る。

「大変申しあげにくいんですが」

「な、なに？」

「それ、嘘うそ」

「へ？」

　明あきは俺おれの言った短いセンテンスを理解するのにたっぷりと時間をかけた。

「……嘘って……、う、嘘!?　ひどい！　あたしがどんだけ悩んだと思って……！」

「ていうか、お前がえっちなのはむしろ大歓迎だ。可愛かわいい」

「かわっ……、可愛くなんかないよ……。あたし、嫌いやなやつだよ。わがままなやつだよ……」

「どこが？」

　俺はお前みたいな可愛いやつ見たことないわ。

「…………だ、だって、あたし、すっごく心狭せまいもん。藍人が誰かと仲良くしてると、ちょっともやもやしたりするし、……み、水着のときなんか、藍人が乃の花はなさんの胸見てるとき、あ、あたしのほう見ればいいのにって、思ったもん……。……面倒くさいでしょ？」

　プールに行ったとき、やきもちを焼いていたのか！　そっちが正解だったのか！　なんだよもう！

「いや、それ……超可愛いんだけど」

「か、可愛くないっ」

「可愛いって」

　なんか、俺が告白したときもこういうやりとりしたなあ、と、俺は明の頬ほおを撫なでる。ハンカチがなかったので、手で。明の体が見てわかるくらいにがちがちになる。

「う、うー……、藍人はずるい！　余よ裕ゆうたっぷりでずるい！　あたしばっかドキドキさせて！」

「いや、俺もしてるよ、ドキドキ。すっごいしてる」

「嘘だよぉ！」

「いや、本当に」

　俺は明の手を取って、俺の胸に当てさせる。

「…………あ」

「な？」

「……ホントだ」

「だろ？」

「うん…………。えへへ。あたしと、同じだぁ」

　明は嬉うれしそうに笑うと、心臓の音を近くで感じたかったのか、右耳を俺の胸にくっつけてきた。さすがに想定外すぎる。

「わー……。ばくんばくんしてるね」

　当たり前だろ、殺す気か。

　しばらくの間、ふたりでそのままの体勢でいた。保健室の机の上の小さな時計の秒針が聞こえてくるくらい静かだ。

「ね、……藍人あいと」

　明あきが耳を離はなさないまま上うわ目め遣づかいに俺おれを見る。

「……あの、……あの、ね。…………いっこだけ、お願いしていい？」

「なんだよ？」

　明が俺の耳に顔を寄せてくる。

「藍人、目、…………つぶってくれる？」

　こしょこしょとくすぐったいないしょ話。

　言った明のほうが先に目を閉じたので、俺はあえて目を開けっ放しにしてみる。

　明の顔がゆっくりと近づいてくる。

　これよりもすごい妄もう想そうを幾いく度どとなくしたはずなのに、そんなものなんの予行演習にもなってなかった。現実の明は頭の中の明とはまったく比べ物にならない。現実の明は、俺の体を硬こう直ちよくさせるし、俺の余よ裕ゆうなんか吹き飛ばすのだ。鼻血を出す余よ裕ゆうすらない。

　ちょっと癖くせのある前髪がみだとか、顔の産うぶ毛げだとか、小刻みに震ふるえてるまつ毛だとか、少しだけ開いている唇くちびるだとか、なんだかよくわからないけど甘あまい匂においだとか、そういうのが少しずつ少しずつ近づいてきて、俺の鼓こ動どうはおかしなくらいに速くなる。

　三センチ、二センチ、一センチ。

[image: ]

　焦しよう点てんが合わなくなるくらい顔が近付いて、唇くちびるが触ふれる直前、明あきは小さく囁ささやいた。

「…………す……、好きです。もういちど、おつきあいしてください」

　心臓が、どくん、とひときわ大きく鳴った。

　明から、初めて言われた。

　そっと押し付けられた唇が、離はなれていく。

　ごまかしようもないくらい甘あまい空気がそこらじゅうに充満する。

「…………なんか、言って？」

　明が照れくさそうにはにかみながら言う。確かに俺おれには今、言わなければならないことがある。無む慈じ悲ひだと思われるかもしれないが、言わなければならないことがあるのだ。

「明」

「な、なに？」

　恥はずかしそうに俺を見つめる明に、告げる。

「……………………そこは、鼻だ」

「うわ─────────────ん！」







　おまけ【延長】







　みんなの視線が俺おれを責め立てている。

　乃の花はなさんはむっつりとして、倫りんさんは呆あきれたように、一いち条じようさんは怒いかりをあらわに、執しつ事じは笑顔で。

　俺から得え体たいのしれないピンクのオーラが漏もれ出しているというのだ。

　そして、それは言い掛かりではない。

　自覚はある。俺はミスター色ボケだ。

　しかし謝る気もない。だって不ふ可か抗こう力りよくだ。

　明あきから思いを伝えられて浮かれポンチにならないわけがないだろう。抑おさえようにも抑えきれない浮かれた気持ちが多少外に漏れ出すことくらい大目に見てほしい。

　ちなみに今日きようは部室に明の姿はない。明は、昨日きのうから学校を休んでいる。保健室でのできごとから一週間ほど経たった頃、俺の風か邪ぜがまんまとうつってしまったのだ。うつった理由を説明するのは野や暮ぼってもんだろう。

　俺は昨日、部活が終わってから、明の見舞いに行った。

　頬ほお杖づえをつきながら、そのときのことを思い出すともなく思い出す。







　　　　「明。お見舞い」

　　　俺は買い物袋を見せる。

　　「うぅー……ありがとぉー……」

　　　　明はぼんやりとしながら答える。

　　　　「お前、好きだったよな、ネクター」

　　　　　　「うん。大好きだよぉ」「え、なに？」

　　　　　　　　俺が聞き取れなかったと思ったんだろう。

　　　　　　　明は繰くり返した。「大好き」「え？」

　　　　「大好きだよ」「え？」「だからぁ、

　　　　大好──って、もう、藍人ぉ！」

　　俺の下心に気付いて明が怒おこる。

　　　「ごめんって。許して」

　　　　「うぅ、ばかぁ」







　大好きだと言わせるように仕向ける。まるでジュースではなくて、自分が言われたみたいに感じる。バカみたいないたずら。でも、脳みそがとけるくらいに幸せだ。

　こんなやりとり、はたから見たらバカップルどころか、ただのバカ二人に見えるんだろう。わかってる。俺おれだって街角でこんなカップルを見かけたら間違いなく頭の中でぶん殴なぐる。

　だけど、当事者になったら話は別だ。もう、楽しくて楽しくてたまらない。

「もおー、それ、早くちょうだい」

　明あきが体を起こして手を伸のばす。俺はプルタブを引いてから缶かんを渡す。明がゆっくりと飲み始める。

「お前、それ好きだな、本当に」

「うん、好き。これは、藍人あいとが持ってきてくれたから、もっと好き」

　明が無む邪じや気きに微笑ほほえみかけてくる。……思いがけない反はん撃げきをくらった。顔がほてってきたぞ。

「藍人はこれ好きだっけ？」

「俺はお前が好きだけど？」

「えっ、あっ、あっ！」

　明は缶を取り落としそうになる。

「も、もうっ！　ね、熱上がるでしょ、そんなこと言われたらっ……」

「……そうだな、上がってるな？」

「あっ……」

　俺は明の前髪がみを持ち上げて、そこに自分の額をくっつける。

「そ、そういう測りかた、だめ……」

「だめか？」

「だめ……」

「……やだ、じゃなくて？」

「……や、じゃないけど、だめぇ……。恥はずかしい、からぁ……」

　じゃあしょうがない。明の甘い吐と息いきが名残なごり惜おしいけどしぶしぶと俺は離はなれる。しかし一度漂い始めた甘あまったるい空気は消えることなく、明は恥はずかしそうにちびちびとジュースを飲む。

「…………ねぇ、藍人はさぁ……」

　からになった缶をサイドテーブルに置いて、明がベッド脇わきに座る俺を見る。

「ん？」

「……どれくらい好き？」

「なにが？」

「い、いい、なんでもないっ」

「お前のことがどれくらい好きかってこと？」

「……わかってるじゃん、いじわるだー……」

「んー……、こんくらい」

　俺おれは親指と人差し指で円を作る。

「……うー」

「じゃあ、これくらい？」

　両手を合わせてお椀わんの形にする。

「ぶー」

「大奮ふん発ぱつ。これくらいは？」

　両手を大きく広げて見せる。

「小っちゃいよぉ」

「じゃあー、これ、くら、い！」

「きゃあっ！」

　俺は手を広げたまま明あきに近づいて、抱だき締しめた。俺の両手ってこのためにあったんじゃないか？　ととち狂くるったことを考えるくらいに明は抱き心地がいい。

「お気に召めしましたか？」

　明が小さくうなずく。

「えへ。藍人あいとぉ」

「ん？」

「呼んだだけー。あーいと」

「……あーき」

「ふふ。はぁい」

　もぞもぞと明が俺の胸元から顔を上げる。

「……ちなみにお前は？　俺のことどれくらい好き？」

　俺の問いに、明はくふくふといたずらっぽく笑う。

「んーとね。藍人の一億倍！」

「なんだよ、それは。小学生かよ。ずるいなー」

「えへへー」

　明は照れたように俺の胸に顔を押し付け、俺の背中に回した腕うでに力を込めてぎゅうぎゅうと抱き着いてくる。俺は明の髪かみに鼻先をうずめる。思い切り息を吸い込んでみる。明が慌あわてて離はなれようとするが、俺は腕の力を緩ゆるめない。

「やっ、……か、髪、洗ってないから、くさいってばー……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちょっとくらい汗あせ臭くさいほうがむしろ興こう奮ふんする」

「な、なに言って……！　もう、ばかー……」

　顔を上げた明が、どうやったらこんなに可愛らしく恥はじらえるんだろう、と思うほど愛らしく唇くちびるをとがらす。思わず、俺はその唇に────────。







「ちょっと、あなた、なんなんですのっ！　気き色しよく悪いっ！」

　一いち条じようさんの叫さけび声で我に返った。別にいつもの無表情のはずなのだが。

「失礼ながら、私も気持ち悪いと存じます」

　執しつ事じも同調する。

「同感だわ」

　倫りんさんからもクレームが来た。

「アンタ、ピンクのオーラを放出しすぎなのよ。なにがあったのよ、いったい？」

「そんなの言えませんよ」

　惚気のろける気はない。だって、もったいないからだ。明あきのああいうところを知ってるのは俺おれだけでいい。

「…………これだからカップルは嫌きらいなんだ」

　乃の花はなさんが苦み走った顔で言う。どうやら、わざわざ口にしなくても、俺がこんなことになった原因が明にあるとばれているようだ。

「やっぱり寿ことぶきくんを落ち込んだままにさせておけばよかったのかもしれない……。こうもピンクな空気で充満すると、胸やけがしてしかたない。甘あまったるいにもほどがある。糖分を過か剰じよう摂せつ取しゆさせられたみたいだ」

　乃花さんが胃液がせりあがってきたかのように、胸と喉のどとを押さえる。




「私は今すぐにでも、口から砂糖を吐きそうだ…………」




　乃花さんの言葉を聞いた一条さんは、驚おどろきの声をあげた。

「まあっ！　何なん人ぴとたりとも無理っておっしゃってたのに！　この男が乃花様の口からそんなものを吐き出させることができるんですのっ!?」と。

　一いち条じようさんが、ギギギ、と古ふるびたロボットのように首を回して俺を見る。




　──────そして。

　なぜだか知らないが俺は、一生得られないと思っていた一条さんからのきらきらとした尊敬の眼まな差ざしを受け取ることができたのだった。





【[image: ][image: ]人見知り部は健全です・完[image: ][image: ]】









　あとがき【常套句は通じません】







　ドアインザフェイステクニックっていうんでしたか。

　最初にでかい要求をしてわざと断らせ、そのあとから本当の要求を出す。相手は一度断っている気まずさから受け入れる可能性が高くなる、的な心理テクニックのことを。

　千円借りたいときに、最初から「千円貸して」ではなく、一発目は「一万円貸してくれない？」と要求すればいい、みたいな。女性を誘うときに、最初にわざと「きみん家ち行っていい？」とかまして、断られたら「じゃあその辺で食事でもしてこうか？」と要求すればいい、みたいな。

　そういうテクニック。

　実はこのシリーズにも編集さんと佐さ野のの間でそんな攻防があったりしました。ひそかに。佐野が一個の使いたい言葉のために十個のひどすぎる言葉を最初にわざと多くちりばめたりしたせいです。だから打ち合わせで「この[image: ][image: ]なんですけど、この単語は、ちょっとあまりにも……」と担たん当とうさんに指し摘てきされたり（前巻のほうが多いですね。今巻はそんなでもないです）。

　ちなみに三年前はそういう単語があっても、「何ページの何行目の真ん中あたりの単語が～」という言いかたをしていた担当さんが、最近はすらっと生なま々なましい単語を口に出してくれます。この三年の間に担当さんにいったいなにが……!?

　それはさておき、そんな担当さんといえどもさすがに女性器の俗語までは口に出してくれません。

　不思議です。世間的にも、男性器は気安く呼べるのに、女性器はなぜ気軽に呼べないんでしょう。あ、間違っても男女平等云々の話をしたいわけではなく、個人的に気軽に呼びたいだけです（なにその希望）。

　しかし実際問題、子供に対して、「お風ふ呂ろで性器をちゃんと洗いなさい」と教えたい場合、男の子には「おちんちん洗いなさいね」と言えますが、女の子にはなんと言うんだと。

　年の離はなれた姉（子供は五歳さいの女の子）に問い合わせてみました。「ここ」と言っているそうです。どこだ！　姉の実母（つまり佐野の母ですが）に問い合わせてみました。「お股また」と言っていたとのこと。股だけど股じゃないじゃん！　早くに結婚した子持ちの友人（女）に聞いてみました。「ここ」でした。姉の答えとかぶった！　捨て身で聞いた意味あんまなかった！

　ところで、これ、佐野のような雑ざ魚こが言うまでもなく、偉大なる先人がすでに問題提起をしています。以前、一般教養のジェンダー論の授業を受けていたとき、ちょうどこの話が雑談程度に出てきたんですが、なにやら「おちょんちょん」という言葉を定着させようとしている団体がいるらしいです（方言でこう呼ぶところもあるそうですね）。

　これは……可愛かわいい気がします。でも定着させるのは大変そうです。そしてそんなことよりなにより大変なのは、このあとがきの着地点を決めていないことです。なぜ、なぜこんな話を始めちゃったんだ、自分。わけわかんなくなってんぞ。

　こういうときは冷静に出発点に戻ってみるといいと聞きます。はじめ、はじめ……ドアインザフェイス……。

　あ、じゃあ、この本十冊買ってもらえます？　……あ、ムリですか。それなら、一冊買って帰ってもらっていいですか？

　ってオマエ結局それが言いたかったんか～い！　回りくどいわ～い！

　……よしオチた。（オチてねえ）




　謝辞です！

　担たん当とうさん、「いつ寝てるんだろう……」といつも疑問なんですが、今回も大変ご迷めい惑わくおかけしまして申し訳ないです。ホントに打ち合わせの際にくだらんことばっかり言ってすみませんでした……。

　笹ささ井いさん、今回も美び麗れいなイラストをありがとうございます。「やっほう！」って言っちゃいました。あと、担当さん経由で明あきのイエス・ノー枕まくらをリクエストしてすみませんでした。ラフを拝はい見けんしてガッツポーズでした。ほら、僕ぼくってイエスノー枕萌もえじゃないですかぁ（知るかよ）。

　ほかにも、伏字クマさんを作ってくれたデザイナーさんや、この本が世に出るまでにかかわってくださったたくさんの方々に心の底から感謝です。そしてもちろん、読者様に大感謝でございます。ありがとう。ありがとーう！




　では、次回、新シリーズのアレ（なんだよ）で会えたらいいですね！　さようなら、いい夜を！　佐野しなのでした。
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佐さ野のしなの

イエスノー枕萌えの兼業作家です。友人から結婚の話を聞くたびに贈りたくなりますが、新婚夫婦のおしゃれインテリアから絶対浮きそうで結局まだ誰にも贈ったことがありません……。
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笹ささ井いさじ

今回は水着！だったりエプロンだったりお着替え沢山で楽しかったですっ。明ちゃん着せ替えもっとしたい…

ブログ【http://sajilo.blog102.fc2.com/】
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